
『『
会会
談談
興興
晤晤
閄閄
雅雅
話話
』』
翻翻
刻刻
とと
注注
釈釈  

藤藤
井井  

史史
果果
・・
金金
盛盛  

安安
泉泉
・・
都都
竹竹  

彩彩
香香
・・
長長
岡岡  

可可
紗紗
・・
中中
川川  

聡聡
子子  

ママ
ルル
タタ  

チチ
カカ
ロロ
ニニ  

ペペ
ドド
ロロ
・・
山山
野野  

真真
優優
・・
吉吉
田田  

雪雪
音音  

    
  

はは
じじ
めめ
にに  

  
  

 

本
稿
は
、
振
鷺
亭
著
『
会
談
興
晤
閄
雅
話

く
わ
い
だ
ん
お
と
し
は
な
し
も
ゝ
ん
が
わ

』（
寛
政
期
）
の
翻
刻

と
注
釈
で
あ
る
。
本
作
は
書
名
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、
怪
談
と

笑
話
の
融
合
を
意
識
し
て
執
筆
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
架
蔵
本
と

所
見
本
は
い
ず
れ
も
同
板
と
考
え
ら
れ
る
。『
名
家
短
篇
傑
作
集
』

（
続
帝
国
文
庫 

第
四
八
編
、幸
堂
得
知
編
校
訂
、明
治
三
十
六
年

〈
一
九
〇
三
〉
刊
）
に
一
部
翻
刻
が
備
わ
る
が
、
現
存
す
る
諸
本

と
の
異
同
が
多
く
、
口
絵
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
稿
本
ま
た
は
異

本
を
底
本
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
本
稿
で
は
、
未
翻
刻
の

箇
所
を
含
め
、
あ
ら
た
め
て
全
編
の
翻
刻
を
行
う
と
と
も
に
、
具

体
的
な
注
釈
を
加
え
た
。 

    

  

【【
凡凡
例例
】】  

・
翻
刻
は
原
則
と
し
て
原
本
の
文
字
遣
い
、
表
記
に
従
っ
た
。 

・
通
読
の
便
宜
を
図
り
、
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。 

・
改
丁
箇
所
は
（ 

）
を
用
い
て
丁
付
を
示
し
た
。 

・
文
中
に
お
け
る
「
ハ
」「
ミ
」「
ニ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
は
」「
み
」

「
に
」
と
平
仮
名
で
表
記
し
た
。 

・
感
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
片
仮
名
に
関
し
て
は
、
原
本 

の
ま
ま
片
仮
名
で
表
記
し
た
。 

  

【【
書書
誌誌
】】  

＊
底
本 

架
蔵
本
（
藤
井
） 

 
＊
表
紙 

丁
子
色 

繁
菱
文 

一
八
・
〇×

一
三
・
〇
糎 

 
＊
題
簽 

欠
。
左
肩
に
「
会
談
雅
話 

完
」
と
墨
書
。 

＊
構
成 
自
序
（
一
丁
）、
附
言
（
半
丁
）、
落
咄
（
一
丁
半
）、

目
録
（
一
丁
）、
本
文
（
二
十
八
丁
）
広
告
（
一
丁
） 

十
五
日
最
終
閲
覧 

二
三
香
月
日
輪
公
式
同
人
サ
イ
ト
「
物
書
き
の
部
屋
」 

「
最
近
の

部
屋
」(http://ya38dom

ei.web.fc2.com
/runa2/saikin/bo-

sa-gate.htm
l) 

二
〇
二
三
年
一
月
十
五
日
最
終
閲
覧 

二
四
香
月
日
輪
公
式
同
人
サ
イ
ト
「
物
書
き
の
部
屋
」「
完
全
版
地

獄
堂
霊
界
通
信
①
」(

「
作
品
」
に
て
投
稿)( http://ya38dom

e
i.web.fc2.com

/runa2/saku/nekom
ata.htm

l)

二
〇
二
三
年

一
月
十
五
日
最
終
閲
覧 

二
五
注
１
３
参
照 

二
六
注
１
３
参
照 

二
七
注
２
２
参
照 
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三 

芻
尭…

草
刈
り
を
す
る
人
と
樵
人
。 

四 

百
々
爺…

大
き
な
杖
を
つ
い
た
老
人
の
姿
で
原
野
に
出
没

す
る
と
さ
れ
る
妖
怪
。 

五 

元
信→

狩
野
元
信…

室
町
後
期
の
画
家
。
狩
野
派
の
始
祖
正

信
の
子
。
足
利
家
の
御
用
絵
師
と
な
り
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。

次
代
の
桃
山
障
壁
画
に
お
け
る
狩
野
派
の
画
風
と
活
躍
の
基
礎

を
築
い
た
。妖
怪
絵
巻「
百
怪
図
巻
」（
元
文
二
年〈
一
七
三
七
〉、

佐
脇
嵩
之
）
の
奥
書
に
「
古
法
眼
元
信
筆 

阿
部
周
防
守
正
長
写 

元
文
第
二
丁
巳
冬
日 

佐
嵩
指
写
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、元
信
が
〝

百
鬼
夜
行
〟
を
描
い
た
絵
巻
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

六 

蘓
子
瞻→

蘇
軾…

中
国
北
宋
の
文
人
、政
治
家
。字
は
子
瞻
、

号
は
東
坡
居
士
。父
蘇
洵じ

ゅ
ん・

弟
轍て

つ
と
共
に
三
蘇
と
い
わ
れ
た
文
豪
。

唐
宋
八
大
家
の
一
人
。
古
文
作
家
と
し
て
「
赤
壁
賦
」
な
ど
の
名

作
を
残
す
。
詩
は
宋
代
第
一
と
称
さ
れ
る
。 

七 

柾→

柾
目…

ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
た
木
目
。
こ
こ
で
は
、
柾
目

の
下
駄
と
、
品
の
な
い
高
笑
い
を
あ
ら
わ
す
副
詞
「
げ
た
げ
た
」

を
掛
け
る
。 

    

【【
翻翻
刻刻
】】  

見見
越越
若若
衆衆

み
こ
し
わ
か
し
ゆ  

凢す
べ
て

人
間

に
ん
げ
ん

わ
ざ
な
ら
ず
。其
丈
六
尺
有
餘

ゆ
う
よ

大
力
に
し
て
、大
食
す
。

釈
迦
嶽

し
や
か
ゝ
た
け

一
の
山
中
に
す
み
、
晴
天
な
ら
さ
れ
ば
出
ず
と
番
附
に
見

へ
た
り  

。（
口
二
ウ
） 

一 

釈
迦
嶽…

①
奈
良
県
南
部
、
大
峰
山
脈
の
一
峰
。
頂
上
に
釈

迦
如
来
像
と
普
賢
・
文
殊
の
菩
薩
像
（
も
と
木
像
）
が
あ
り
、
古

く
か
ら
信
仰
に
よ
る
登
山
者
が
多
い
。
標
高
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

②
江
戸
時
代
、
明
和
・
安
永
の
頃
に
大
関
を
勤
め
た
力
士
。
釈
迦

嶽
雲
右
衛
門
。
出
雲
松
江
藩
主
の
抱
え
力
士
で
、
身
長
七
尺
余
の

長
身
力
士
と
し
て
著
名
。
こ
こ
で
は
、
常
人
離
れ
し
た
体
躯
を
も

つ
②
を
①
に
住
む
化
物
（
見
越
若
衆
）
に
見
立
て
て
い
る
。「
晴
天

…

」
は
、
雨
天
の
際
、
相
撲
が
中
止
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

  
  

鷺鷺
娘娘

さ
ぎ
む
す
め

一  

年
七
十
あ
ま
り
に
し
て
十
六
七
の
娘
と
見
ゆ
る
と
云
々
。
男
変へ

ん
じ

て
女
と
な
り
、
娘
形
化け

し
て
敵
役
と
な
り
、
嫁よ

め
劫 こ

う
を
経 へ

て
姑

し
う
と
め

と

な
る
。
形
の
早
か
は
り  

じ
ゆ
う
な
り
。
是
を
み
る
も
の
く
び
な
が

＊
自
序
末「
振
鷺
亭
主
人
題 

□印
□印
、印
は「
振
鷺
亭
／
貞
居
」 

＊
内
題 

「
会
談
興
晤
閄
雅
話

く
わ
い
だ
ん
お
と
し
は
な
し
も
ゝ
ん
が
わ

」 

＊
柱
記 
上
部
に
「
会
談
」 

＊
丁
付 
柱
に
口
・
口
二
～
口
四
、
一
～
二
十
・
又
廿
・
廿 

 
一
～
廿
七
終 

＊
著
者 

自
序
末
お
よ
び
本
文
末
に「
振
鷺
亭
主
人
」と
あ
る
。 

＊
匡
郭 

縦
一
五
・
八×
一
一
・
五
糎 

＊
口
絵 

落
咄
三
話
に
口
絵
あ
り
。「
見
越
若
衆
」
と
「
於
以
良 

 

武
」
に
そ
れ
ぞ
れ
人
物
の
落
書
が
見
ら
れ
る
。 

＊
跋 

 

な
し 

＊
刊
記
・
奥
付
な
し 

＊
蔵
書
印 

「
濱
和
助
」 

 

＊
自
序
に
半
丁
六
行
、
附
言
に
半
丁
十
行
の
罫
入
り
。 

 
 

【【
翻翻
刻刻
】】  

自自
序序  

斯
ノ
遊-

文
ハ
者
。
戯
言
ナ
レ
モ
出
ル
二
於
思
ヨ
リ
一
也
。
蓋
シ
其
ノ₋

思
ト
者 

何
ソ
。
唯
タ
在
ル
ノ
ミ
二
風-

刺
ス
ル
ニ
焉
。
曩₋

昔
シ
孔-

翁
猶
ヲ
有
リ
レ
所
レ

戯
。
詩
ニ
曰
ク
。
善
戯
謔
ハ
兮
不
レ
為
レ
虚
ト
兮
。
此
レ₋

豈
ニ
無
ン
レ
利

二
千
世-

教
ニ
一
哉
。
於
テ
レ
是
ニ
予
爲
テ
二
（
口
オ
）
之
カ
序
ヲ
一
以
テ
壽

ス
ト
レ
梓
ニ
云
フ
。
旹
在
二
拝
年
一
春
正
月
詣
ス
ル
ノ
二
黄
鳥
冡
一
序
操
テ
二

筆
于
勝
鹿
別
邸
茶
室
一 

振
鷺
亭
主
人 

題 

押
印
【
振
鷺
亭
】

【
貞
居
】（
口
ウ
） 

 
 

 

附附
言言
（（
反反
古古
文文
庫庫
））  

起お
こ

り
は
世
話

せ
わ

の
実
事

じ
つ
じ

よ
り
教
訓

き
や
う
く
ん

の
素
直

す
な
を

に
承 う

け
有
曽
虚

う
そ
つ
こ

の

鬼
話

ば
け
も
の
は
な
し

に
轉 て

ん
じ
合 が

つ
し
て
囅 お

と
し

話 は
な
し

と
な
る
機
関

か
ら
く
り

な
り
。
蓋け

た
し

毛
寶

も
う
ほ
う

一

か
は
な
し
亀
猪
牙

ち
よ
き

舟
二
と
な
つ
て
龍
宮

り
う
く
う

の
大
桟
橋

さ
ん
は
し

に
到 い

た
り
芻

く
さ
か
り

尭

三
百
々
爺

も
ゝ
ん
ぢ
い

四
山
本
の
庭
前

て
い
ぜ
ん

に
舟
を
繋つ

な
ぐ
。
彼か

の
元
信

も
と
の
ぶ

五
が
百
鬼

ひ
や
く
き

夜
行

や
き
や
う

蘓
子
瞻

そ
し
せ
ん

六
が
癖 へ

き
な
り
と
い
へ
共
、
亦
復

ま
た
〱

議
論

ぎ
ろ
ん

儒 じ
や

の
腐
鰹

く
さ
れ
か
つ
ほ

脊
後

せ
ご

の

譏 そ
し
り

よ
り
は
柾ま

さ
七
の
ゲ
タ
〱
（〱
口
二
オ
） 

 

【【
語語
釈釈
】】 

一 

毛
寶
か
は
な
し
亀…

毛
寶
は
中
国
東
晋
の
軍
人
。
白
亀
を
助

け
た
毛
寶
が
、
後
に
石
虎
将
軍
と
の
戦
に
敗
れ
、
長
江
へ
飛
び
込

ん
だ
際
、
か
つ
て
逃
が
し
た
亀
に
命
を
助
け
ら
れ
た
と
い
う
放
亀

報
恩
譚
を
ふ
ま
え
る
。 

二 
猪
牙
舟…

屋
根
の
な
い
舳
先
の
尖
っ
た
細
長
い
小
舟
。
江
戸

時
代
、
浅
草
山
谷
に
あ
っ
た
新
吉
原
へ
通
う
遊
客
が
多
く
用
い
た
。 
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三 
芻
尭…

草
刈
り
を
す
る
人
と
樵
人
。 

四 
百
々
爺…

大
き
な
杖
を
つ
い
た
老
人
の
姿
で
原
野
に
出
没

す
る
と
さ
れ
る
妖
怪
。 

五 

元
信→
狩
野
元
信…

室
町
後
期
の
画
家
。
狩
野
派
の
始
祖
正

信
の
子
。
足
利
家
の
御
用
絵
師
と
な
り
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。

次
代
の
桃
山
障
壁
画
に
お
け
る
狩
野
派
の
画
風
と
活
躍
の
基
礎

を
築
い
た
。妖
怪
絵
巻「
百
怪
図
巻
」（
元
文
二
年〈
一
七
三
七
〉、

佐
脇
嵩
之
）
の
奥
書
に
「
古
法
眼
元
信
筆 

阿
部
周
防
守
正
長
写 

元
文
第
二
丁
巳
冬
日 

佐
嵩
指
写
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、元
信
が
〝

百
鬼
夜
行
〟
を
描
い
た
絵
巻
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

六 

蘓
子
瞻→

蘇
軾…

中
国
北
宋
の
文
人
、政
治
家
。字
は
子
瞻
、

号
は
東
坡
居
士
。父
蘇
洵じ

ゅ
ん・

弟
轍て

つ
と
共
に
三
蘇
と
い
わ
れ
た
文
豪
。

唐
宋
八
大
家
の
一
人
。
古
文
作
家
と
し
て
「
赤
壁
賦
」
な
ど
の
名

作
を
残
す
。
詩
は
宋
代
第
一
と
称
さ
れ
る
。 

七 

柾→

柾
目…

ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
た
木
目
。
こ
こ
で
は
、
柾
目

の
下
駄
と
、
品
の
な
い
高
笑
い
を
あ
ら
わ
す
副
詞
「
げ
た
げ
た
」

を
掛
け
る
。 

    

【【
翻翻
刻刻
】】  

見見
越越
若若
衆衆

み
こ
し
わ
か
し
ゆ  

凢す
べ
て

人
間

に
ん
げ
ん

わ
ざ
な
ら
ず
。其
丈
六
尺
有
餘

ゆ
う
よ

大
力
に
し
て
、大
食
す
。

釈
迦
嶽

し
や
か
ゝ
た
け

一
の
山
中
に
す
み
、
晴
天
な
ら
さ
れ
ば
出
ず
と
番
附
に
見

へ
た
り  

。（
口
二
ウ
） 

一 

釈
迦
嶽…

①
奈
良
県
南
部
、
大
峰
山
脈
の
一
峰
。
頂
上
に
釈

迦
如
来
像
と
普
賢
・
文
殊
の
菩
薩
像
（
も
と
木
像
）
が
あ
り
、
古

く
か
ら
信
仰
に
よ
る
登
山
者
が
多
い
。
標
高
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

②
江
戸
時
代
、
明
和
・
安
永
の
頃
に
大
関
を
勤
め
た
力
士
。
釈
迦

嶽
雲
右
衛
門
。
出
雲
松
江
藩
主
の
抱
え
力
士
で
、
身
長
七
尺
余
の

長
身
力
士
と
し
て
著
名
。
こ
こ
で
は
、
常
人
離
れ
し
た
体
躯
を
も

つ
②
を
①
に
住
む
化
物
（
見
越
若
衆
）
に
見
立
て
て
い
る
。「
晴
天

…

」
は
、
雨
天
の
際
、
相
撲
が
中
止
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

  
  

鷺鷺
娘娘

さ
ぎ
む
す
め

一  

年
七
十
あ
ま
り
に
し
て
十
六
七
の
娘
と
見
ゆ
る
と
云
々
。
男
変へ

ん
じ

て
女
と
な
り
、
娘
形
化け

し
て
敵
役
と
な
り
、
嫁よ

め
劫 こ

う
を
経 へ

て
姑

し
う
と
め

と

な
る
。
形
の
早
か
は
り  

じ
ゆ
う
な
り
。
是
を
み
る
も
の
く
び
な
が

＊
自
序
末「
振
鷺
亭
主
人
題 

□印
□印
、印
は「
振
鷺
亭
／
貞
居
」 

＊
内
題 

「
会
談
興
晤
閄
雅
話

く
わ
い
だ
ん
お
と
し
は
な
し
も
ゝ
ん
が
わ

」 

＊
柱
記 

上
部
に
「
会
談
」 

＊
丁
付 

柱
に
口
・
口
二
～
口
四
、
一
～
二
十
・
又
廿
・
廿 

 

一
～
廿
七
終 

＊
著
者 

自
序
末
お
よ
び
本
文
末
に「
振
鷺
亭
主
人
」と
あ
る
。 

＊
匡
郭 

縦
一
五
・
八×

一
一
・
五
糎 

＊
口
絵 

落
咄
三
話
に
口
絵
あ
り
。「
見
越
若
衆
」
と
「
於
以
良 

 

武
」
に
そ
れ
ぞ
れ
人
物
の
落
書
が
見
ら
れ
る
。 

＊
跋 

 

な
し 

＊
刊
記
・
奥
付
な
し 

＊
蔵
書
印 

「
濱
和
助
」 

 

＊
自
序
に
半
丁
六
行
、
附
言
に
半
丁
十
行
の
罫
入
り
。 

 
 

【【
翻翻
刻刻
】】  

自自
序序  

斯
ノ
遊-

文
ハ
者
。
戯
言
ナ
レ
モ
出
ル
二
於
思
ヨ
リ
一
也
。
蓋
シ
其
ノ₋

思
ト
者 

何
ソ
。
唯
タ
在
ル
ノ
ミ
二
風-

刺
ス
ル
ニ
焉
。
曩₋

昔
シ
孔-

翁
猶
ヲ
有
リ
レ
所
レ

戯
。
詩
ニ
曰
ク
。
善
戯
謔
ハ
兮
不
レ
為
レ
虚
ト
兮
。
此
レ₋

豈
ニ
無
ン
レ
利

二
千
世-

教
ニ
一
哉
。
於
テ
レ
是
ニ
予
爲
テ
二
（
口
オ
）
之
カ
序
ヲ
一
以
テ
壽

ス
ト
レ
梓
ニ
云
フ
。
旹
在
二
拝
年
一
春
正
月
詣
ス
ル
ノ
二
黄
鳥
冡
一
序
操
テ
二

筆
于
勝
鹿
別
邸
茶
室
一 

振
鷺
亭
主
人 

題 

押
印
【
振
鷺
亭
】

【
貞
居
】（
口
ウ
） 

 
 

 

附附
言言
（（
反反
古古
文文
庫庫
））  

起お
こ

り
は
世
話

せ
わ

の
実
事

じ
つ
じ

よ
り
教
訓

き
や
う
く
ん

の
素
直

す
な
を

に
承 う

け
有
曽
虚

う
そ
つ
こ

の

鬼
話

ば
け
も
の
は
な
し

に
轉 て

ん
じ
合 が

つ
し
て
囅 お

と
し

話 は
な
し

と
な
る
機
関

か
ら
く
り

な
り
。
蓋け

た
し

毛
寶

も
う
ほ
う

一

か
は
な
し
亀
猪
牙

ち
よ
き

舟
二
と
な
つ
て
龍
宮

り
う
く
う

の
大
桟
橋

さ
ん
は
し

に
到 い

た
り
芻

く
さ
か
り

尭

三
百
々
爺

も
ゝ
ん
ぢ
い

四
山
本
の
庭
前

て
い
ぜ
ん

に
舟
を
繋つ

な
ぐ
。
彼か

の
元
信

も
と
の
ぶ

五
が
百
鬼

ひ
や
く
き

夜
行

や
き
や
う

蘓
子
瞻

そ
し
せ
ん

六
が
癖 へ

き
な
り
と
い
へ
共
、
亦
復

ま
た
〱

議
論

ぎ
ろ
ん

儒 じ
や

の
腐
鰹

く
さ
れ
か
つ
ほ

脊
後

せ
ご

の

譏 そ
し
り

よ
り
は
柾ま

さ
七
の
ゲ
タ
〱
（〱
口
二
オ
） 

 

【【
語語
釈釈
】】 

一 

毛
寶
か
は
な
し
亀…

毛
寶
は
中
国
東
晋
の
軍
人
。
白
亀
を
助

け
た
毛
寶
が
、
後
に
石
虎
将
軍
と
の
戦
に
敗
れ
、
長
江
へ
飛
び
込

ん
だ
際
、
か
つ
て
逃
が
し
た
亀
に
命
を
助
け
ら
れ
た
と
い
う
放
亀

報
恩
譚
を
ふ
ま
え
る
。 

二 

猪
牙
舟…

屋
根
の
な
い
舳
先
の
尖
っ
た
細
長
い
小
舟
。
江
戸

時
代
、
浅
草
山
谷
に
あ
っ
た
新
吉
原
へ
通
う
遊
客
が
多
く
用
い
た
。 
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於於
以以
良良
武武

お
い
ら
ん

一 

一
名
石
女

う
ま
ず
め

二
或
は
意
気

い
き

女
と
云
。其
術
千
載
の
狐
三
に
ま
さ
れ
り
と

諸
書
に
見
へ
た
り
。逢
魔

あ
ふ
ま

か
時
四
よ
り
百
鬼
夜
行

ひ
や
く
き
や
ぎ
や
う

の
う
か
れ
人
五
を

そ
ゝ
な
か
し
、
よ
く
人
の
心
を
さ
と
り
、
粹す

い
の
舟
を
く
ふ
一
両
大

じ
ん
の
ゑ
り
元
に
取
付
ぞ
ゞ
か
み  

さ
せ
六
、引
過
七
よ
り
枕
が
へ
し

な
ど
し
て
、
夜
あ
く
れ
ば
、
容か

た
ち

き
へ
、
い
ろ
青
さ
め
て
怖お

そ
ろ

し
。

気
の
き
ゐ
た
化
も
の
は
引
込
時
分
に
出
る
事
も
あ
り
。
お
い
ら
ん

だ
の
金
中
三
八
を
用
ひ
身
じ
ま
ひ
部
屋
九
の
照
魔
鏡

せ
う
ま
き
や
う

十
に
う
つ
せ

ば
、
ば
け
の
皮
を
あ
ら
は
す  

と
ぞ
（
口
三
ウ
） 

一 

お
い
ら
ん→

花
魁…

位
の
高
い
遊
女
の
称
。
部
屋
持
ち
以
上

の
遊
女
に
い
う
。 

二 

石
女…

子
を
産
ま
な
い
女
。 

三 

千
載
の
狐→

千
歳
の
狐…

晋
の
干
宝
撰
『
捜
神
記
』
巻
十
二

に
「
千
歳
之
狐
起
為
二
美
女
一
」
と
あ
り
、『
文
明
本
節
用
集
』
に
は

「
狐
寿
八
百
歳
ニ
シ
テ
変
為
レ
人
、
千
歳
変
為
二
媱
婦
一
」 

四 

逢
魔
が
時…

暮
方
の
薄
暗
い
時
刻
。
た
そ
が
れ
。
大
き
な
禍

の
起
こ
る
時
刻
（
大
禍
時
）
の
意
。 

五 

う
か
れ
人…

美
し
い
物
や
、
華
や
か
な
事
、
ま
た
、
異
性
に

ひ
か
れ
て
浮
か
れ
歩
く
人
。 

六 

ぞ
ぞ
か
み
さ
せ→

ぞ
ぞ
髪
立
た
せ…
全
身
の
毛
を
よ
だ
た

せ
る
。 

七 

引
過…

江
戸
新
吉
原
の
遊
郭
で
引
け
四
つ
の
拍
子
木
を
打

っ
た
あ
と
の
時
刻
。 

八 

お
い
ら
ん
だ
の
金
中
三…

「
阿
蘭
陀
」
を
も
じ
っ
て
「
お
い

ら
ん
だ（
花
魁
だ
）」と
し
、「
〇
中
散
」と
い
っ
た
薬
の
名
前
に
、

遊
女
の
好
物
で
あ
る
「
金
」
と
遊
女
の
格
の
一
つ
「
昼
三
」
を
掛

け
る
。 

九 

身
じ
ま
ひ
部
屋→

身
仕
舞
部
屋…

身
じ
ま
い
を
す
る
部
屋
。

化
粧
部
屋
。 

十 

照
魔
鏡…

悪
魔
の
か
く
れ
た
本
性
を
写
し
出
す
と
い
う
鏡
。

ま
た
、
人
や
社
会
の
か
く
れ
た
本
体
を
写
し
出
す
も
の
。
こ
こ
で

は
、
手
練
手
管
を
用
い
て
遊
客
を
惑
わ
す
遊
女
を
化
物
に
た
と
え
、

そ
の
実
態
を
穿
つ
。 

く
な  

る
ゆ
へ
、
鷺
娘
と
い
ふ
。
四
角
な
雪
ふ
り
に
出
る
と
い
へ
り 

（
口
三
オ
） 

一 
鷺
娘…
歌
舞
伎
舞
踊
。
長
唄
。
一
七
六
二
年
（
宝
暦
十
二
）

四
月
、
江
戸
・
市
村
座
で
二
世
瀬
川
菊
之
丞
が
初
演
。
五
変
化
舞

踊
『
柳
雛
諸
鳥
囀

や
な
ぎ
に
ひ
な
し
ょ
ち
ょ
う
の
さ
え
ず
り

』
の
一
節
。
雪
の
な
か
に
佇
む
白
鷺
の
精

に
託
し
て
娘
心
の
妄
執
を
描
く
。
白
無
垢
・
綿
帽
子
の
嫁
入
り
衣

装
か
ら
引
き
抜
い
て
友
禅
衣
装
の
町
娘
に
な
り
、ク
ド
キ
、手
踊
、

傘
踊
な
ど
を
経
て
、
最
後
は
羽
ま
た
は
火
焔
の
衣
装
に
ぶ
っ
返
り
、

地
獄
の
呵
責
に
苦
し
む
姿
を
み
せ
る
。
女
方
舞
踊
の
代
表
作
。
こ

こ
で
は
、
女
形
役
者
が
様
々
な
役
柄
を
自
在
に
演
じ
る
こ
と
を
化

物
（
鷺
娘
）
に
見
立
て
て
い
る
。
首
を
伸
ば
し
て
鑑
賞
す
る
観
衆

の
姿
と
首
の
長
い
鷺
の
姿
を
こ
じ
つ
け
る
。（
口
二
ウ
～
口
三
オ
） 
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於於
以以
良良
武武

お
い
ら
ん

一 
一
名
石
女

う
ま
ず
め

二
或
は
意
気

い
き

女
と
云
。其
術
千
載
の
狐
三
に
ま
さ
れ
り
と

諸
書
に
見
へ
た
り
。逢
魔

あ
ふ
ま

か
時
四
よ
り
百
鬼
夜
行

ひ
や
く
き
や
ぎ
や
う

の
う
か
れ
人
五
を

そ
ゝ
な
か
し
、
よ
く
人
の
心
を
さ
と
り
、
粹す

い
の
舟
を
く
ふ
一
両
大

じ
ん
の
ゑ
り
元
に
取
付
ぞ
ゞ
か
み  

さ
せ
六
、引
過
七
よ
り
枕
が
へ
し

な
ど
し
て
、
夜
あ
く
れ
ば
、
容か

た
ち

き
へ
、
い
ろ
青
さ
め
て
怖お

そ
ろ

し
。

気
の
き
ゐ
た
化
も
の
は
引
込
時
分
に
出
る
事
も
あ
り
。
お
い
ら
ん

だ
の
金
中
三
八
を
用
ひ
身
じ
ま
ひ
部
屋
九
の
照
魔
鏡

せ
う
ま
き
や
う

十
に
う
つ
せ

ば
、
ば
け
の
皮
を
あ
ら
は
す  

と
ぞ
（
口
三
ウ
） 

一 

お
い
ら
ん→

花
魁…

位
の
高
い
遊
女
の
称
。
部
屋
持
ち
以
上

の
遊
女
に
い
う
。 

二 

石
女…

子
を
産
ま
な
い
女
。 

三 

千
載
の
狐→

千
歳
の
狐…

晋
の
干
宝
撰
『
捜
神
記
』
巻
十
二

に
「
千
歳
之
狐
起
為
二
美
女
一
」
と
あ
り
、『
文
明
本
節
用
集
』
に
は

「
狐
寿
八
百
歳
ニ
シ
テ
変
為
レ
人
、
千
歳
変
為
二
媱
婦
一
」 

四 

逢
魔
が
時…

暮
方
の
薄
暗
い
時
刻
。
た
そ
が
れ
。
大
き
な
禍

の
起
こ
る
時
刻
（
大
禍
時
）
の
意
。 

五 

う
か
れ
人…

美
し
い
物
や
、
華
や
か
な
事
、
ま
た
、
異
性
に

ひ
か
れ
て
浮
か
れ
歩
く
人
。 

六 

ぞ
ぞ
か
み
さ
せ→

ぞ
ぞ
髪
立
た
せ…

全
身
の
毛
を
よ
だ
た

せ
る
。 

七 

引
過…

江
戸
新
吉
原
の
遊
郭
で
引
け
四
つ
の
拍
子
木
を
打

っ
た
あ
と
の
時
刻
。 

八 

お
い
ら
ん
だ
の
金
中
三…

「
阿
蘭
陀
」
を
も
じ
っ
て
「
お
い

ら
ん
だ（
花
魁
だ
）」と
し
、「
〇
中
散
」と
い
っ
た
薬
の
名
前
に
、

遊
女
の
好
物
で
あ
る
「
金
」
と
遊
女
の
格
の
一
つ
「
昼
三
」
を
掛

け
る
。 

九 

身
じ
ま
ひ
部
屋→

身
仕
舞
部
屋…

身
じ
ま
い
を
す
る
部
屋
。

化
粧
部
屋
。 

十 

照
魔
鏡…

悪
魔
の
か
く
れ
た
本
性
を
写
し
出
す
と
い
う
鏡
。

ま
た
、
人
や
社
会
の
か
く
れ
た
本
体
を
写
し
出
す
も
の
。
こ
こ
で

は
、
手
練
手
管
を
用
い
て
遊
客
を
惑
わ
す
遊
女
を
化
物
に
た
と
え
、

そ
の
実
態
を
穿
つ
。 

く
な  

る
ゆ
へ
、
鷺
娘
と
い
ふ
。
四
角
な
雪
ふ
り
に
出
る
と
い
へ
り 

（
口
三
オ
） 

一 

鷺
娘…

歌
舞
伎
舞
踊
。
長
唄
。
一
七
六
二
年
（
宝
暦
十
二
）

四
月
、
江
戸
・
市
村
座
で
二
世
瀬
川
菊
之
丞
が
初
演
。
五
変
化
舞

踊
『
柳
雛
諸
鳥
囀

や
な
ぎ
に
ひ
な
し
ょ
ち
ょ
う
の
さ
え
ず
り

』
の
一
節
。
雪
の
な
か
に
佇
む
白
鷺
の
精

に
託
し
て
娘
心
の
妄
執
を
描
く
。
白
無
垢
・
綿
帽
子
の
嫁
入
り
衣

装
か
ら
引
き
抜
い
て
友
禅
衣
装
の
町
娘
に
な
り
、ク
ド
キ
、手
踊
、

傘
踊
な
ど
を
経
て
、
最
後
は
羽
ま
た
は
火
焔
の
衣
装
に
ぶ
っ
返
り
、

地
獄
の
呵
責
に
苦
し
む
姿
を
み
せ
る
。
女
方
舞
踊
の
代
表
作
。
こ

こ
で
は
、
女
形
役
者
が
様
々
な
役
柄
を
自
在
に
演
じ
る
こ
と
を
化

物
（
鷺
娘
）
に
見
立
て
て
い
る
。
首
を
伸
ば
し
て
鑑
賞
す
る
観
衆

の
姿
と
首
の
長
い
鷺
の
姿
を
こ
じ
つ
け
る
。（
口
二
ウ
～
口
三
オ
） 
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介
と
幼
時

お
さ
な
き

よ
り
、結
髪

ゆ
い
な
づ
け

し
て
約
束

や
く
そ
く

の
期 と

き
至 い

た
り
、息
女

そ
く
し
よ

已 す
で

に
十
六
歳
、

聟
君
も
は
や
十
八
才
の
角
額

つ
の
ひ
た
い

一
〇
。背
山
の
方
よ
り
、婚
姻

こ
ん
い
ん

の
催
足

さ
い
そ
く

頻 し
き
り

な
り
け
る
が
、此
浮
舟
姫
、玉
に
瑕き

ず
と
申
は
ま
だ
物
の
心
し
り

給
は
ぬ
頃
よ
り
も
佛ほ

と
け

の
戒
律

か
い
り
つ

を
保 た

も
ち
、
あ
け
く
れ
仏
に
つ
か
へ

参
ら
せ
て
、
成
仏

じ
や
う
ぶ
つ

得 と
く

脱 だ
つ

一
一
の
願
よ
り
外
は
な
か
り
け
れ
ば
、
両

親
に
も
殊こ

と
の
外
、
心
を
い
た
め
ら
れ
、
妼

こ
し
も
と

一
二
の
乙
女

お
と
め

と
い
へ
る

才
發
者

さ
い
は
つ
も
の

を
附
お
か
れ
て
（
一
ウ
）
か
れ
こ
れ
世
の
綽
號

あ
だ

な
る
一
三
物

か
た
り
に
事
よ
せ
て
、
聟む

こ
君
の
皇
雅

う
つ
く
し

さ
、
誠
に
色
男
さ
ま

と〱

お
だ
て
参
ら
す
れ
と
、女
は
五
ツ
の
障さ

は
り
一
四
有
て
罪
ふ
か
き
身
に

し
あ
れ
ば
、
た
と
へ
父
母
の
仰
に
て
も
か
た
く
殿
御
の
肌は

だ
は
ふ
れ

ま
じ
と
て
、
一
向

ひ
た
す
ら

尼 あ
ま

道
心

だ
う
し
ん

の
御
望 の

ぞ
み

に
て
、
仏
間

ふ
つ
ま

に
の
み
閉
篭

と
ぢ
こ
も
り

て

お
は
し
け
れ
ば
、婚
姻

こ
ん
ゐ
ん

の
義
、只
何
と
な
く
病
身

び
や
う
し
ん

の
よ
し
に
て
、

延
引
の
お
も
む
き
背
山
の
方
へ
申
越
け
れ
ば
、
大
掾
大
に
憤

い
き
ど
ほ

り
、

扨
は
娘
の
き
り
や
う
自
慢

じ
ま
ん

し
て
、女
御

に
や
う
ご

后 き
さ
き

に
も
そ
な
へ
ん（
二
オ
）

と
思
ひ
此
方
の
家
柄

い
へ
か
ら

不
足 そ

く
に
て
、
病
気
と
い
ひ
立
事
を
延
引

の
べ
ひ
く

と
覚

へ
た
り
。
一
旦た

ん
、
武
士
の
約
束

や
く
そ
く

し
て
、
変
改

へ
ん
が
い

常
の
な
ら
ひ
迚
、
そ

の
侭
に
お
く
べ
き
や
。よ
し

此〱
上
は
姫
が
病
の
実
否

し
つ
ぷ

を
正 た

ゞ
し
、

事
に
よ
ら
ば
首
に
し
て
持
来
れ
、
と
家
の
執
権

し
つ
け
ん

一
五
穂
積

ほ
づ
み

監
物

け
ん
も
つ

に

使
者

し
し
や

の
旨
申
付
ら
る
れ
ば
、監
物
い
そ
ぎ
妹
山
の
館や

か
た

に
至 い

た
り
、婚

姻
と
り
結
ひ
下
さ
る
や
、
首
討
て
渡
さ
る
ゝ
や
と
に
が
り
切
て
述の

へ

け
れ
ば
、小
貳
ほ
と
ん
ど
此
返
答

へ
ん
た
う

に
あ
ぐ
ま
れ
、姫
が
發ほ

つ（
二
ウ
）

心し
ん

一
六
得
道

と
く
ど
う

一
七
の
事
を
い
ひ
あ
か
し
詮せ

ん
ず
る
所
、
娘
が
首
討
て
立

身
を
望の

ぞ
ま

ぬ
心
底て

い
を
あ
ら
は
す
べ
し
と
、
弥
一
八
菩
提 た

い
所
一
九
に
お
ゐ

て
、首
討
使
者
に
渡
さ
る
へ
き
に
極き

は
ま

り
け
る
は
、無
慙ざ

ん
と
い
ふ
も

愚お
ろ
か

な
り
。
い
た
は
し
や
浮
舟
姫
、
却か

へ
つ

て
あ
の
世
へ
行
か
ん
事
の

嬉う
れ

し
さ
よ
と
て
、
常
よ
り
も
い
そ

と〱
最
期

さ
い
ご

の
用
意 い

濃
こ
ま
や
か

に
、

已 す
で

に
其
日
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
菩
提

ぼ
だ
い

所
の
白
洲

し
ら
す

の
敷
革

し
き
か
は

の
上
に
座
し

給
ひ
、
兼
て
覚
悟

か
く
ご

の
御
事
迚
、
雪
光
院

せ
つ
か
う
ゐ
ん

釈
妙

し
や
く
の
め
う

操 さ
う

大
姉 し

と
導
師

だ
う
し

に

戒 か
い

を
受 さ

づ
か

り
、
読
誦

ど
く
じ
ゆ

二
〇
の
御
声
（
三
オ
）
し
と
や
か
に
、

妙
法
蓮
華
経

め
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
や
う

二
一
観
世
音
菩
薩

ぼ
さ
つ

二
二
・
普
門
品

ふ
も
ん
ぼ
ん

二
三
第 だ

い
廿
五
、
尓に

時 じ
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狂狂
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は
、
春は

る
の
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三
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、
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室

ら
ん
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四
の
手
に
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せ
ば
、秋
の
露つ

ゆ

屡 し
ば
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脆 も
ろ

し
。青
瓷

あ
お
に

よ
し
五
、平
城

な
ら

の
都 み

や
こ

盛 さ
か

ん
な
る
時と

き
と
か
や
。
妹い

も
山

 

の
小
貳 に

国
人

く
に
ん
ど
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山

 

の
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や
う

清
澄 ず

み
六

と
い
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る
二
人
の
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家
、封
内

れ
う
ぶ
ん

七
を
比 な

ら
べ
、隣り

ん
国
の
因よ

し
み

浅 あ
さ

か
ら
ず
。

此
妹
山
国
人
の
秘
蔵

ひ
さ
う

娘
浮
舟

う
き
ふ
ね

姫
と
申
は
、
父
母
隠
口

こ
も
り
く

八
の
泊 は

瀬 せ

の

観
音
九
に
い
の
り
て
も
う
け
た
る
告
子

も
ふ
し
こ

に
て
、
美
人

ひ
じ
ん

の（
一
オ
）
聞

へ
隠か

く
れ
な
く
兼
て
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男
の
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に
高
き
、
背せ
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清
澄
の
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息

し
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介
と
幼
時

お
さ
な
き

よ
り
、結
髪

ゆ
い
な
づ
け

し
て
約
束

や
く
そ
く

の
期 と

き
至 い

た
り
、息
女

そ
く
し
よ

已 す
で

に
十
六
歳
、

聟
君
も
は
や
十
八
才
の
角
額

つ
の
ひ
た
い

一
〇
。背
山
の
方
よ
り
、婚
姻

こ
ん
い
ん

の
催
足

さ
い
そ
く

頻 し
き
り

な
り
け
る
が
、此
浮
舟
姫
、玉
に
瑕き

ず
と
申
は
ま
だ
物
の
心
し
り

給
は
ぬ
頃
よ
り
も
佛ほ

と
け

の
戒
律

か
い
り
つ

を
保 た

も
ち
、
あ
け
く
れ
仏
に
つ
か
へ

参
ら
せ
て
、
成
仏

じ
や
う
ぶ
つ

得 と
く

脱 だ
つ

一
一
の
願
よ
り
外
は
な
か
り
け
れ
ば
、
両

親
に
も
殊こ

と
の
外
、
心
を
い
た
め
ら
れ
、
妼

こ
し
も
と

一
二
の
乙
女

お
と
め

と
い
へ
る

才
發
者

さ
い
は
つ
も
の

を
附
お
か
れ
て
（
一
ウ
）
か
れ
こ
れ
世
の
綽
號

あ
だ

な
る
一
三
物

か
た
り
に
事
よ
せ
て
、
聟む

こ
君
の
皇
雅

う
つ
く
し

さ
、
誠
に
色
男
さ
ま

と〱

お
だ
て
参
ら
す
れ
と
、女
は
五
ツ
の
障さ

は
り
一
四
有
て
罪
ふ
か
き
身
に

し
あ
れ
ば
、
た
と
へ
父
母
の
仰
に
て
も
か
た
く
殿
御
の
肌は

だ
は
ふ
れ

ま
じ
と
て
、
一
向

ひ
た
す
ら

尼 あ
ま

道
心

だ
う
し
ん

の
御
望 の

ぞ
み

に
て
、
仏
間

ふ
つ
ま

に
の
み
閉
篭

と
ぢ
こ
も
り

て

お
は
し
け
れ
ば
、婚
姻

こ
ん
ゐ
ん

の
義
、只
何
と
な
く
病
身

び
や
う
し
ん

の
よ
し
に
て
、

延
引
の
お
も
む
き
背
山
の
方
へ
申
越
け
れ
ば
、
大
掾
大
に
憤

い
き
ど
ほ

り
、

扨
は
娘
の
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り
や
う
自
慢

じ
ま
ん

し
て
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御

に
や
う
ご

后 き
さ
き

に
も
そ
な
へ
ん（
二
オ
）

と
思
ひ
此
方
の
家
柄

い
へ
か
ら

不
足 そ

く
に
て
、
病
気
と
い
ひ
立
事
を
延
引

の
べ
ひ
く

と
覚

へ
た
り
。
一
旦た

ん
、
武
士
の
約
束

や
く
そ
く

し
て
、
変
改

へ
ん
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い

常
の
な
ら
ひ
迚
、
そ
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侭
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お
く
べ
き
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。よ
し

此〱
上
は
姫
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し
つ
ぷ
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ゞ
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、
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し
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ど
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の
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、
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心
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を
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は
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べ
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と
、
弥
一
八
菩
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所
一
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に
お
ゐ

て
、首
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使
者
に
渡
さ
る
へ
き
に
極き

は
ま

り
け
る
は
、無
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と
い
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も
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。
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た
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や
浮
舟
姫
、
却か

へ
つ

て
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の
世
へ
行
か
ん
事
の

嬉う
れ

し
さ
よ
と
て
、
常
よ
り
も
い
そ

と〱
最
期

さ
い
ご

の
用
意 い

濃
こ
ま
や
か

に
、

已 す
で

に
其
日
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
菩
提

ぼ
だ
い

所
の
白
洲

し
ら
す

の
敷
革

し
き
か
は

の
上
に
座
し

給
ひ
、
兼
て
覚
悟

か
く
ご

の
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事
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、
雪
光
院

せ
つ
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ん

釈
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く
の
め
う

操 さ
う

大
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と
導
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だ
う
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に
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い

を
受 さ

づ
か

り
、
読
誦

ど
く
じ
ゆ

二
〇
の
御
声
（
三
オ
）
し
と
や
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に
、

妙
法
蓮
華
経

め
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
や
う

二
一
観
世
音
菩
薩

ぼ
さ
つ

二
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・
普
門
品

ふ
も
ん
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ん

二
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い
廿
五
、
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る
の
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の
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せ
ば
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の
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あ
お
に
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の
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こ
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る
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と
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。
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う
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み
六

と
い
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る
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人
の
武
家
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内

れ
う
ぶ
ん

七
を
比 な

ら
べ
、隣り

ん
国
の
因よ
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み

浅 あ
さ
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ず
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此
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山
国
人
の
秘
蔵

ひ
さ
う

娘
浮
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き
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ね

姫
と
申
は
、
父
母
隠
口

こ
も
り
く

八
の
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瀬 せ

の

観
音
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に
い
の
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て
も
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け
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る
告
子

も
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し
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て
、
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人
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澄
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ふ
り
見
ふ
ら
ず
み
、
時
雨

し
ぐ
れ

も
た
え
ず
、
嵐
に
き
ほ
ふ
四
二
木
の
葉
さ

へ
、
涙
と
共
に
乱み

だ
れ

つ
ゝ
、
こ
と
に
ふ
れ
か
な
し
け
れ
ど
、
風
に

櫛
く
し
け
づ

り
、雨
に
沐

か
み
あ
ら
ひ

し
四
三
北
陸

ほ
く
ろ
く

山
陰 い

ん
を
経
て
、山
陽や

う
道
に
打
越
、

又
和
州
四
四
に
渡
て
城し

き
の

上 か
み

郡
佐
野
の
渡
り
四
五
に
到 い

た
る
。
時
し
も
あ

れ
、
此
所
こ
そ
、
京
極

き
や
う
ご
く

黄
門

く
わ
う
も
ん

四
六
、
駒 こ

ま
と
め
て
袖
打
は
ら
ふ
か
け

も
な
し
佐
野
ゝ
渡
り
の
雪
の
夕
く
れ  

四
七
、と
詠
じ
け
ん
も
思
ひ
出

（
五
ウ
）さ
れ
、頃
し
も
大
雪
頻し

き
り
に
降ふ

り
つ
も
り
、さ
な
が
ら
晩
冬

は
ん
と
う

の
景
色

け
し
き

か
な
。
見
れ
ば
、
と
あ
る
木
陰

こ
か
げ

に
青
塚
あ
り
。
誠
や
一
樹し

ゆ

の
陰 か

げ
も
多
少
の
縁
四
八
と
か
や
。
こ
よ
ひ
は
こ
ゝ
に
明
さ
ば
や
と
、

笈
仏

お
い
ふ
つ

四
九
の
扉 と

び
ら

を
開
き
、
御
燈

み
あ
か
し

を
點 と

ぼ
し
て
、
一
炷
の
香
を
拈ね

ん
じ

五
〇
、
わ
け
て
こ
よ
ひ
は
、
姫
が
百
ヶ
日
の
対
夜

た
い
や

五
一
。
雪
窓
院
釈
妙

操
大
姉
頓
証

と
ん
せ
う

ぼ
た
い
と
回
向
五
二
の
声 こ

へ
も
か
き
く
る
ゝ
時
に
、い
づ

く
な
る
ら
ん
、
さ
も
殊
勝
な
る
鉦か

ね
の
声
す
。
薫
之
介
心
耳

し
ん
に

を
澄 す

ま
し

五
三
、
扨
は
我
に
ひ
と
し
き
修
行
者

し
ゆ
ぎ
う
じ
や

の
此
雪
道
に
迷ま

よ
ひ
（
六
オ
）
く

る
な
ら
ん
と
、時
う
つ
れ
共
、鉦
の
音
は
猶
塚
の
邊ほ

と
り

に
聞
ゆ
れ
は
、

あ
や
し
み
雪
を
は
ら
つ
て
見
れ
は
、妙
操
尼
入
定
五
四
塚
と
彫き

ざ
み

有
。

薫
之
介
、
大
に
驚
き
杖つ

へ
を
以
て
塚
を
堀
穿う

が
つ
事
、
一
丈
あ
ま
り
も

し
、
異い

香
薫 く

ん
し
て
、
忽
然

た
ち
ま
ち

見
る
天
上
無
双

ぶ
そ
う

五
五
人
間
有
二

ゆ
う
じ

の
美
人
い

と
末
若

う
ら
わ
か

き
そ
ぎ
尼
五
六
の
う
づ
高
き
五
七
上
臈 ろ

う
五
八
白
綾 あ

や
の
大
振ふ

り
袖
に

う
つ
ぶ
し
の
袈
裟

け
さ

五
九
を
か
け
、
端
坐

た
ん
さ

合
掌

か
つ
し
や
う

し
て
眠 ね

ふ
る
が
ご
と
き

其
顔か

ほ
に
、
薫か

ほ
る

之
介
、
恍
惚

ほ
れ
〱

と
な
つ
て
、
倚そ

は
に
居
よ
り
つ
ゝ
、
君
は

正
し
く
俗
名

そ
く
め
う

浮
舟
、法
名
妙
操（
六
ウ
）尼
な
る
や
、と
い
ふ
声
、

耳
に
通
じ
け
ん
、
此
姫
仄ほ

の
か

に
芬
芳

に
ほ
や
か

な
る
六
〇
目
を
ほ
そ
め
、
是
な

る
男
を
見
れ
ば
、
こ
は
そ
も
い
か
に
、
気け

高
き
殿
御

と
の
ご

の
六
部
姿
。

内
裏

だ
い
り

雛 ひ
な

の
化
身

け
し
ん

か
、
頭つ

ふ
り

は
わ
ら
の
草
た
ば
ね
、
月
代

さ
か
や
き

六
一
の
び
て

黒
び
ろ
う
ど
の
ご
と
く
、
雪
に
対た

い
し
て
光つ

や
ゝ

か
な
る
容
態

か
ほ
か
た
ち

の
端
正

て
ら
〱

し
さ
に
、な
ん
ぞ
は
づ
か
し
か
ら
ざ
ら
ん
。は
じ
め
の
流
盻
□

な
が
し
め
に
こ（

㑒

＋
兌
）
笑や

か
に
目
も
う
る
め
ば
、
こ
な
た
も
又
十
分
の
い
ろ
を
ふ
く

み
、
互た

が
い

に
見
入
見
と
れ
し
は
、
雪
と
共
に
消き

ゆ
る
心
地

こ
ゝ
ち

な
り
。
姫

や
ゝ
有
て
、
み
づ
か
ら
が
俗
名
戒か

い
名
ま
で
御
ぞ
ん
し
（
七
オ
）
有

尽じ
ん

意 い

𦬇𦬇
ぼ
さ
つ

即そ
く

従 じ
う

座 ざ

起 き

偏 へ
ん

袒 だ
ん

右
肩

う
け
ん

合
掌

が
つ
し
や
う

二
四
の
玉
の
姿
二
五
の
清
ら
か

に
、
け
ふ
を
限
り
の
法の

り
の
花
二
六
、
経
文
取
て
座
し
給
へ
ば
、
後う

し
ろ

に
太
刀
取
、
前
に
検
使

け
ん
し

の
穂
積
監
物
、
首く

ひ
桶 を

け

携 た
づ
さ

へ
扣 ひ

か
へ
た
り
。
已

に
読
誦
も
お
は
れ
ば
、監
物
謹

つ
ゝ
し
ん

で
姫
君
に
打
向
ひ
、
遉さ

す
が

大
守
の

御
息
女
、
遖

あ
つ
は
れ

健
気

け
な
げ

の
御
覚
悟
。
改
申
に
及
は
ね
共
、
我
主
人
と

御
縁
組
取
結
び
し
は  

十
年
以
前
、夫
ゟ
以
来

こ
の
か
た

、御
輿 こ

し
入
を
急
け
共
、

打
捨
置
か
れ  

、
其
侭
に
差
（
三
ウ
）
置
て
は
背
山
家
の
武
門
の
か

き
ん
二
七
。去
に
依
て
、今
日
推
参

す
い
さ
ん

二
八
い
そ
ぎ
御
首
給
は
ら
ん
と
申

せ
ば
、
父
小
貳
殿
御
声
く  

も
り
、
ふ
び
ん
に
は
思
へ
ど
も
、
武
家

の
格
式

か
く
し
き

い
さ
ぎ
よ
く
相
果は

て
て
、
世
の
人
口

じ
ん
こ
う

を
塞 ふ

さ
ぐ
べ
し
、
と
詞
は

は
げ
し
き
御
目
に
な
み
だ
、
折
か
ら
御
局つ

ぼ
ね

の
願
ひ
に
よ
り
て
、

妼
こ
し
も
と

婢 は
し
た

二
九
茶
の
間
三
〇
ま
で
、
御
名
残

な
ご
り

を
申
上
、
み
な

泣〱 な
き

し

み
づ
い
て
、悲
嘆

ひ
た
ん

の
袂 た

も
と

を
じ マ

マ
ほ
り
あ
へ
ず
、斯か

く
て
は
果は

て
じ
と
時
刻

じ
こ
く

う
つ
れ
ば
、
太
刀
取
情
な
く
も
姫
の
御
首
を
討
参
れ
は
、
皆み

な
（
四

オ
）
み
な
二
目
と
も
見
も
や
ら
ず
、
せ
き
く
る
泪な

み
だ

を
包
兼

つ
ゝ
み
か
ね

て
ぞ

居
た
り
け
る
。
さ
し
も
の
監
物
矢
長

や
た
け

心
三
一
も
弱 よ

は
く
な
り
て
、
是
悲

な
く
御
首
を
給
は
り
、
主
人
の  

館
へ
立
帰
り
、
右
の
次
第
を
申
、

姫
の
首
を
さ
し  

出
せ
ば
、
若
殿
薫
之
介
ど
の
、
不
便
胸
に
せ
ま
つ

て
、
狂
気

き
や
う
き

の
ご
と
く
互た

が
い

に
親
々
の
云
号

い
ゝ
な
づ
け

斗
に
て
、
存
生

ぞ
ん
じ
や
う

の
内

見 ま
み
ゆ

る
事
な
く
、
今
儚は

か
な

き
対
面
い
か
な
る
悪
縁

あ
く
ゑ
ん

を
結
び
し
事
よ
、

と
な
く

姫〱
の
顔
を
見
給
へ
は
、こ
は
い
か
に
、痘
跡

あ
ば
た

・
剮
金
彫

ち
ん
き
ん
ぼ
り

三
二
に
ひ
と
し
く
、
羽
生

は
に
ふ

の
累 か

さ
ね

三
三
三
平 へ

い
二 じ

満 ま
ん

三
四
の
醜
女

し
こ
め

、
ふ
き
り

や
う（
四
ウ
）此
上
な
か
り
け
れ
ば
、薫
之
介

再
ふ
た
（
マ
マ
）

ひ
驚 き

や
う

天
し
、

さ
て
は
、
幼
稚

よ
う
ち

の
美
人
、
か
ゝ
る
痘
疹

も
が
さ

三
五
に
面
変

か
ほ
か
は

り
け
る
を
耻は

ぢ
、

病
気
と
い
ふ
て
婚
礼
を
の
ば
し
け
る
を
無
慙

む
ざ
ん

に
も
首
討
し
事
よ
、

そ
れ
な
ら
ば
殊
更
不
便
の
事
。
其
心
根
の  

程
、
い
か
な
る
美
人
に

も
優ま

さ
れ
る
も
の
を
残
念
の
次
第
な
り
、
と
猶
恋
慕

れ
ん
ぼ

の
想 お

も
ひ

弥
増

い
や
ま
し

て
、

巫
女

ふ
じ
よ

廟 べ
う

の
花
三
六
は
夢
の
中
に
の
こ
り
、
昭
君
村

せ
う
く
ん
そ
ん

三
七
の
柳
は
雨
の

外
に
疎

を
ろ
そ
か

な
る
心
地
し
て
、此
恋
我
身
の
善せ

ん
知
識

ち
し
き

三
八
と
無
常
の
観

念
起
り
、せ
め
て
は
姫
が
後ご

世
の
為
と
、回
国

く
わ
い
こ
く

三
九
修
行

し
ゆ
ぎ
や
う（

五
オ
）

の
お
ぼ
し
立
。
大
守
の
若
殿
浅
ま
し
き
六
部ぶ

姿 す
が
た

四
〇
と
な
り
、
密ひ

そ
か

に
館 や

か
た

を
忍
ひ
出
ら
る
ゝ
。
頃
は
三
冬
四
一
た
つ
始
の
空
な
れ
ば
、
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ふ
り
見
ふ
ら
ず
み
、
時
雨

し
ぐ
れ

も
た
え
ず
、
嵐
に
き
ほ
ふ
四
二
木
の
葉
さ

へ
、
涙
と
共
に
乱み

だ
れ

つ
ゝ
、
こ
と
に
ふ
れ
か
な
し
け
れ
ど
、
風
に

櫛
く
し
け
づ

り
、雨
に
沐

か
み
あ
ら
ひ

し
四
三
北
陸

ほ
く
ろ
く

山
陰 い

ん
を
経
て
、山
陽や

う
道
に
打
越
、

又
和
州
四
四
に
渡
て
城し

き
の

上 か
み

郡
佐
野
の
渡
り
四
五
に
到 い

た
る
。
時
し
も
あ

れ
、
此
所
こ
そ
、
京
極

き
や
う
ご
く

黄
門

く
わ
う
も
ん

四
六
、
駒 こ

ま
と
め
て
袖
打
は
ら
ふ
か
け

も
な
し
佐
野
ゝ
渡
り
の
雪
の
夕
く
れ  

四
七
、と
詠
じ
け
ん
も
思
ひ
出

（
五
ウ
）さ
れ
、頃
し
も
大
雪
頻し

き
り
に
降ふ

り
つ
も
り
、さ
な
が
ら
晩
冬

は
ん
と
う

の
景
色

け
し
き

か
な
。
見
れ
ば
、
と
あ
る
木
陰

こ
か
げ

に
青
塚
あ
り
。
誠
や
一
樹し

ゆ

の
陰 か

げ
も
多
少
の
縁
四
八
と
か
や
。
こ
よ
ひ
は
こ
ゝ
に
明
さ
ば
や
と
、

笈
仏

お
い
ふ
つ

四
九
の
扉 と

び
ら

を
開
き
、
御
燈

み
あ
か
し

を
點 と

ぼ
し
て
、
一
炷
の
香
を
拈ね

ん
じ

五
〇
、
わ
け
て
こ
よ
ひ
は
、
姫
が
百
ヶ
日
の
対
夜

た
い
や

五
一
。
雪
窓
院
釈
妙

操
大
姉
頓
証

と
ん
せ
う

ぼ
た
い
と
回
向
五
二
の
声 こ

へ
も
か
き
く
る
ゝ
時
に
、い
づ

く
な
る
ら
ん
、
さ
も
殊
勝
な
る
鉦か

ね
の
声
す
。
薫
之
介
心
耳

し
ん
に

を
澄 す

ま
し

五
三
、
扨
は
我
に
ひ
と
し
き
修
行
者

し
ゆ
ぎ
う
じ
や

の
此
雪
道
に
迷ま

よ
ひ
（
六
オ
）
く

る
な
ら
ん
と
、時
う
つ
れ
共
、鉦
の
音
は
猶
塚
の
邊ほ

と
り

に
聞
ゆ
れ
は
、

あ
や
し
み
雪
を
は
ら
つ
て
見
れ
は
、妙
操
尼
入
定
五
四
塚
と
彫き

ざ
み

有
。

薫
之
介
、
大
に
驚
き
杖つ

へ
を
以
て
塚
を
堀
穿う

が
つ
事
、
一
丈
あ
ま
り
も

し
、
異い

香
薫 く

ん
し
て
、
忽
然

た
ち
ま
ち

見
る
天
上
無
双

ぶ
そ
う

五
五
人
間
有
二

ゆ
う
じ

の
美
人
い

と
末
若

う
ら
わ
か

き
そ
ぎ
尼
五
六
の
う
づ
高
き
五
七
上
臈 ろ

う
五
八
白
綾 あ

や
の
大
振ふ

り
袖
に

う
つ
ぶ
し
の
袈
裟

け
さ

五
九
を
か
け
、
端
坐

た
ん
さ

合
掌

か
つ
し
や
う

し
て
眠 ね

ふ
る
が
ご
と
き

其
顔か

ほ
に
、
薫か

ほ
る

之
介
、
恍
惚

ほ
れ
〱

と
な
つ
て
、
倚そ

は
に
居
よ
り
つ
ゝ
、
君
は

正
し
く
俗
名

そ
く
め
う

浮
舟
、法
名
妙
操（
六
ウ
）尼
な
る
や
、と
い
ふ
声
、

耳
に
通
じ
け
ん
、
此
姫
仄ほ

の
か

に
芬
芳

に
ほ
や
か

な
る
六
〇
目
を
ほ
そ
め
、
是
な

る
男
を
見
れ
ば
、
こ
は
そ
も
い
か
に
、
気け

高
き
殿
御

と
の
ご

の
六
部
姿
。

内
裏

だ
い
り

雛 ひ
な

の
化
身

け
し
ん

か
、
頭つ

ふ
り

は
わ
ら
の
草
た
ば
ね
、
月
代

さ
か
や
き

六
一
の
び
て

黒
び
ろ
う
ど
の
ご
と
く
、
雪
に
対た

い
し
て
光つ

や
ゝ

か
な
る
容
態

か
ほ
か
た
ち

の
端
正

て
ら
〱

し
さ
に
、な
ん
ぞ
は
づ
か
し
か
ら
ざ
ら
ん
。は
じ
め
の
流
盻
□

な
が
し
め
に
こ（

㑒

＋
兌
）
笑や

か
に
目
も
う
る
め
ば
、
こ
な
た
も
又
十
分
の
い
ろ
を
ふ
く

み
、
互た

が
い

に
見
入
見
と
れ
し
は
、
雪
と
共
に
消き

ゆ
る
心
地

こ
ゝ
ち

な
り
。
姫

や
ゝ
有
て
、
み
づ
か
ら
が
俗
名
戒か

い
名
ま
で
御
ぞ
ん
し
（
七
オ
）
有

尽じ
ん

意 い

𦬇𦬇
ぼ
さ
つ

即そ
く

従 じ
う

座 ざ

起 き

偏 へ
ん

袒 だ
ん

右
肩

う
け
ん

合
掌

が
つ
し
や
う

二
四
の
玉
の
姿
二
五
の
清
ら
か

に
、
け
ふ
を
限
り
の
法の

り
の
花
二
六
、
経
文
取
て
座
し
給
へ
ば
、
後う

し
ろ

に
太
刀
取
、
前
に
検
使

け
ん
し

の
穂
積
監
物
、
首く

ひ
桶 を

け

携 た
づ
さ

へ
扣 ひ

か
へ
た
り
。
已

に
読
誦
も
お
は
れ
ば
、監
物
謹

つ
ゝ
し
ん

で
姫
君
に
打
向
ひ
、
遉さ

す
が

大
守
の

御
息
女
、
遖

あ
つ
は
れ

健
気

け
な
げ

の
御
覚
悟
。
改
申
に
及
は
ね
共
、
我
主
人
と

御
縁
組
取
結
び
し
は  

十
年
以
前
、夫
ゟ
以
来

こ
の
か
た

、御
輿 こ

し
入
を
急
け
共
、

打
捨
置
か
れ  

、
其
侭
に
差
（
三
ウ
）
置
て
は
背
山
家
の
武
門
の
か

き
ん
二
七
。去
に
依
て
、今
日
推
参

す
い
さ
ん

二
八
い
そ
ぎ
御
首
給
は
ら
ん
と
申

せ
ば
、
父
小
貳
殿
御
声
く  

も
り
、
ふ
び
ん
に
は
思
へ
ど
も
、
武
家

の
格
式

か
く
し
き

い
さ
ぎ
よ
く
相
果は

て
て
、
世
の
人
口

じ
ん
こ
う

を
塞 ふ

さ
ぐ
べ
し
、
と
詞
は

は
げ
し
き
御
目
に
な
み
だ
、
折
か
ら
御
局つ

ぼ
ね

の
願
ひ
に
よ
り
て
、

妼
こ
し
も
と

婢 は
し
た

二
九
茶
の
間
三
〇
ま
で
、
御
名
残

な
ご
り

を
申
上
、
み
な

泣〱 な
き

し

み
づ
い
て
、悲
嘆

ひ
た
ん

の
袂 た

も
と

を
じ マ

マ
ほ
り
あ
へ
ず
、斯か

く
て
は
果は

て
じ
と
時
刻

じ
こ
く

う
つ
れ
ば
、
太
刀
取
情
な
く
も
姫
の
御
首
を
討
参
れ
は
、
皆み

な
（
四

オ
）
み
な
二
目
と
も
見
も
や
ら
ず
、
せ
き
く
る
泪な

み
だ

を
包
兼

つ
ゝ
み
か
ね

て
ぞ

居
た
り
け
る
。
さ
し
も
の
監
物
矢
長

や
た
け

心
三
一
も
弱 よ

は
く
な
り
て
、
是
悲

な
く
御
首
を
給
は
り
、
主
人
の  

館
へ
立
帰
り
、
右
の
次
第
を
申
、

姫
の
首
を
さ
し  

出
せ
ば
、
若
殿
薫
之
介
ど
の
、
不
便
胸
に
せ
ま
つ

て
、
狂
気

き
や
う
き

の
ご
と
く
互た

が
い

に
親
々
の
云
号

い
ゝ
な
づ
け

斗
に
て
、
存
生

ぞ
ん
じ
や
う

の
内

見 ま
み
ゆ

る
事
な
く
、
今
儚は

か
な

き
対
面
い
か
な
る
悪
縁

あ
く
ゑ
ん

を
結
び
し
事
よ
、

と
な
く

姫〱
の
顔
を
見
給
へ
は
、こ
は
い
か
に
、痘
跡

あ
ば
た

・
剮
金
彫

ち
ん
き
ん
ぼ
り

三
二
に
ひ
と
し
く
、
羽
生

は
に
ふ

の
累 か

さ
ね

三
三
三
平 へ

い
二 じ

満 ま
ん

三
四
の
醜
女

し
こ
め

、
ふ
き
り

や
う（
四
ウ
）此
上
な
か
り
け
れ
ば
、薫
之
介

再
ふ
た
（
マ
マ
）

ひ
驚 き

や
う

天
し
、

さ
て
は
、
幼
稚

よ
う
ち

の
美
人
、
か
ゝ
る
痘
疹

も
が
さ

三
五
に
面
変

か
ほ
か
は

り
け
る
を
耻は

ぢ
、

病
気
と
い
ふ
て
婚
礼
を
の
ば
し
け
る
を
無
慙

む
ざ
ん

に
も
首
討
し
事
よ
、

そ
れ
な
ら
ば
殊
更
不
便
の
事
。
其
心
根
の  

程
、
い
か
な
る
美
人
に

も
優ま

さ
れ
る
も
の
を
残
念
の
次
第
な
り
、
と
猶
恋
慕

れ
ん
ぼ

の
想 お

も
ひ

弥
増

い
や
ま
し

て
、

巫
女

ふ
じ
よ

廟 べ
う

の
花
三
六
は
夢
の
中
に
の
こ
り
、
昭
君
村

せ
う
く
ん
そ
ん

三
七
の
柳
は
雨
の

外
に
疎

を
ろ
そ
か

な
る
心
地
し
て
、此
恋
我
身
の
善せ

ん
知
識

ち
し
き

三
八
と
無
常
の
観

念
起
り
、せ
め
て
は
姫
が
後ご

世
の
為
と
、回
国

く
わ
い
こ
く

三
九
修
行

し
ゆ
ぎ
や
う（

五
オ
）

の
お
ぼ
し
立
。
大
守
の
若
殿
浅
ま
し
き
六
部ぶ

姿 す
が
た

四
〇
と
な
り
、
密ひ

そ
か

に
館 や

か
た

を
忍
ひ
出
ら
る
ゝ
。
頃
は
三
冬
四
一
た
つ
始
の
空
な
れ
ば
、
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の
見
廻
は
さ
れ
、
煤す

ゝ
び

た
る
仏
壇

ふ
つ
だ
ん

の
灯
火

と
も
し
び

幽 か
す
か

に
消
か
ゝ
り
、
あ
や

し
や
い
ろ
青
ざ
め
た
る
女
一
人
彷
彿

ほ
う
ほ
つ

六
六
と
し
て
、姫
の
前
に
か
し

こ
ま
り
て
、
さ
め

と〲
泣 な

く
。
さ
す
が
得
道

と
く
た
う

の
女
、
義
と
て
六
七
澹 た

ん

然 ぜ
ん

六
八
と
懼 を

そ
れ
給
は
ず
、念
仏
申
て
其
顔
を
つ
れ

眼〱 み

つ
め
給
へ

は
、
わ
が
身
替
り
に
立
し
六
九
妼
の
乙
女
な
れ
ば
、
こ  

は
い
か
に
と

声
を
か
け
給
へ
ば
、
お  

久
し
や
、
お
姫
さ
ま
。
此
家
は
わ
た
く
し

が
親
里
、
さ
き
の
は
実
の
て
ゝ
親
七
〇
。
百
ヶ
日
の
対
夜
に
思
は
ず

お
逢あ

い
申
も
、
主
従

し
う
〲

三
世
の
御
縁
七
一
と
や
ら  

、
御
み
や
（
九
ウ
）
づ

か
へ
の
其
中
に
御
目
か
け
ら
れ
し
御
恩を

ん
の
程
、
死
ん
て
も
恨う

ら
み

は

ご
さ
り
ま
せ
ぬ
が
、
存
生

ぞ
ん
じ
や
う

の
内
思
ひ
ま
し
た
る
事
、た
つ
た
一
つ

閻
浮

ゑ
ん
ぶ

七
二
の
迷 ま

よ
ひ
と
な
り
、
ま
だ
浮う

か
ま
ず
に
お
り
ま
す
、
と
血
の
な

み
だ
を
な
が
せ
ば
、
姫
君
ふ
び
ん
胸
に
せ
ま
り
、
さ
ほ
ど
忠ち

う
心 し

ん
無 む

二
の
そ
な
た
、思
ひ
残
せ
し
事
あ
り
と
は
、何
が
迷
ひ
何
が
望の

ぞ
み
、

い
か
や
う
な
る
追
善

つ
い
ぜ
ん

供
養

く
よ
う

七
三
も
命
の
親
七
四
。願
ひ
の
事
、聞
ひ
で

わ
い
な  

七
五
。
何
な
り
共
い
や
い
の
、
と
問と

ひ
詰 つ

め
給
へ
は
、
幽
霊

ゆ
う
れ
い

さ
も

嬉 う
れ

し
け
に 

〽
ア
ノ
顔
み
せ
七
六
が
見
た
ふ
ご
ざ
り
ま
す

 

。（
十
オ
） 

【【
語語
釈釈
】】  

一 

情…

情
趣
、
風
流
を
理
解
す
る
洗
練
さ
れ
た
心
。
男
女
が
惹

か
れ
合
う
心
。
恋
心
。 

二 

柳
髪…

女
の
髪
長
く
し
な
や
か
で
美
し
い
さ
ま
を
風
に
な

び
く
柳
に
例
え
た
語
。
美
人
の
髪
。 

三 

春
の
思
ひ…

春
の
日
の
物
憂
い
思
い
。 

四 

蘭
室…

良
い
香
り
の
す
る
部
屋
。
立
派
な
人
の
居
室
、
ま
た

婦
人
の
居
室
に
い
う
。
こ
こ
で
は
蘭
室
に
い
る
婦
人
の
意
か
。 

五 

青
瓷
よ
し→

青
丹
よ
し…

「
奈
良
」
に
か
か
る
枕
詞
。 

六 

妹
背
山
小
貳
国
人 

背
山
大
掾
清
澄…

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』

三
段
目
「
吉
野
川
」
に
お
け
る
大
和
背
山
の
領
主
大
判
事
清
澄
と

妹
山
の
大
帝
の
後
室
定
香
（
定
高
）
を
踏
ま
え
る
か
。 

＊
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』…

（
人
形
浄
瑠
璃
。
近
松
半
二
・
松
田

ば
く
・
栄
善
平
・
近
松
東
南
・
三
好
松
洛
合
作
。
時
代
物
五
段
。

一
七
七
一
年
一
月
大
阪
竹
本
座
初
演
）
藤
原
鎌
足
の
蘇
我
入
鹿
討

伐
に
大
和
地
方
の
古
伝
説
を
織
り
込
ん
だ
作
品
。
同
年
歌
舞
伎
に

移
さ
れ
屈
指
の
人
気
狂
言
と
な
っ
た
。 

〈
三
段
目
「
吉
野
川
」
の
あ
ら
す
じ
〉
吉
野
川
を
挟
ん
で
、
大
和

の
妹
山
は
太
宰
の
領
地
、
紀
州
の
背
山
は
大
判
事
の
領
地
。
そ
れ

ぞ
れ
の
仮
屋
に
雛
鳥
と
久
我
之
助
が
住
ん
で
い
る
。
二
人
は
互
い

に
恋
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
親
代
々
不
和
の
た
め
、
親
し
く
語
る

こ
そ
疑う

た
が

ひ
も
な
ひ
、
云
号

い
ゝ
な
づ
け

の
殿
御
、薫
さ
ま
に
て
ま
し
ま
す
か
。

何
故
の
此
御
姿
、
お
な
づ
か
し
や
六
二
と
取
縋 す

が
れ
ば
、
こ
な
た
も
更さ

ら

に
夢
と
も
な
く
幻う

つ
と
も
又
わ
き
ま
へ
が
た
く
、
其
浮
舟
こ
そ
我
を

嫌き
ら

ひ
、
首
を
討
れ
て
果は

て
し
か
ば
、
其
為
か
ゝ
る
修
行
の
出
立
、
然

る
に
そ
も
じ
か
浮
舟
と
い
ふ
様
子
、い
か
に
と
不
審し

ん
す
れ
ば
、
泪な

み
だ

は
ら

と〱
く
だ
り
、
さ
ほ
ど
迄
、
自

み
つ
か
ら

を
思
ふ
て
給
は
る
お
心

根
の
嬉う

れ
し
さ
よ
。夫
に
付
て
の
我
身
の
懺
悔

さ
ん
げ

。
自

み
づ
か
ら

に
な
り
替
り
、

百
日
以
前
に
首
を
う
た
れ（
七
ウ
）し
は
、
妼

こ
し
も
と

乙
女
と
申
も
の
。

其
日
、
み
ず
か
ら
は
此
所
に
入
定
の
願
ひ
遂と

げ
な
が
ら
、
臨
終

り
ん
じ
う

正
念

の
際き

は
に
の
ぞ
み
、
現け

ん
世
に
て
妼
共
が
う
つ
く
し
と
噂う

は
さ

せ
し
殿
御

の
御
顔
、不
図と

一
目
見
た
ひ
と
胸む

ね
に
う
か
み
し
が
、輪
廻

り
ん
ゑ

と
な
り
、

わ
た
し
や
お
ま
へ
さ
ん
に
迷ま

よ
ふ
て
、
此
百
日
か
間
死
も
や
ら
ず
、

土
の
中
で
恋
こ
が
れ
存
生

な
が
ら
へ

居
た
も
宿し

ゆ
く

世
の
ゐ
ん
ゑ
ん
。
仏
の
罸ば

ち

よ
り
、
あ
な
た
の
罸
、
は
じ
め
て
の
御
目
も
じ
今
更
は
づ
か
し
け

れ
ど
、い  

づ
く
い
か
な
る
方
へ
な
と
、つ
れ
て
の
い
て
給
は
れ
と
、

な
み
だ
（
八
オ
）
な
が
ら
の
物
語
。
始
終
を
聞
て
薫
之
介
、
盡つ

き
せ

ぬ
縁
と
悦
ひ
の
中
を
隔へ

だ
つ

る
妹
背
山
。今
此
時
の
奇
遇

き
ぐ
う

也
け
り
。斯

て
、
一
ト
先
人
里
あ
る
方
へ
伴と

も
な

は
ん
と
立
上
れ
ど
、
寒
光

か
ん
く
わ
う

凛 り
ん

々

と
し
て
肌は

だ
へ

に
徹 て

つ
し
、雪
風
に
こ
ゞ
え
る
手
元
暖あ

た
ゝ

め
合
ひ
、
遥は

る
か

な

る
一
ツ
家
の
燈
火

と
も
し
ひ

を
目
あ
て
に
た
ど
り
付
、
是
は
夫
婦
の
者
な
る
。

夫お
つ
と

は
武
者

む
し
や

修
行

し
ゆ
ぎ
や
う

、妻 つ
ま

は
哥
枕ま

く
ら

の
行
く
ら
し
た
る
同
行
二
人
、一

夜
の
御
無
心
申
た
し
と
云
入
け
れ
ば
、
内
よ
り
齢と

し
七
十
あ
ま
り
の

道
心
立
出
、野や

情 じ
や
う

風
月

ふ
う
げ
つ

廣 ひ
ろ

く
山 ざ

ん
心 し

ん
人
事

じ
ん
し

疎 そ

な
る（
八
ウ
）菴い

ほ
の
内
、

い
ざ
入
給
へ
と
草
の
扉と

ぼ
そ

を
ひ
ら
ひ
て
内
に
請せ

う
し
、
今
宵
は
仏
の

百
ヶ
日
の
対た

い
夜
な
れ
ば
、
夜
も
す
か
ら
回
向

え
か
う

し
て
た
べ
、
と
て
粟あ

は

の
飯
を
焚た

い
て
ね
ん
ご
ろ
に
あ
し
ら
ひ
六
三
、見
ま
す
れ
ば
只
な
ら
ぬ

御
方
、餘
義

よ
き

な
く
宿
は
参
ら
す
れ
共
六
四
、此
所
は
三
輪わ

が
埼
六
五
と

申
、
領
主
ゟ
の
掟を

き
て

厳 き
び

し
け
れ
ば
、
宿
の
断

こ
と
は
り

の
為
、
庄
屋
方
迄
御

出
あ
れ
と
て
薫
之
介
を
伴と

も
な

ふ
て
出
行
ぬ
。跡
は
姫
君
只
壱
人
、嵐

烈は
げ

し
く
吹
す
さ
ひ
て
、壁か

べ
の
破 や

ぶ
れ

よ
り
降
吹

ふ
ゞ
き

し
て
、草
竹
簀ゆ

か
を
貫

つ
ら
ぬ
ひ

て
生
繁

お
い
し
げ

り
、
囲
炉
裏

い
ろ
り

の
火
さ
へ
（
九
オ
）
消き

へ
さ
り
て
、
窔く

ら
き
四
隅す

み
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の
見
廻
は
さ
れ
、
煤す

ゝ
び

た
る
仏
壇

ふ
つ
だ
ん

の
灯
火

と
も
し
び

幽 か
す
か

に
消
か
ゝ
り
、
あ
や

し
や
い
ろ
青
ざ
め
た
る
女
一
人
彷
彿

ほ
う
ほ
つ

六
六
と
し
て
、姫
の
前
に
か
し

こ
ま
り
て
、
さ
め

と〲
泣 な

く
。
さ
す
が
得
道

と
く
た
う

の
女
、
義
と
て
六
七
澹 た

ん

然 ぜ
ん

六
八
と
懼 を

そ
れ
給
は
ず
、念
仏
申
て
其
顔
を
つ
れ

眼〱 み

つ
め
給
へ

は
、
わ
が
身
替
り
に
立
し
六
九
妼
の
乙
女
な
れ
ば
、
こ  

は
い
か
に
と

声
を
か
け
給
へ
ば
、
お  

久
し
や
、
お
姫
さ
ま
。
此
家
は
わ
た
く
し

が
親
里
、
さ
き
の
は
実
の
て
ゝ
親
七
〇
。
百
ヶ
日
の
対
夜
に
思
は
ず

お
逢あ

い
申
も
、
主
従

し
う
〲

三
世
の
御
縁
七
一
と
や
ら  

、
御
み
や
（
九
ウ
）
づ

か
へ
の
其
中
に
御
目
か
け
ら
れ
し
御
恩を

ん
の
程
、
死
ん
て
も
恨う

ら
み

は

ご
さ
り
ま
せ
ぬ
が
、
存
生

ぞ
ん
じ
や
う

の
内
思
ひ
ま
し
た
る
事
、た
つ
た
一
つ

閻
浮

ゑ
ん
ぶ

七
二
の
迷 ま

よ
ひ
と
な
り
、
ま
だ
浮う

か
ま
ず
に
お
り
ま
す
、
と
血
の
な

み
だ
を
な
が
せ
ば
、
姫
君
ふ
び
ん
胸
に
せ
ま
り
、
さ
ほ
ど
忠ち

う
心 し

ん
無 む

二
の
そ
な
た
、思
ひ
残
せ
し
事
あ
り
と
は
、何
が
迷
ひ
何
が
望の

ぞ
み
、

い
か
や
う
な
る
追
善

つ
い
ぜ
ん

供
養

く
よ
う

七
三
も
命
の
親
七
四
。願
ひ
の
事
、聞
ひ
で

わ
い
な  

七
五
。
何
な
り
共
い
や
い
の
、
と
問と

ひ
詰 つ

め
給
へ
は
、
幽
霊

ゆ
う
れ
い

さ
も

嬉 う
れ

し
け
に 

〽
ア
ノ
顔
み
せ
七
六
が
見
た
ふ
ご
ざ
り
ま
す
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オ
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釈釈
】】  

一 

情…

情
趣
、
風
流
を
理
解
す
る
洗
練
さ
れ
た
心
。
男
女
が
惹

か
れ
合
う
心
。
恋
心
。 

二 

柳
髪…

女
の
髪
長
く
し
な
や
か
で
美
し
い
さ
ま
を
風
に
な

び
く
柳
に
例
え
た
語
。
美
人
の
髪
。 

三 

春
の
思
ひ…

春
の
日
の
物
憂
い
思
い
。 

四 

蘭
室…

良
い
香
り
の
す
る
部
屋
。
立
派
な
人
の
居
室
、
ま
た

婦
人
の
居
室
に
い
う
。
こ
こ
で
は
蘭
室
に
い
る
婦
人
の
意
か
。 

五 

青
瓷
よ
し→

青
丹
よ
し…

「
奈
良
」
に
か
か
る
枕
詞
。 

六 

妹
背
山
小
貳
国
人 

背
山
大
掾
清
澄…

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』

三
段
目
「
吉
野
川
」
に
お
け
る
大
和
背
山
の
領
主
大
判
事
清
澄
と

妹
山
の
大
帝
の
後
室
定
香
（
定
高
）
を
踏
ま
え
る
か
。 

＊
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』…

（
人
形
浄
瑠
璃
。
近
松
半
二
・
松
田

ば
く
・
栄
善
平
・
近
松
東
南
・
三
好
松
洛
合
作
。
時
代
物
五
段
。

一
七
七
一
年
一
月
大
阪
竹
本
座
初
演
）
藤
原
鎌
足
の
蘇
我
入
鹿
討

伐
に
大
和
地
方
の
古
伝
説
を
織
り
込
ん
だ
作
品
。
同
年
歌
舞
伎
に

移
さ
れ
屈
指
の
人
気
狂
言
と
な
っ
た
。 

〈
三
段
目
「
吉
野
川
」
の
あ
ら
す
じ
〉
吉
野
川
を
挟
ん
で
、
大
和

の
妹
山
は
太
宰
の
領
地
、
紀
州
の
背
山
は
大
判
事
の
領
地
。
そ
れ

ぞ
れ
の
仮
屋
に
雛
鳥
と
久
我
之
助
が
住
ん
で
い
る
。
二
人
は
互
い

に
恋
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
親
代
々
不
和
の
た
め
、
親
し
く
語
る

こ
そ
疑う

た
が

ひ
も
な
ひ
、
云
号

い
ゝ
な
づ
け

の
殿
御
、薫
さ
ま
に
て
ま
し
ま
す
か
。

何
故
の
此
御
姿
、
お
な
づ
か
し
や
六
二
と
取
縋 す

が
れ
ば
、
こ
な
た
も
更さ

ら

に
夢
と
も
な
く
幻う

つ
と
も
又
わ
き
ま
へ
が
た
く
、
其
浮
舟
こ
そ
我
を

嫌き
ら

ひ
、
首
を
討
れ
て
果は

て
し
か
ば
、
其
為
か
ゝ
る
修
行
の
出
立
、
然

る
に
そ
も
じ
か
浮
舟
と
い
ふ
様
子
、い
か
に
と
不
審し

ん
す
れ
ば
、
泪な

み
だ

は
ら

と〱
く
だ
り
、
さ
ほ
ど
迄
、
自

み
つ
か
ら

を
思
ふ
て
給
は
る
お
心

根
の
嬉う

れ
し
さ
よ
。夫
に
付
て
の
我
身
の
懺
悔

さ
ん
げ

。
自

み
づ
か
ら

に
な
り
替
り
、

百
日
以
前
に
首
を
う
た
れ（
七
ウ
）し
は
、
妼

こ
し
も
と

乙
女
と
申
も
の
。

其
日
、
み
ず
か
ら
は
此
所
に
入
定
の
願
ひ
遂と

げ
な
が
ら
、
臨
終

り
ん
じ
う

正
念

の
際き

は
に
の
ぞ
み
、
現け

ん
世
に
て
妼
共
が
う
つ
く
し
と
噂う

は
さ

せ
し
殿
御

の
御
顔
、不
図と

一
目
見
た
ひ
と
胸む

ね
に
う
か
み
し
が
、輪
廻

り
ん
ゑ

と
な
り
、

わ
た
し
や
お
ま
へ
さ
ん
に
迷ま

よ
ふ
て
、
此
百
日
か
間
死
も
や
ら
ず
、

土
の
中
で
恋
こ
が
れ
存
生

な
が
ら
へ

居
た
も
宿し

ゆ
く

世
の
ゐ
ん
ゑ
ん
。
仏
の
罸ば

ち

よ
り
、
あ
な
た
の
罸
、
は
じ
め
て
の
御
目
も
じ
今
更
は
づ
か
し
け

れ
ど
、い  

づ
く
い
か
な
る
方
へ
な
と
、つ
れ
て
の
い
て
給
は
れ
と
、

な
み
だ
（
八
オ
）
な
が
ら
の
物
語
。
始
終
を
聞
て
薫
之
介
、
盡つ

き
せ

ぬ
縁
と
悦
ひ
の
中
を
隔へ

だ
つ

る
妹
背
山
。今
此
時
の
奇
遇

き
ぐ
う

也
け
り
。斯

て
、
一
ト
先
人
里
あ
る
方
へ
伴と

も
な

は
ん
と
立
上
れ
ど
、
寒
光

か
ん
く
わ
う

凛 り
ん

々

と
し
て
肌は

だ
へ

に
徹 て

つ
し
、雪
風
に
こ
ゞ
え
る
手
元
暖あ

た
ゝ

め
合
ひ
、
遥は

る
か

な

る
一
ツ
家
の
燈
火

と
も
し
ひ

を
目
あ
て
に
た
ど
り
付
、
是
は
夫
婦
の
者
な
る
。

夫お
つ
と

は
武
者

む
し
や

修
行

し
ゆ
ぎ
や
う

、妻 つ
ま

は
哥
枕ま

く
ら

の
行
く
ら
し
た
る
同
行
二
人
、一

夜
の
御
無
心
申
た
し
と
云
入
け
れ
ば
、
内
よ
り
齢と

し
七
十
あ
ま
り
の

道
心
立
出
、野や

情 じ
や
う

風
月

ふ
う
げ
つ

廣 ひ
ろ

く
山 ざ

ん
心 し

ん
人
事

じ
ん
し

疎 そ

な
る（
八
ウ
）菴い

ほ
の
内
、

い
ざ
入
給
へ
と
草
の
扉と

ぼ
そ

を
ひ
ら
ひ
て
内
に
請せ

う
し
、
今
宵
は
仏
の

百
ヶ
日
の
対た

い
夜
な
れ
ば
、
夜
も
す
か
ら
回
向

え
か
う

し
て
た
べ
、
と
て
粟あ

は

の
飯
を
焚た

い
て
ね
ん
ご
ろ
に
あ
し
ら
ひ
六
三
、見
ま
す
れ
ば
只
な
ら
ぬ

御
方
、餘
義

よ
き

な
く
宿
は
参
ら
す
れ
共
六
四
、此
所
は
三
輪わ

が
埼
六
五
と

申
、
領
主
ゟ
の
掟を

き
て

厳 き
び

し
け
れ
ば
、
宿
の
断

こ
と
は
り

の
為
、
庄
屋
方
迄
御

出
あ
れ
と
て
薫
之
介
を
伴と

も
な

ふ
て
出
行
ぬ
。跡
は
姫
君
只
壱
人
、嵐

烈は
げ

し
く
吹
す
さ
ひ
て
、壁か

べ
の
破 や

ぶ
れ

よ
り
降
吹

ふ
ゞ
き

し
て
、草
竹
簀ゆ

か
を
貫

つ
ら
ぬ
ひ

て
生
繁

お
い
し
げ

り
、
囲
炉
裏

い
ろ
り

の
火
さ
へ
（
九
オ
）
消き

へ
さ
り
て
、
窔く

ら
き
四
隅す

み
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二
四 

尓
時
無
尽
意
井
即
従
座
起
偏
袒
右
肩…

普
門
品
の
冒
頭

「
尓
時
無
尽
意
菩
薩
・
即
従
座
起
偏
袒
右
肩
合
掌
向
仏
而
作
是
言

世
尊
観
世
音
菩
薩
・
以
何
因
縁
名
観
世
音
菩
薩
」（
そ
の
時
無
尽
意

菩
薩
は
即
ち
座
よ
り
起た

ち
て
偏ひ

と
え
に
右
の
肩
を
祖あ

ら
わ

し
、合
掌
を
し
、

仏
に
向
い
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
の
言
を
作な

す
。『
世
尊
よ
、
観
世
音

菩
薩
は
何
の
因
縁
を
持
っ
て
観
世
音
と
名
づ
く
る
や
』
と
）
を
踏

ま
え
る
。
偏
袒
右
肩
は
、
僧
が
相
手
に
恭
敬
の
意
を
表
す
袈
裟
の

着
方
。
右
の
肩
を
脱
ぎ
、
左
肩
の
み
を
覆
う
こ
と
。 

二
五 

玉
の
姿…

玉
の
よ
う
に
美
し
い
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
姿
。 

二
六 

法
の
花→

み
の
り
の
花…

仏
法
の
高
貴
さ
を
花
に
た
と

え
て
言
う
語
。 

二
七 

か
き
ん→

瑕
瑾…

恥
、
辱
め
、
名
折
れ
。 

二
八 

推
参…

招
か
れ
て
い
な
い
の
に
自
分
か
ら
押
し
か
け
て

い
く
こ
と
。 

二
九 

婢…

女
の
奉
公
人
。
女
中
。 

三
〇 

茶
の
間…

武
家
で
茶
室
の
雑
用
を
つ
と
め
た
女
。 

三
一 

矢
長
心→

彌
猛
心…

勇
み
に
勇
ん
で
も
の
お
じ
し
な
い

心
。
堅
固
で
く
じ
け
な
い
心
。 

三
二 

剮
金
彫…

工
具
の
た
が
ね
を
金
槌
で
叩
き
な
が
ら
金
属

面
に
彫
刻
を
施
し
て
い
く
彫
刻
の
一
技
法
。 

三
三 

羽
生
の
累…

下
総
国
羽
生
村
の
百
姓
与
右
衛
門
の
妻
。
醜

女
で
嫉
妬
深
い
性
格
の
せ
い
で
夫
に
殺
害
さ
れ
、
そ
の
怨
念
が
一

族
に
た
た
っ
た
が
、
祐
天
上
人
の
祈
り
に
よ
っ
て
解
脱
し
た
と
い

う
因
縁
話
の
主
人
公
。 

三
四 

三
平
二
満…

お
た
ふ
く
。
醜
女
の
顔
を
例
え
て
言
う
語
。 

三
五 

痘
疹…

疱
瘡
。
天
然
痘
。 

三
六 

巫
女
廟
の
花…

巫
山
の
麓
の
神
女
廟
に
咲
く
花
。 

三
七 

昭
君
村…

中
国
湖
北
省
荊
州
府
帰
州
。
元
帝
の
官
女
王
昭

君
の
生
地
。 

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
の
「
巫
女
廟
花
紅
似
粉 

昭
君
村
柳
翠

於
眉
」
を
受
け
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
一
〇
一
八
年
頃
）
上
、
柳
の

部
に
は
同
じ
詩
「
巫
女
廟
の
花
は
粉
よ
り
も
紅
な
り 

昭
君
村
の

柳
は
眉
よ
り
も
翠
し
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

三
八 

善
知
識…

人
を
仏
道
に
導
く
機
縁
や
機
会
と
な
る
も
の
。 

三
九 

回
国…

諸
国
を
ま
わ
っ
て
歩
く
こ
と
。 

四
〇 

六
部
姿…

全
国
六
六
か
所
の
霊
場
に
一
部
ず
つ
納
め
て

回
る
た
め
に
書
写
し
た
、
六
六
部
の
法
華
経
を
納
め
て
回
る
行
脚

僧
の
装
束
。
室
町
時
代
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
僧
侶
の
ほ

か
に
、
鼠
木
綿
の
着
物
に
同
色
の
手
甲
・
甲
掛
・
股
引
・
脚
絆
を

つ
け
、
仏
像
を
入
れ
た
厨
子
を
背
負
っ
て
、
鉦
や
鈴
を
鳴
ら
し
て

米
銭
を
乞
い
歩
く
者
も
い
た
。 

四
一 

三
冬…

冬
の
三
か
月
。
孟
冬
（
陰
暦
一
〇
月
）・
仲
冬
（
陰

こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
入
鹿
か
ら
、
服
従
の
し
る
し

に
大
判
事
は
息
子
を
出
世
さ
せ
、
定
香
は
娘
を
側
女
と
し
て
差
し

出
す
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。
義
と
操
の
た
め
、
久
我
之
介
は
切
腹
、

雛
鳥
も
母
の
手
に
か
か
り
、
互
い
に
恋
人
の
無
事
を
祈
り
つ
つ
死

ぬ
。
親
同
士
の
不
和
は
解
け
、
と
も
に
入
鹿
討
伐
へ
の
協
力
を
誓

い
、
定
香
は
娘
の
首
を
雛
道
具
に
乗
せ
て
川
に
流
し
、
大
判
事
の

元
へ
嫁
入
り
さ
せ
る
。 

七 

封
内→

領
分…

領
有
し
て
い
る
土
地
。
領
地
。 

八 

隠
口
の→

隠
り
く
の…

地
名
「
初
瀬
」
に
か
か
る
枕
詞
。 

九 

泊
瀬
の
観
音→

初
瀬
の
観
音…
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
に
あ

る
真
言
宗
豊
島
派
の
総
本
山
、
長
谷
寺
（
初
瀬
寺
）
の
こ
と
。
本

尊
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
は
平
安
時
代
に
は
、
貴
族
、
特
に
女
性

の
信
仰
が
厚
か
っ
た
。 

一
〇 

角
額…

角
前
髪
に
し
た
額
。
角
前
髪
は
江
戸
時
代
、
十
四

歳
に
な
っ
た
少
年
が
前
髪
を
立
て
て
お
き
な
が
ら
額
の
生
え
際

通
り
に
髪
を
剃
り
、
額
を
角
ば
ら
せ
た
髪
型
。 

一
一 

成
仏
得
脱…

仏
教
修
行
の
結
果
悟
る
こ
と
が
で
き
て
煩

悩
か
ら
脱
す
る
こ
と
。
ま
た
死
ん
で
こ
の
世
の
苦
し
み
か
ら
解
放

さ
れ
る
こ
と
。 

一
二 

妼→

腰
元
（
腰
本
）…

貴
人
・
大
家
の
主
人
の
傍
近
く
に

つ
か
え
身
辺
の
雑
用
を
す
る
女
。 

一
三 

綽
號→

婀
娜…

色
っ
ぽ
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
さ
ま
。 

一
四 

五
つ
の
障
り→

五
障…

仏
語
。
女
の
身
に
備
わ
る
五
つ
の

障
礙

し
ょ
う
げ

。
梵
天
、
帝
釈
、
魔
王
、
転
輪
聖
王
、
仏
身
に
な
れ
な
い
こ

と
を
言
う
。 

一
五 

執
権…

江
戸
時
代
、
大
名
・
小
名
の
家
臣
で
、
家
の
事
務

を
総
轄
し
た
職
。 

一
六 

発
心…

発
心
は
発
菩
提
心
の
略
。
仏
陀
の
悟
り
を
得
よ
う

と
す
る
心
を
起
こ
す
こ
と
。
求
道
の
念
を
起
こ
す
こ
と
。 

一
七 

得
道…

仏
道
修
行
を
し
て
悟
り
を
開
く
こ
と
。 

一
八 

弥
い
よ
い
よ…

状
態
を
意
味
す
る
語
に
つ
い
て
程
度
の
は
な
は
だ

し
い
さ
ま
を
表
す
。 

一
九 

菩
提
所…

死
者
の
冥
福
を
祈
る
場
所
。
菩
提
寺
の
あ
る
所
。 

二
〇 

読
誦…

仏
語
。
声
に
出
し
て
経
典
を
読
む
こ
と
。
読
経
。 

二
一 

妙
法
蓮
華
経…

大
乗
経
典
の
一
つ
。
法
華
経
の
こ
と
。 

二
二 

観
世
音
菩
薩…

大
乗
経
典
の
代
表
的
な
菩
薩
で
仏
教
の

慈
悲
の
精
神
、
す
な
わ
ち
仲
間
に
対
す
る
友
情
と
悩
め
る
も
の
に

対
す
る
同
情
と
を
人
格
化
し
た
も
の
。 

二
三 

普
門
品…

法
華
経
第
八
巻
二
十
五
品
の
観
世
音
菩
薩
普

門
品
の
別
称
。
観
世
音
菩
薩
の
名
を
受
持
す
る
こ
と
の
功
徳
を
こ

の
菩
薩
が
三
十
三
に
身
を
変
え
て
世
の
人
を
救
う
こ
と
を
説
い

た
も
の
。 
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二
四 

尓
時
無
尽
意
井
即
従
座
起
偏
袒
右
肩…

普
門
品
の
冒
頭

「
尓
時
無
尽
意
菩
薩
・
即
従
座
起
偏
袒
右
肩
合
掌
向
仏
而
作
是
言

世
尊
観
世
音
菩
薩
・
以
何
因
縁
名
観
世
音
菩
薩
」（
そ
の
時
無
尽
意

菩
薩
は
即
ち
座
よ
り
起た

ち
て
偏ひ

と
え
に
右
の
肩
を
祖あ

ら
わ

し
、合
掌
を
し
、

仏
に
向
い
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
の
言
を
作な

す
。『
世
尊
よ
、
観
世
音

菩
薩
は
何
の
因
縁
を
持
っ
て
観
世
音
と
名
づ
く
る
や
』
と
）
を
踏

ま
え
る
。
偏
袒
右
肩
は
、
僧
が
相
手
に
恭
敬
の
意
を
表
す
袈
裟
の

着
方
。
右
の
肩
を
脱
ぎ
、
左
肩
の
み
を
覆
う
こ
と
。 

二
五 

玉
の
姿…

玉
の
よ
う
に
美
し
い
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
姿
。 

二
六 

法
の
花→

み
の
り
の
花…
仏
法
の
高
貴
さ
を
花
に
た
と

え
て
言
う
語
。 

二
七 

か
き
ん→

瑕
瑾…

恥
、
辱
め
、
名
折
れ
。 

二
八 

推
参…

招
か
れ
て
い
な
い
の
に
自
分
か
ら
押
し
か
け
て

い
く
こ
と
。 

二
九 

婢…

女
の
奉
公
人
。
女
中
。 

三
〇 

茶
の
間…

武
家
で
茶
室
の
雑
用
を
つ
と
め
た
女
。 

三
一 

矢
長
心→

彌
猛
心…

勇
み
に
勇
ん
で
も
の
お
じ
し
な
い

心
。
堅
固
で
く
じ
け
な
い
心
。 

三
二 

剮
金
彫…

工
具
の
た
が
ね
を
金
槌
で
叩
き
な
が
ら
金
属

面
に
彫
刻
を
施
し
て
い
く
彫
刻
の
一
技
法
。 

三
三 

羽
生
の
累…

下
総
国
羽
生
村
の
百
姓
与
右
衛
門
の
妻
。
醜

女
で
嫉
妬
深
い
性
格
の
せ
い
で
夫
に
殺
害
さ
れ
、
そ
の
怨
念
が
一

族
に
た
た
っ
た
が
、
祐
天
上
人
の
祈
り
に
よ
っ
て
解
脱
し
た
と
い

う
因
縁
話
の
主
人
公
。 

三
四 

三
平
二
満…

お
た
ふ
く
。
醜
女
の
顔
を
例
え
て
言
う
語
。 

三
五 

痘
疹…

疱
瘡
。
天
然
痘
。 

三
六 

巫
女
廟
の
花…

巫
山
の
麓
の
神
女
廟
に
咲
く
花
。 

三
七 

昭
君
村…

中
国
湖
北
省
荊
州
府
帰
州
。
元
帝
の
官
女
王
昭

君
の
生
地
。 

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
の
「
巫
女
廟
花
紅
似
粉 

昭
君
村
柳
翠

於
眉
」
を
受
け
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
一
〇
一
八
年
頃
）
上
、
柳
の

部
に
は
同
じ
詩
「
巫
女
廟
の
花
は
粉
よ
り
も
紅
な
り 

昭
君
村
の

柳
は
眉
よ
り
も
翠
し
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

三
八 

善
知
識…

人
を
仏
道
に
導
く
機
縁
や
機
会
と
な
る
も
の
。 

三
九 

回
国…

諸
国
を
ま
わ
っ
て
歩
く
こ
と
。 

四
〇 

六
部
姿…

全
国
六
六
か
所
の
霊
場
に
一
部
ず
つ
納
め
て

回
る
た
め
に
書
写
し
た
、
六
六
部
の
法
華
経
を
納
め
て
回
る
行
脚

僧
の
装
束
。
室
町
時
代
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
僧
侶
の
ほ

か
に
、
鼠
木
綿
の
着
物
に
同
色
の
手
甲
・
甲
掛
・
股
引
・
脚
絆
を

つ
け
、
仏
像
を
入
れ
た
厨
子
を
背
負
っ
て
、
鉦
や
鈴
を
鳴
ら
し
て

米
銭
を
乞
い
歩
く
者
も
い
た
。 

四
一 
三
冬…
冬
の
三
か
月
。
孟
冬
（
陰
暦
一
〇
月
）・
仲
冬
（
陰

こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
入
鹿
か
ら
、
服
従
の
し
る
し

に
大
判
事
は
息
子
を
出
世
さ
せ
、
定
香
は
娘
を
側
女
と
し
て
差
し

出
す
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。
義
と
操
の
た
め
、
久
我
之
介
は
切
腹
、

雛
鳥
も
母
の
手
に
か
か
り
、
互
い
に
恋
人
の
無
事
を
祈
り
つ
つ
死

ぬ
。
親
同
士
の
不
和
は
解
け
、
と
も
に
入
鹿
討
伐
へ
の
協
力
を
誓

い
、
定
香
は
娘
の
首
を
雛
道
具
に
乗
せ
て
川
に
流
し
、
大
判
事
の

元
へ
嫁
入
り
さ
せ
る
。 

七 

封
内→

領
分…

領
有
し
て
い
る
土
地
。
領
地
。 

八 

隠
口
の→

隠
り
く
の…

地
名
「
初
瀬
」
に
か
か
る
枕
詞
。 

九 

泊
瀬
の
観
音→

初
瀬
の
観
音…

奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
に
あ

る
真
言
宗
豊
島
派
の
総
本
山
、
長
谷
寺
（
初
瀬
寺
）
の
こ
と
。
本

尊
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
は
平
安
時
代
に
は
、
貴
族
、
特
に
女
性

の
信
仰
が
厚
か
っ
た
。 

一
〇 

角
額…

角
前
髪
に
し
た
額
。
角
前
髪
は
江
戸
時
代
、
十
四

歳
に
な
っ
た
少
年
が
前
髪
を
立
て
て
お
き
な
が
ら
額
の
生
え
際

通
り
に
髪
を
剃
り
、
額
を
角
ば
ら
せ
た
髪
型
。 

一
一 

成
仏
得
脱…

仏
教
修
行
の
結
果
悟
る
こ
と
が
で
き
て
煩

悩
か
ら
脱
す
る
こ
と
。
ま
た
死
ん
で
こ
の
世
の
苦
し
み
か
ら
解
放

さ
れ
る
こ
と
。 

一
二 

妼→

腰
元
（
腰
本
）…

貴
人
・
大
家
の
主
人
の
傍
近
く
に

つ
か
え
身
辺
の
雑
用
を
す
る
女
。 

一
三 

綽
號→

婀
娜…

色
っ
ぽ
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
さ
ま
。 

一
四 

五
つ
の
障
り→

五
障…

仏
語
。
女
の
身
に
備
わ
る
五
つ
の

障
礙

し
ょ
う
げ

。
梵
天
、
帝
釈
、
魔
王
、
転
輪
聖
王
、
仏
身
に
な
れ
な
い
こ

と
を
言
う
。 

一
五 

執
権…

江
戸
時
代
、
大
名
・
小
名
の
家
臣
で
、
家
の
事
務

を
総
轄
し
た
職
。 

一
六 

発
心…

発
心
は
発
菩
提
心
の
略
。
仏
陀
の
悟
り
を
得
よ
う

と
す
る
心
を
起
こ
す
こ
と
。
求
道
の
念
を
起
こ
す
こ
と
。 

一
七 

得
道…

仏
道
修
行
を
し
て
悟
り
を
開
く
こ
と
。 

一
八 

弥
い
よ
い
よ…

状
態
を
意
味
す
る
語
に
つ
い
て
程
度
の
は
な
は
だ

し
い
さ
ま
を
表
す
。 

一
九 

菩
提
所…

死
者
の
冥
福
を
祈
る
場
所
。
菩
提
寺
の
あ
る
所
。 

二
〇 

読
誦…

仏
語
。
声
に
出
し
て
経
典
を
読
む
こ
と
。
読
経
。 

二
一 

妙
法
蓮
華
経…

大
乗
経
典
の
一
つ
。
法
華
経
の
こ
と
。 

二
二 

観
世
音
菩
薩…

大
乗
経
典
の
代
表
的
な
菩
薩
で
仏
教
の

慈
悲
の
精
神
、
す
な
わ
ち
仲
間
に
対
す
る
友
情
と
悩
め
る
も
の
に

対
す
る
同
情
と
を
人
格
化
し
た
も
の
。 

二
三 

普
門
品…

法
華
経
第
八
巻
二
十
五
品
の
観
世
音
菩
薩
普

門
品
の
別
称
。
観
世
音
菩
薩
の
名
を
受
持
す
る
こ
と
の
功
徳
を
こ

の
菩
薩
が
三
十
三
に
身
を
変
え
て
世
の
人
を
救
う
こ
と
を
説
い

た
も
の
。 
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お
会
い
し
た
か
っ
た
。 

六
三 

ね
ん
ご
ろ
に
あ
し
ら
ひ…

丁
寧
に
も
て
な
す
。 

六
四 

餘
義
な
く
宿
は
参
ら
す
れ
共…

異
論
な
く
一
晩
の
宿
を

提
供
し
ま
す
が
、
の
意
か
。 

六
五 

三
輪
が
埼…

和
歌
山
県
新
宮
市
三
輪
崎
の
こ
と
。
近
く
の

「
佐
野
の
渡
り
」
と
と
も
に
、
歌
枕
。 

六
六 

彷
彿…

影
の
お
ぼ
ろ
な
こ
と
。
姿
、
形
が
か
す
か
で
あ
る

さ
ま
。 

六
七 

義
と
て…

未
詳
。
こ
こ
で
は
「
当
然
」
の
意
か
。 

六
八 

澹
然…

あ
っ
さ
り
と
し
た
さ
ま
。
ま
た
、
静
か
な
さ
ま
。 

六
九 

わ
が
身
替
り
に
立
ち
し…

私
の
身
替
り
に
な
っ
た
、
の
意
。 

七
〇 

て
て
親…

父
親
。 

七
一 

主
従
三
世
の
ご
縁→

し
ゅ
う
じ
ゅ
う
は
三
世…

主
従
の

関
係
は
、
現
在
は
も
と
よ
り
、
過
去
に
も
未
来
に
も
因
縁
が
深
い

と
い
う
こ
と
。「
親
子
は
一
世
」「
夫
婦
は
二
世
」に
対
し
て
い
う
。 

七
二 

閻
浮→

「
閻
浮
提
」
の
略
。
閻
浮
提…

仏
語
。
須
彌
四
州

の
一
つ
。
須
彌
山
の
南
方
海
上
に
あ
る
大
陸
。
南
瞻
部
洲
と
も
い

い
、も
と
イ
ン
ド
の
地
を
想
定
し
た
も
の
で
、の
ち
に
人
間
世
界
、

現
世
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
文
中
の
「
閻
浮
の
迷
ひ
」

は
「
こ
の
世
で
の
迷
い
」
の
意
。 

七
三 

追
善
供
養…

死
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
す
る
供
養
。
追
供
。 

七
四 

命
の
親…

命
を
助
け
て
く
れ
た
恩
人
。
ま
た
、
命
を
さ
さ

え
て
く
れ
る
も
の
。 

七
五 

聞
ひ
で
わ
い
な…

こ
こ
で
は
「
聞
き
入
れ
な
い
わ
け
が
な

い
で
し
ょ
う
」「
聞
か
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」と
い
っ
た
意
か
。 

七
六 

顔
見
せ→

顔
見
世
狂
言
・
顔
見
世
芝
居
の
略
。
顔
見
世
芝

居…

一
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
歌
舞
伎
年
中
行
事
の

一
つ
。
江
戸
時
代
の
各
座
は
一
〇
月
に
一
年
契
約
で
役
者
そ
の
他

の
入
れ
替
え
を
行
な
っ
た
が
、
一
一
月
か
ら
新
加
入
の
役
者
を
加

え
て
一
座
総
出
演
で
行
な
う
興
行
を
い
う
。
顔
見
世
興
行
。 

   
  

㊁㊁
飛飛
頭頭
蛮蛮

ろ
く
ろ
く
び

のの
嫁嫁
入入

よ
め
い
り

鼠鼠 ね
つ

にに
笑笑わ

ら
はは
るる
ゝゝ
話話 こ

と  

む
か
し
、玄
宗

げ
ん
そ
う

皇
帝

く
わ
う
て
い

の
時
代
に
は
、万
民

ば
ん
み
ん

女
子
を
も
ふ
く
る
叓
を

た
つ
と
ひ
け
り
。
其
こ
ろ
楊や

う
貴 き

妃 ひ

と
い
ふ
評
判
娘

ひ
や
う
は
ん
む
す
め

を
持
て
、

馬
嵬

ば
ぐ
は
い

が
原
一
の
裏 う

ら
店
に
偽
媒
女

き
ば
い
し
よ

二
と
云
婆 ば

ゝ
が
口
入
、
玄
宗
へ
妾め

か
け

奉

公
に
出
し
、
そ
れ
よ
り
身
内う

ち
う
か
み
上
り
て
居
候
の
楊や

う
国 こ

く
忠 ち

う
が

俄 に
は
か

大
身 し

ん
三
に
な
り
し
を
う
ら
や
み
、
欲よ

く
か
ら
女
子
を
う
む
事
を

悦
よ
ろ
こ
ひ

ぬ
。
い
か
さ
ま
軽
き
者
は
、
よ
く
稼か

せ
く
男
の
子
を
も
た
ふ
よ

り
は
、
中
く
ら
ゐ
な
娘
の
子
を
も
て
ば
、
思
は
ぬ
両ふ

た
親
（
十
ウ
）

暦
一
一
月
）・
季
冬（
陰
暦
一
二
月
）の
総
称
。「
三
冬
た
つ
始
め
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
、
十
月
初
め
の
こ
と
。 

四
二 
き
ほ
ふ→

競
ふ …

勢
い
込
ん
で
先
を
争
う
。 

四
三 

風
に
櫛
り
雨
に
沐
し…

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、
ひ
ど
く
苦

労
を
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
体
験
す
る
こ
と
に
い
う
。(

『
荘

子
』
天
下
」
の
「
沐
二
甚
雨
一
、
櫛
二
疾
風
一
」
に
よ
る)  

四
四 

和
州…

大
和
国
の
異
称
。 

四
五 

城
上
郡
佐
野
の
渡
り…
「
城
上
郡
」
は
現
在
の
奈
良
県
。

「
佐
野
の
渡
り
」
和
歌
山
県
新
宮
市
の
佐
野
の
渡
し
場
を
さ
し
、

当
時
こ
の
地
域
は
大
和
国
で
あ
っ
た
。 

四
六 

京
極
黄
門…

藤
原
定
家
の
こ
と
。 

四
七 

「
駒
と
め
て…

」→

藤
原
定
家
の
「
駒
と
め
て
袖
う
ち
は

ら
ふ
陰
も
な
し
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
」『
新
古
今
和
歌
集
』

（
巻
第
六
冬
歌
）
を
踏
ま
え
る
。 

四
八 

一
樹
の
陰
も
多
少
の
縁→

一
樹
の
陰
も
他
生
の
縁…
知

ら
ぬ
者
同
士
が
、
雨
を
避
け
て
同
じ
木
陰
に
身
を
寄
せ
合
う
の
も
、

前
世
か
ら
の
因
縁
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。 

四
九 

笈
仏…

諸
国
の
神
仏
を
巡
拝
す
る
者
が
背
負
う
厨
子
入

り
の
仏
像
。
扉
を
開
い
て
後
方
か
ら
礼
拝
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。 

五
〇 

拈
ん
ず…

香
を
ひ
ね
り
焚
く
こ
と
。 

五
一 

対
夜→

逮
夜…

忌
日
の
前
夜 

五
二 

回
向…

読
経
や
念
仏
な
ど
、
善
根
の
功
徳
を
死
者
に
手
向

け
る
こ
と
。
死
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
読
経
を
し
た
り
、
念
仏
を
唱

え
た
り
、
供
え
を
し
た
り
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
一
晩
中
冥
福

を
祈
り
供
養
す
る
」
の
意
か
。 

五
三 

心
耳
を
す
ま
す…

心
で
聞
く
こ
と
。
平
常
心
。 

五
四 

入
定…

禅
定
・
無
我
の
境
地
に
入
る
こ
と
。
ま
た
聖
者
・

高
僧
の
死
。 

五
五 

天
上
無
双…

天
下
第
一
で
、
並
ぶ
も
の
の
な
い
こ
と
。 

五
六 

そ
ぎ
尼…

髪
を
肩
の
あ
た
り
で
短
く
切
り
そ
ろ
え
た
髪

型
を
し
て
い
る
尼
僧
。 

 

五
七 

う
づ
高
き→

堆
い…

気
品
が
あ
る
。
高
貴
で
あ
る
。 

五
八 

上
臈…

貴
婦
人
。
特
に
若
い
女
性
を
敬
っ
て
い
う
。 

五
九 

う
つ
ぶ
し
の
袈
裟…

白
膠
木
の
枝
か
ら
取
れ
る
五
倍
子

で
染
め
た
薄
黒
い
色
の
袈
裟
。 

六
〇 

芬
芳
な
る…

つ
や
つ
や
と
輝
く
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
。
あ

た
り
に
照
り
映
え
る
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
。
ま
た
、
人
が
、
内
側

か
ら
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
く
る
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
。 

六
一 
月
代…

中
古
以
来
、
男
子
が
冠
の
下
に
あ
た
る
額
ぎ
わ
の

髪
を
半
月
形
に
そ
り
あ
げ
た
も
の
。 

六
二 
お
な
づ
か
し→

な
つ
か
し…

心
惹
か
れ
る
。
親
し
み
寄
る
。
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お
会
い
し
た
か
っ
た
。 

六
三 
ね
ん
ご
ろ
に
あ
し
ら
ひ…

丁
寧
に
も
て
な
す
。 

六
四 
餘
義
な
く
宿
は
参
ら
す
れ
共…

異
論
な
く
一
晩
の
宿
を

提
供
し
ま
す
が
、
の
意
か
。 

六
五 

三
輪
が
埼…
和
歌
山
県
新
宮
市
三
輪
崎
の
こ
と
。
近
く
の

「
佐
野
の
渡
り
」
と
と
も
に
、
歌
枕
。 

六
六 

彷
彿…

影
の
お
ぼ
ろ
な
こ
と
。
姿
、
形
が
か
す
か
で
あ
る

さ
ま
。 

六
七 

義
と
て…

未
詳
。
こ
こ
で
は
「
当
然
」
の
意
か
。 

六
八 

澹
然…

あ
っ
さ
り
と
し
た
さ
ま
。
ま
た
、
静
か
な
さ
ま
。 

六
九 

わ
が
身
替
り
に
立
ち
し…

私
の
身
替
り
に
な
っ
た
、
の
意
。 

七
〇 

て
て
親…

父
親
。 

七
一 

主
従
三
世
の
ご
縁→

し
ゅ
う
じ
ゅ
う
は
三
世…

主
従
の

関
係
は
、
現
在
は
も
と
よ
り
、
過
去
に
も
未
来
に
も
因
縁
が
深
い

と
い
う
こ
と
。「
親
子
は
一
世
」「
夫
婦
は
二
世
」に
対
し
て
い
う
。 

七
二 

閻
浮→

「
閻
浮
提
」
の
略
。
閻
浮
提…

仏
語
。
須
彌
四
州

の
一
つ
。
須
彌
山
の
南
方
海
上
に
あ
る
大
陸
。
南
瞻
部
洲
と
も
い

い
、も
と
イ
ン
ド
の
地
を
想
定
し
た
も
の
で
、の
ち
に
人
間
世
界
、

現
世
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
文
中
の
「
閻
浮
の
迷
ひ
」

は
「
こ
の
世
で
の
迷
い
」
の
意
。 

七
三 

追
善
供
養…

死
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
す
る
供
養
。
追
供
。 

七
四 

命
の
親…

命
を
助
け
て
く
れ
た
恩
人
。
ま
た
、
命
を
さ
さ

え
て
く
れ
る
も
の
。 

七
五 

聞
ひ
で
わ
い
な…

こ
こ
で
は
「
聞
き
入
れ
な
い
わ
け
が
な

い
で
し
ょ
う
」「
聞
か
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」と
い
っ
た
意
か
。 

七
六 

顔
見
せ→

顔
見
世
狂
言
・
顔
見
世
芝
居
の
略
。
顔
見
世
芝

居…

一
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
歌
舞
伎
年
中
行
事
の

一
つ
。
江
戸
時
代
の
各
座
は
一
〇
月
に
一
年
契
約
で
役
者
そ
の
他

の
入
れ
替
え
を
行
な
っ
た
が
、
一
一
月
か
ら
新
加
入
の
役
者
を
加

え
て
一
座
総
出
演
で
行
な
う
興
行
を
い
う
。
顔
見
世
興
行
。 

   
  

㊁㊁
飛飛
頭頭
蛮蛮

ろ
く
ろ
く
び

のの
嫁嫁
入入

よ
め
い
り

鼠鼠 ね
つ

にに
笑笑わ

ら
はは
るる
ゝゝ
話話 こ

と  

む
か
し
、玄
宗

げ
ん
そ
う

皇
帝

く
わ
う
て
い

の
時
代
に
は
、万
民

ば
ん
み
ん

女
子
を
も
ふ
く
る
叓
を

た
つ
と
ひ
け
り
。
其
こ
ろ
楊や

う
貴 き

妃 ひ

と
い
ふ
評
判
娘

ひ
や
う
は
ん
む
す
め

を
持
て
、

馬
嵬

ば
ぐ
は
い

が
原
一
の
裏 う

ら
店
に
偽
媒
女

き
ば
い
し
よ

二
と
云
婆 ば

ゝ
が
口
入
、
玄
宗
へ
妾め

か
け

奉

公
に
出
し
、
そ
れ
よ
り
身
内う

ち
う
か
み
上
り
て
居
候
の
楊や

う
国 こ

く
忠 ち

う
が

俄 に
は
か

大
身 し

ん
三
に
な
り
し
を
う
ら
や
み
、
欲よ

く
か
ら
女
子
を
う
む
事
を

悦
よ
ろ
こ
ひ

ぬ
。
い
か
さ
ま
軽
き
者
は
、
よ
く
稼か

せ
く
男
の
子
を
も
た
ふ
よ

り
は
、
中
く
ら
ゐ
な
娘
の
子
を
も
て
ば
、
思
は
ぬ
両ふ

た
親
（
十
ウ
）

暦
一
一
月
）・
季
冬（
陰
暦
一
二
月
）の
総
称
。「
三
冬
た
つ
始
め
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
、
十
月
初
め
の
こ
と
。 

四
二 

き
ほ
ふ→

競
ふ …

勢
い
込
ん
で
先
を
争
う
。 

四
三 

風
に
櫛
り
雨
に
沐
し…

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、
ひ
ど
く
苦

労
を
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
体
験
す
る
こ
と
に
い
う
。(

『
荘

子
』
天
下
」
の
「
沐
二
甚
雨
一
、
櫛
二
疾
風
一
」
に
よ
る)  

四
四 

和
州…

大
和
国
の
異
称
。 

四
五 

城
上
郡
佐
野
の
渡
り…

「
城
上
郡
」
は
現
在
の
奈
良
県
。

「
佐
野
の
渡
り
」
和
歌
山
県
新
宮
市
の
佐
野
の
渡
し
場
を
さ
し
、

当
時
こ
の
地
域
は
大
和
国
で
あ
っ
た
。 

四
六 

京
極
黄
門…

藤
原
定
家
の
こ
と
。 

四
七 

「
駒
と
め
て…

」→

藤
原
定
家
の
「
駒
と
め
て
袖
う
ち
は

ら
ふ
陰
も
な
し
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
」『
新
古
今
和
歌
集
』

（
巻
第
六
冬
歌
）
を
踏
ま
え
る
。 

四
八 

一
樹
の
陰
も
多
少
の
縁→

一
樹
の
陰
も
他
生
の
縁…

知

ら
ぬ
者
同
士
が
、
雨
を
避
け
て
同
じ
木
陰
に
身
を
寄
せ
合
う
の
も
、

前
世
か
ら
の
因
縁
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。 

四
九 

笈
仏…

諸
国
の
神
仏
を
巡
拝
す
る
者
が
背
負
う
厨
子
入

り
の
仏
像
。
扉
を
開
い
て
後
方
か
ら
礼
拝
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。 

五
〇 

拈
ん
ず…

香
を
ひ
ね
り
焚
く
こ
と
。 

五
一 

対
夜→

逮
夜…

忌
日
の
前
夜 

五
二 

回
向…

読
経
や
念
仏
な
ど
、
善
根
の
功
徳
を
死
者
に
手
向

け
る
こ
と
。
死
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
読
経
を
し
た
り
、
念
仏
を
唱

え
た
り
、
供
え
を
し
た
り
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
一
晩
中
冥
福

を
祈
り
供
養
す
る
」
の
意
か
。 

五
三 

心
耳
を
す
ま
す…

心
で
聞
く
こ
と
。
平
常
心
。 

五
四 

入
定…

禅
定
・
無
我
の
境
地
に
入
る
こ
と
。
ま
た
聖
者
・

高
僧
の
死
。 

五
五 

天
上
無
双…

天
下
第
一
で
、
並
ぶ
も
の
の
な
い
こ
と
。 

五
六 

そ
ぎ
尼…

髪
を
肩
の
あ
た
り
で
短
く
切
り
そ
ろ
え
た
髪

型
を
し
て
い
る
尼
僧
。 

 

五
七 

う
づ
高
き→

堆
い…

気
品
が
あ
る
。
高
貴
で
あ
る
。 

五
八 

上
臈…

貴
婦
人
。
特
に
若
い
女
性
を
敬
っ
て
い
う
。 

五
九 

う
つ
ぶ
し
の
袈
裟…

白
膠
木
の
枝
か
ら
取
れ
る
五
倍
子

で
染
め
た
薄
黒
い
色
の
袈
裟
。 

六
〇 

芬
芳
な
る…

つ
や
つ
や
と
輝
く
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
。
あ

た
り
に
照
り
映
え
る
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
。
ま
た
、
人
が
、
内
側

か
ら
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
く
る
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
。 

六
一 

月
代…

中
古
以
来
、
男
子
が
冠
の
下
に
あ
た
る
額
ぎ
わ
の

髪
を
半
月
形
に
そ
り
あ
げ
た
も
の
。 

六
二 

お
な
づ
か
し→

な
つ
か
し…

心
惹
か
れ
る
。
親
し
み
寄
る
。
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申
さ
ず
は
な
る
ま  

ひ
。
必
他
言
は
無
用
。
御
内
証
も
聞
れ
い
と
声

を
ひ
そ
め
、所
は
錦に

し
き

の
小
路
に
さ
る
浪
人
の
娘
で
ご
ざ
る
が
、き

り
や
う
一
八
は
十
人
並
一
九
に
す
ぐ
れ
、発
明

は
つ
め
い

で
器
用

き
や
う

て
、こ
と
し
十

七
才
、此
度
去
ル
歴 れ

き
々
よ
り
き
り
う
の
ぞ
み
に
て
、百
両
の
仕
度
金

で
嫁
の
契
約

け
い
や
く

い
た
し
た
れ
共
、
情
な
ひ
事
は
、
か
の
娘
飛
頭
蛮

ひ
と
う
は
ん

二
〇

と
申
病
が
ご
ざ
る
。
俗
に
い
ふ
轆
轤
首

ろ
く
ろ
く
び

二
一
。
何
と
ぞ
療
治
い
た
し

く
れ
と
の
頼
み
。
百
両
と
申
結
納

た
の
み

を
取
つ
た
聟
の
方
へ
聞
へ
（
十

三
オ
）
て
は
事
の
や
ぶ
れ  

。
近
こ
ろ
不
便
に
ぞ
ん
し
、
明
日
よ
り

療
治
に
か
ゝ
る  

は
づ
。
夫
故
調
へ
に
ま
い
つ
た
。
二
味
二
二
明
朝
ま

で
に
製
法
頼
入
る
、
と  

金
子
壱
両
手
附
に
渡
し
、
く
れ

口〲
を

と
め
て
、乗
も
の
い  

そ
が
せ
帰
り
け
る
。跡
に
夫
婦
興
を
さ
ま
し
、

早
速
勘
八
を
遣
は
し
て
、
様
子
を
さ
ぐ
ら
す
る
に
錦
の  

小
路
に
浪

人
と
い
ふ
は
、
平
岡
右
内
よ
り
外
に
な
き
よ
し
な  

れ
は
、
弥
あ
き

れ
は
て
な
が
ら
、是
迄
か
く
し
包つ

ゝ
ん

た
病
、
白
地

あ
か
ら
さ
ま

に
い
ふ
も
殺
生

せ
つ
せ
う

。

親
達
の
身
に
な
つ
て
も
い
と  

お
し
、
殊
に
金
渡
し
た
は
跡
月
二
三
。

何
か
の  

（
十
三
ウ
）
仕
度
に
入
て
手
に
は
有
ま
い
。
祝
言
の
日
を

け
ふ
か
あ
す
か
と
ま
つ
所
へ
金
戻も

ど
せ
と
い
わ
は
、
生
死
に
な
ら
ふ

も
し
れ
ず
、
貧

ま
づ
し
い

を
合
点

が
つ
て
ん

て
仕
拵

し
こ
し
ら
へ

に
遣
つ
た
金
、変
改

へ
ん
が
へ

ば
か
り
で

金
の
事
は
侭ま

ゝ
に
し
た
が
よ
か
る
べ
し
、
と
夫
婦
相
談
の
中
の
間
へ
、

小
栗く

り
軍
兵
衛
と
い
ふ
出
入
屋
舗
の
侍
、
金
の
無
心
に
と
く
よ
り
来

て
居
け
る  

が
立
出
、其
錦
の
小
路
の
浪
人
と
い
ふ
は
、平
岡
右
内
。

殿
の
御
国
に
勤つ

と
め
娘
に
異
病
の
有
る
事
よ
く
存
お
る
。
御
病
気
を

蒙
か
う
ふ
り

り
し
右
内
が
娘
、
ろ
く
ろ
首
で
な
い
迚
も
縁
組
め
さ
れ
ば
、

殿
へ
の
出
入
は
な
る
ま  

し（
十
四
オ
）先
刻
も
申
入
た
身
か
無
心
、

畢
竟

ひ
つ
き
や
う

二
四
殿
の
御
用
も
同
前
、其
御
用
金
は
不
商あ

き
な

ひ
な
ど
ゝ
す
べ

ら
か
し
、
取
か
へ
す
へ
き
金
取
か
へ
さ
ぬ
有ゆ

う
金
あ
り
な
が
ら
、

必
竟

ひ
つ
き
や
う

身
ど
も
を
ふ
み
付
、殿
の
御
恩
を
わ
す
れ
た
富
右
衛
門
、百

両
の
金
子
取
戻も

ど
し
て
身
共
へ
さ
つ
そ
く
渡
さ
す
は
、
殿
の
御
出
入

を
と
め
る  

が
と
富
右
衛
門
ね
ち
ら
れ
、
む
や
く
し
く
お
も
へ
ど
も
、

大
切
の
出
入
に
は
か
へ
が
た
く
、
気
の
毒
な
が
ら
、
変
改

へ
ん
が
い

幷
に
二
五

金
子
取
戻
し
参
れ
と
勘
八
に
申
付
れ  

ば
、
軍
兵
衛
は
に
が
り
切
て

勘
八
と
同
道
し  

、表
へ
立
出
し
が
、道
々
身
共
国
か
ら（
十
四
ウ
）

の
仕
合
と
も
な
る
事
な
れ
は
、
娘
を
し  

ろ
も
の
四
に
す
る
も
又
に

く
か
ら
ず
。
爰
に
み
や
こ
三
条
通
り
に
蔵
造

く
ら
つ
く
り

と
つ
し
り
と
し
た
、

薬
種し

ゆ
袋
福
屋
富
右
衛
門
と
い
ふ
有
徳

う
と
く

人
五
の
ひ
と
り
む
す
こ
、
け

ふ
も
嵯
峨
野

さ
が
の

の
桜
狩か

り
、
花
ば
見
す
に
見
ら
れ
に
行
く
は
、
今
の
世

の
人
心
に
て
、見
帰
る
多
く
の
女
中
の
中
に
、む
か
し
鹿
子

か
の
こ

六
に
金

糸 し

の
ぬ
ひ
紋も

ん
、
ふ
り
袖
の
ち
い
さ
き
を
其
ま  

ゝ
着
せ
て
、
年
は
十

六
七
と
見
へ
て
、
人
か
ら
七
の
娘
極
上
上
八
本
面 め

ん
屋
九
風
俗

ふ
う
ぞ
く

し
や
ん

と
し
て
、
仇あ

た
め
か
ず
、
さ
り
と
は
（
十
一
オ
）
万
そ
ろ
ふ
た
る
生

れ  

付
、母
お
や
ら
し
き
人
、い
く
度
か
せ
ん
た
く
せ
し
布ぬ

の
子
着
て
、

娘
の
尻し

り
に
付
て
、
供
し
て
通
る
を
彼
む
す
こ
、
見
初
て
し
き
り

 

に

な
づ
み
、供
の
手
代
を
跡
か
ら
付
て  

、宿
元
一
〇
を
見
さ
せ
け
る
に
、

錦に
し
き

小
路

こ
う
ぢ

の
う
ら
店た

な
か
り
て
、
売
卜

ば
い
ぼ
く

一
一
に
其
日
を
送を

く
る
平 ひ

ら
岡 を

か
右
内

う
な
い

と
い
ふ
牢
人

ら
う
に
ん

も
の
ゝ
娘
、
親
子
三
人
う
き
年
月
を
お  

く
る
よ
し
、

つ
ぶ
さ
に
聞
て
帰
り
て
物
語
す
れ
ば
、
忰せ

か
れ

が
目
に
付
た
も
の
な

ら
ば
と
親
父

し
ん
ぶ

手
代
共
に
申
付
、
万
事
こ
な
た
よ
り  

こ
し
ら
へ
さ
せ

て
、
む
か
ひ
（
十
一
ウ
）
と
り
た
き
望
み
思
ひ  

入
て
段
々
云
つ
か

は
し
け
れ
ば
、
右
内
聞
と
ゞ
け
て
娘
を
福
屋
方
へ
よ
め
ら
す
る  

に

極
り
、
福
屋
の
家
内
、
婚
礼
の
仕
度
に
取
廻
の
折
か
ら
、
三
枚ま

ひ
が

た
一
二
の
か
ん
ば
ん
医
者

い
し
や

、
乗
物

の
り
も
の

見
世
さ
き
に
立
さ
せ
、
悠ゆ

う
々
と
立

出
る
。
其
人
体

に
ん
て
い

歴
々

れ
き
〱

の
大
医 い

と
見
る
よ
り
、
手
代
勘
八
頭
を
さ
く

れ
ば
、
身
共
は
長
崎
よ  

り
当
地
へ
参
り
、
堀
川
通
り
に
お
つ
て
、

難な
ん

病
を
療
治
い
た
す
に
付
、ち
と
求も

と
め

た
ひ
薬
種
有
て
参
つ
た
。く

る
し
ふ
な
く
は
通
し  

め
さ
れ
、
と
あ
る  

に
奥
へ
通
し
、
て
い
し
ゆ

（
十
二
オ
）
富
右
衛
門
も
あ  

い
さ
つ
す
れ
ば
、
扨
求
め
た
い
と
申

薬
は
、秋
石

し
う
せ
き

一
三
と
人
魄

に
ん
は
く

一
四
右
二
色
が
も
ら
ひ
た
い
と
い
へ
は
、て

い
し
ゆ
不
審し

ん
し
、
秋
石
と
申
は
、
童
溺

と
う
ね
う

一
五
を
秋
の
露つ

ゆ
に
交 ま

ぜ
、
石
膏

せ
き
か
う

を
以
て
製
法

せ
い
ほ
う

い
た
せ
ば
、
拵

こ
し
ら
へ

薬
の
中
て
も
す
ん
ど
一
六
む
つ
か  

し

く
、
又
人
魄
は
と
り
わ
け
て  

た
し
な
い
一
七
も
の
な
れ
ど
も
、
前
々

よ
り
嗜

た
し
な
み

お
り
ま
す
る
が
、
惣
た
い
秘
薬

ひ
や
く

を
商
ひ
ま
す
る
に
は
お

所
を
尋
、
又
は  

病
の
様
子
を
聞
た
う
へ
売
ま
す
る
が
薬
や
の
習
ひ
、

其
遣
ひ
か
た
、
病
気
の
や
う
躰だ

い
お
聞
か
せ
下
さ
れ
い
と
尋
れ
ば
、

療
治
は
家
の
（
十
二
ウ
）
秘
伝

ひ
て
ん

、
病
症

ひ
や
う
し
や
う

の
事
は
遠
慮
致
せ
ど
、
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申
さ
ず
は
な
る
ま  

ひ
。
必
他
言
は
無
用
。
御
内
証
も
聞
れ
い
と
声

を
ひ
そ
め
、所
は
錦に

し
き

の
小
路
に
さ
る
浪
人
の
娘
で
ご
ざ
る
が
、き

り
や
う
一
八
は
十
人
並
一
九
に
す
ぐ
れ
、発
明

は
つ
め
い

で
器
用

き
や
う

て
、こ
と
し
十

七
才
、此
度
去
ル
歴 れ

き
々
よ
り
き
り
う
の
ぞ
み
に
て
、百
両
の
仕
度
金

で
嫁
の
契
約

け
い
や
く

い
た
し
た
れ
共
、
情
な
ひ
事
は
、
か
の
娘
飛
頭
蛮

ひ
と
う
は
ん

二
〇

と
申
病
が
ご
ざ
る
。
俗
に
い
ふ
轆
轤
首

ろ
く
ろ
く
び

二
一
。
何
と
ぞ
療
治
い
た
し

く
れ
と
の
頼
み
。
百
両
と
申
結
納

た
の
み

を
取
つ
た
聟
の
方
へ
聞
へ
（
十

三
オ
）
て
は
事
の
や
ぶ
れ  

。
近
こ
ろ
不
便
に
ぞ
ん
し
、
明
日
よ
り

療
治
に
か
ゝ
る  

は
づ
。
夫
故
調
へ
に
ま
い
つ
た
。
二
味
二
二
明
朝
ま

で
に
製
法
頼
入
る
、
と  

金
子
壱
両
手
附
に
渡
し
、
く
れ

口〲
を

と
め
て
、乗
も
の
い  

そ
が
せ
帰
り
け
る
。跡
に
夫
婦
興
を
さ
ま
し
、

早
速
勘
八
を
遣
は
し
て
、
様
子
を
さ
ぐ
ら
す
る
に
錦
の  

小
路
に
浪

人
と
い
ふ
は
、
平
岡
右
内
よ
り
外
に
な
き
よ
し
な  

れ
は
、
弥
あ
き

れ
は
て
な
が
ら
、是
迄
か
く
し
包つ

ゝ
ん

た
病
、
白
地

あ
か
ら
さ
ま

に
い
ふ
も
殺
生

せ
つ
せ
う

。

親
達
の
身
に
な
つ
て
も
い
と  

お
し
、
殊
に
金
渡
し
た
は
跡
月
二
三
。

何
か
の  

（
十
三
ウ
）
仕
度
に
入
て
手
に
は
有
ま
い
。
祝
言
の
日
を

け
ふ
か
あ
す
か
と
ま
つ
所
へ
金
戻も

ど
せ
と
い
わ
は
、
生
死
に
な
ら
ふ

も
し
れ
ず
、
貧

ま
づ
し
い

を
合
点

が
つ
て
ん

て
仕
拵

し
こ
し
ら
へ

に
遣
つ
た
金
、変
改

へ
ん
が
へ

ば
か
り
で

金
の
事
は
侭ま

ゝ
に
し
た
が
よ
か
る
べ
し
、
と
夫
婦
相
談
の
中
の
間
へ
、

小
栗く

り
軍
兵
衛
と
い
ふ
出
入
屋
舗
の
侍
、
金
の
無
心
に
と
く
よ
り
来

て
居
け
る  

が
立
出
、其
錦
の
小
路
の
浪
人
と
い
ふ
は
、平
岡
右
内
。

殿
の
御
国
に
勤つ

と
め
娘
に
異
病
の
有
る
事
よ
く
存
お
る
。
御
病
気
を

蒙
か
う
ふ
り

り
し
右
内
が
娘
、
ろ
く
ろ
首
で
な
い
迚
も
縁
組
め
さ
れ
ば
、

殿
へ
の
出
入
は
な
る
ま  

し（
十
四
オ
）先
刻
も
申
入
た
身
か
無
心
、

畢
竟

ひ
つ
き
や
う

二
四
殿
の
御
用
も
同
前
、其
御
用
金
は
不
商あ

き
な

ひ
な
ど
ゝ
す
べ

ら
か
し
、
取
か
へ
す
へ
き
金
取
か
へ
さ
ぬ
有ゆ

う
金
あ
り
な
が
ら
、

必
竟

ひ
つ
き
や
う

身
ど
も
を
ふ
み
付
、殿
の
御
恩
を
わ
す
れ
た
富
右
衛
門
、百

両
の
金
子
取
戻も

ど
し
て
身
共
へ
さ
つ
そ
く
渡
さ
す
は
、
殿
の
御
出
入

を
と
め
る  

が
と
富
右
衛
門
ね
ち
ら
れ
、
む
や
く
し
く
お
も
へ
ど
も
、

大
切
の
出
入
に
は
か
へ
が
た
く
、
気
の
毒
な
が
ら
、
変
改

へ
ん
が
い

幷
に
二
五

金
子
取
戻
し
参
れ
と
勘
八
に
申
付
れ  

ば
、
軍
兵
衛
は
に
が
り
切
て

勘
八
と
同
道
し  

、表
へ
立
出
し
が
、道
々
身
共
国
か
ら（
十
四
ウ
）

の
仕
合
と
も
な
る
事
な
れ
は
、
娘
を
し  

ろ
も
の
四
に
す
る
も
又
に

く
か
ら
ず
。
爰
に
み
や
こ
三
条
通
り
に
蔵
造

く
ら
つ
く
り

と
つ
し
り
と
し
た
、

薬
種し

ゆ
袋
福
屋
富
右
衛
門
と
い
ふ
有
徳

う
と
く

人
五
の
ひ
と
り
む
す
こ
、
け

ふ
も
嵯
峨
野

さ
が
の

の
桜
狩か

り
、
花
ば
見
す
に
見
ら
れ
に
行
く
は
、
今
の
世

の
人
心
に
て
、見
帰
る
多
く
の
女
中
の
中
に
、む
か
し
鹿
子

か
の
こ

六
に
金

糸 し

の
ぬ
ひ
紋も

ん
、
ふ
り
袖
の
ち
い
さ
き
を
其
ま  

ゝ
着
せ
て
、
年
は
十

六
七
と
見
へ
て
、
人
か
ら
七
の
娘
極
上
上
八
本
面 め

ん
屋
九
風
俗

ふ
う
ぞ
く

し
や
ん

と
し
て
、
仇あ

た
め
か
ず
、
さ
り
と
は
（
十
一
オ
）
万
そ
ろ
ふ
た
る
生

れ  

付
、母
お
や
ら
し
き
人
、い
く
度
か
せ
ん
た
く
せ
し
布ぬ

の
子
着
て
、

娘
の
尻し

り
に
付
て
、
供
し
て
通
る
を
彼
む
す
こ
、
見
初
て
し
き
り

 

に

な
づ
み
、供
の
手
代
を
跡
か
ら
付
て  

、宿
元
一
〇
を
見
さ
せ
け
る
に
、

錦に
し
き

小
路

こ
う
ぢ

の
う
ら
店た

な
か
り
て
、
売
卜

ば
い
ぼ
く

一
一
に
其
日
を
送を

く
る
平 ひ

ら
岡 を

か
右
内

う
な
い

と
い
ふ
牢
人

ら
う
に
ん

も
の
ゝ
娘
、
親
子
三
人
う
き
年
月
を
お  

く
る
よ
し
、

つ
ぶ
さ
に
聞
て
帰
り
て
物
語
す
れ
ば
、
忰せ

か
れ

が
目
に
付
た
も
の
な

ら
ば
と
親
父

し
ん
ぶ

手
代
共
に
申
付
、
万
事
こ
な
た
よ
り  

こ
し
ら
へ
さ
せ

て
、
む
か
ひ
（
十
一
ウ
）
と
り
た
き
望
み
思
ひ  

入
て
段
々
云
つ
か

は
し
け
れ
ば
、
右
内
聞
と
ゞ
け
て
娘
を
福
屋
方
へ
よ
め
ら
す
る  

に

極
り
、
福
屋
の
家
内
、
婚
礼
の
仕
度
に
取
廻
の
折
か
ら
、
三
枚ま

ひ
が

た
一
二
の
か
ん
ば
ん
医
者

い
し
や

、
乗
物

の
り
も
の

見
世
さ
き
に
立
さ
せ
、
悠ゆ

う
々
と
立

出
る
。
其
人
体

に
ん
て
い

歴
々

れ
き
〱

の
大
医 い

と
見
る
よ
り
、
手
代
勘
八
頭
を
さ
く

れ
ば
、
身
共
は
長
崎
よ  

り
当
地
へ
参
り
、
堀
川
通
り
に
お
つ
て
、

難な
ん

病
を
療
治
い
た
す
に
付
、ち
と
求も

と
め

た
ひ
薬
種
有
て
参
つ
た
。く

る
し
ふ
な
く
は
通
し  

め
さ
れ
、
と
あ
る  

に
奥
へ
通
し
、
て
い
し
ゆ

（
十
二
オ
）
富
右
衛
門
も
あ  

い
さ
つ
す
れ
ば
、
扨
求
め
た
い
と
申

薬
は
、秋
石

し
う
せ
き

一
三
と
人
魄

に
ん
は
く

一
四
右
二
色
が
も
ら
ひ
た
い
と
い
へ
は
、て

い
し
ゆ
不
審し

ん
し
、
秋
石
と
申
は
、
童
溺

と
う
ね
う

一
五
を
秋
の
露つ

ゆ
に
交 ま

ぜ
、
石
膏

せ
き
か
う

を
以
て
製
法

せ
い
ほ
う

い
た
せ
ば
、
拵

こ
し
ら
へ

薬
の
中
て
も
す
ん
ど
一
六
む
つ
か  

し

く
、
又
人
魄
は
と
り
わ
け
て  

た
し
な
い
一
七
も
の
な
れ
ど
も
、
前
々

よ
り
嗜

た
し
な
み

お
り
ま
す
る
が
、
惣
た
い
秘
薬

ひ
や
く

を
商
ひ
ま
す
る
に
は
お

所
を
尋
、
又
は  

病
の
様
子
を
聞
た
う
へ
売
ま
す
る
が
薬
や
の
習
ひ
、

其
遣
ひ
か
た
、
病
気
の
や
う
躰だ

い
お
聞
か
せ
下
さ
れ
い
と
尋
れ
ば
、

療
治
は
家
の
（
十
二
ウ
）
秘
伝

ひ
て
ん

、
病
症

ひ
や
う
し
や
う

の
事
は
遠
慮
致
せ
ど
、
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を
加
工
し
て
製
す
る
盆
秋
石
と
が
あ
る
。
両
者
と
も
強
壮
強
精
薬

と
し
、
肺
結
核
・
咳
嗽
・
遺
精
な
ど
の
治
療
に
用
い
る
。 

一
四 

人
魄…

薬
の
名
称
。李
時
珍
の『
本
草
綱
目
』（
一
五
九
〇)

を
訳
し
た
『
國
譯
本
草
綱
目
』（
第
一
二
冊
、
一
九
七
七
年
）
に
は

「
時
珍
曰
く
、
こ
れ
は
縊
死
者
の
直
下
に
あ
る
麩
炭
の
や
う
な
も

の
で
、
卽
時
に
掘
り
取
れ
ば
手
に
入
る
も
の
だ
が
、
や
や
遲
れ
る

と
深
く
入
つ
て
了
ふ
も
の
だ
。
掘
ら
ず
に
置
く
と
必
ず
再
び
縊
死

者
を
出
す
。蓋
し
人
は
陰
、陽
の
二
氣
を
受
け
て
形
體
を
合
成
し
、

魂
、
魄
が
聚
つ
て
生
る
の
で
あ
つ
て
、
散
ず
れ
ば
死
ぬ
。
死
ね
ば

魂
は
天
に
昇
り
、
魄
は
地
に
降
る
の
で
あ
る
。
魄
は
陰
に
屬
し
、

そ
の
精
が
沈
淪
し
て
地
に
入
り
、
化
し
て
こ
の
物
と
な
る
の
だ
。

や
は
り
星
が
隕
ち
て
石
と
な
り
、
虎
が
死
ぬ
と
目
光
が
地
に
墜
ち

て
化
し
て
白
石
と
な
り
、
人
血
が
地
に
入
つ
て
燐
と
な
り
碧
と
な

る
や
う
な
關
係
で
あ
る
」
と
あ
る
。 

一
五 

童
溺…

秋
石
の
材
料
。『
國
譯
本
草
綱
目
』秋
石
の
項
に
は

「
秋
石
は
、
秋
期
を
須
つ
て
童
子
溺
を
取
り
、
毎
缸
に
石
膏
末
七

錢
を
入
れ
て
桑
條
で
攪
ぜ
、」
と
あ
る
。 

一
六 

す
ん
ど→

ず
ん
ど…

程
度
、
時
間
、
距
離
な
ど
の
隔
た
っ

て
は
な
は
だ
し
い
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
き
わ
だ
っ
て
。
非
常
に
。 

一
七 

た
し
な
い
も
の…

稀
少
な
も
の 

一
八 

き
り
や
う→

器
量…

顔
だ
ち
。 

一
九 

十
人
並…

人
並
み
。
一
般
の
人
と
同
様
。 

二
〇 

飛
頭
蛮…

首
が
非
常
に
長
く
伸
び
る
蛮
人
。
こ
こ
で
は
、

人
が
ろ
く
ろ
首
と
な
る
現
象
を
指
す
か
。 

二
一 

轆
轤
首…

首
が
非
常
に
長
く
、
自
由
に
伸
び
縮
み
す
る
化

物
。
奇
病
。  

二
二 

二
味…

二
種
類
の
薬
を
指
す
。 

二
三 

跡
月…

先
月
。 

二
四 

畢
竟…

つ
ま
る
と
こ
ろ
。
結
局
。  

二
五 

幷
に…

な
ら
び
に
。
と
も
に
。 

二
六 

願
人
坊
主…

江
戸
時
代
、
都
市
に
流
行
し
た
僧
形
の
乞
食
。

時
と
所
に
よ
り
種
々
の
形
態
が
あ
る
が
、
加
持
祈
祷
な
ど
を
し
て

札
な
ど
を
す
す
め
た
俗
法
師
と
も
、
人
に
代
わ
っ
て
祈
願
や
水
垢

離
な
ど
を
し
て
銭
を
も
ら
っ
て
歩
い
た
者
と
も
い
わ
れ
る
。 

二
七 

横
鉢
巻…

鉢
巻
の
結
び
目
を
頭
の
横
で
結
ぶ
こ
と
。 

二
八 

納
太
刀…

祈
願
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
神
社
に
太
刀
や
木

太
刀
を
奉
納
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
太
刀
や
木
太
刀
。 

  
  

〇〇
其其
二二
（
十
五
オ
）  

紙
代
板
行

は
ん
か
う

代
か
四
文
、
御
ろ
う
じ
ろ
一

。〱
所
は
錦に

し
き

の
小
路

こ
う
ぢ

二

弁
天

べ
ん
て
ん

長
屋
と
申
は
路
次
口
に  

、
紙
く
ず
ひ
ろ
ひ
入
へ
か
ら
ず
の
札

惚ほ
れ

た
右
内
か
娘
一
年
百
両
に
て
囲か

こ
は
ん
と
い
ふ
を
得
心

と
く
し
ん

せ
ぬ
上

つ
ら
耻は

ぢ
か
ゝ
せ
た
意
趣

い
し
ゆ

が
へ
し
、
首
尾

し
ゆ
ひ

よ
く
ゐ
て
む
ま
ひ

猶〱

此
う
へ
勘
八
万
事
頼
む
ぞ
と
咡さ

ゝ
や

き
、
點う

な
づ

き
行
所
へ
、
以
前
の
医

者
、
誠
は
ぐ
わ
ん
に
ん
ぼ
う
ず
二
六
に
て
、
素
肌

す
は
だ

に
破 や

ぶ
れ
衣
を
着ち

や
く

し
、横よ

こ
鉢
巻

は
ち
ま
き

二
七
に
納
太
刀
二
八
を
も
ち
、二
人
を
み
る
よ
り
太
刀
を

打
ふ
り
、
褒
美

ほ
う
び

の
金
す
つ
ぱ
り
と
は
ら
つ
て
く
れ  

、〱
シ
イ
。 

 

【【
語語
釈釈
】】  

一 

馬
嵬
が
原…

中
国
陝
西
省
興
平
県
の
西
の
地
名
。
馬
嵬
坡
。

唐
代
、
安
祿
山
の
乱
の
際
、
玄
宗
に
従
っ
て
蜀
に
落
ち
の
び
る
途

中
の
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
た
所
。 

二 

偽
媒
女…

未
詳
。
偽
の
女
官
ま
た
は
偽
の
仲
介
役
の
女
と

い
っ
た
意
味
か
。 

三 

俄
大
身→

俄
大
尽…

俄
分
限
に
同
じ
。
俄
分
限
は
、
に
わ
か

に
大
き
な
利
益
を
得
て
、大
金
持
に
な
る
こ
と
。ま
た
、そ
の
人
。 

四 

し
ろ
も
の→

代
物…

金
銭
に
換
え
る
こ
と
の
で
き
る
品
物
。

商
品
。 

五 

有
徳
人…

富
裕
な
人
。
金
持
ち
。 

六 

鹿
子…

鹿
子
絞
の
略
。
鹿
子
絞
は
絞
り
染
め
の
一
種
。
布
を

結
び
し
ば
っ
て
染
色
し
白
い
斑
点
模
様
を
染
め
出
す
。
桃
山
・
江

戸
時
代
に
全
盛
し
た
。
三
纈
の
一
つ
。 

七 

人
か
ら→

人
柄…

品
格
の
よ
い
こ
と
。ま
た
、そ
の
さ
ま
や
、

よ
い
品
格
を
そ
な
え
た
人
。 

八 

極
上
上…

極
上
上
吉
。
役
者
評
判
記
の
位
付
け
の
一
つ
。
上

上
吉
よ
り
上
位
で
、
芸
の
位
を
極
め
た
特
に
す
ぐ
れ
た
役
者
に
与

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
他
の
評
判
記
類
に
も
用
い
ら
れ
た
。 

九 

本
面
屋…

本
面
を
あ
き
な
う
店
。
本
面
は
、
張
り
子
の
面
な

ど
に
対
し
て
、
木
を
掘
っ
て
本
塗
り
し
た
面
。
本
塗
り
は
、
省
略

し
な
い
で
本
式
に
塗
る
こ
と
。ま
た
、そ
の
塗
り
方
。こ
こ
で
は
、

娘
の
容
姿
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
か
。 

一
〇 

宿
元…

住
ん
で
い
る
所
。
自
宅
。 

一
一 

売
卜…

金
銭
を
受
け
て
占
い
を
す
る
こ
と
。 

一
二 

三
枚
が
た→

三
枚
肩…

（
二
人
で
か
つ
ぐ
の
を
二
枚
肩
な

ど
と
い
う
の
に
対
し
て
）
一
挺
の
駕
籠
を
三
人
で
か
つ
ぐ
こ
と
。 

一
三 

秋
石…

薬
の
名
称
。
秋
石
は
人
尿
成
分
を
人
工
的
に
固
体

の
形
で
採
取
し
た
も
の
、
及
び
そ
の
贋
造
品
で
あ
る
。
一
〇
六
一

年
に
沈
括
が
製
造
し
た
記
録
が
あ
り
、
昇
華
法
そ
の
他
を
利
用
し

人
尿
か
ら
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
取
り
出
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
今

日
、
秋
石
と
称
す
る
漢
薬
に
は
、
人
尿
か
ら
生
成
し
た
人
中
白
を

加
工
し
て
製
す
る
淡
秋
石
と
、
安
徽
省
桐
城
を
主
産
地
と
し
塩
水
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を
加
工
し
て
製
す
る
盆
秋
石
と
が
あ
る
。
両
者
と
も
強
壮
強
精
薬

と
し
、
肺
結
核
・
咳
嗽
・
遺
精
な
ど
の
治
療
に
用
い
る
。 

一
四 
人
魄…

薬
の
名
称
。李
時
珍
の『
本
草
綱
目
』（
一
五
九
〇)

を
訳
し
た
『
國
譯
本
草
綱
目
』（
第
一
二
冊
、
一
九
七
七
年
）
に
は

「
時
珍
曰
く
、
こ
れ
は
縊
死
者
の
直
下
に
あ
る
麩
炭
の
や
う
な
も

の
で
、
卽
時
に
掘
り
取
れ
ば
手
に
入
る
も
の
だ
が
、
や
や
遲
れ
る

と
深
く
入
つ
て
了
ふ
も
の
だ
。
掘
ら
ず
に
置
く
と
必
ず
再
び
縊
死

者
を
出
す
。蓋
し
人
は
陰
、陽
の
二
氣
を
受
け
て
形
體
を
合
成
し
、

魂
、
魄
が
聚
つ
て
生
る
の
で
あ
つ
て
、
散
ず
れ
ば
死
ぬ
。
死
ね
ば

魂
は
天
に
昇
り
、
魄
は
地
に
降
る
の
で
あ
る
。
魄
は
陰
に
屬
し
、

そ
の
精
が
沈
淪
し
て
地
に
入
り
、
化
し
て
こ
の
物
と
な
る
の
だ
。

や
は
り
星
が
隕
ち
て
石
と
な
り
、
虎
が
死
ぬ
と
目
光
が
地
に
墜
ち

て
化
し
て
白
石
と
な
り
、
人
血
が
地
に
入
つ
て
燐
と
な
り
碧
と
な

る
や
う
な
關
係
で
あ
る
」
と
あ
る
。 

一
五 

童
溺…

秋
石
の
材
料
。『
國
譯
本
草
綱
目
』秋
石
の
項
に
は

「
秋
石
は
、
秋
期
を
須
つ
て
童
子
溺
を
取
り
、
毎
缸
に
石
膏
末
七

錢
を
入
れ
て
桑
條
で
攪
ぜ
、」
と
あ
る
。 

一
六 

す
ん
ど→

ず
ん
ど…

程
度
、
時
間
、
距
離
な
ど
の
隔
た
っ

て
は
な
は
だ
し
い
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
き
わ
だ
っ
て
。
非
常
に
。 

一
七 

た
し
な
い
も
の…

稀
少
な
も
の 

一
八 

き
り
や
う→

器
量…

顔
だ
ち
。 

一
九 

十
人
並…

人
並
み
。
一
般
の
人
と
同
様
。 

二
〇 

飛
頭
蛮…

首
が
非
常
に
長
く
伸
び
る
蛮
人
。
こ
こ
で
は
、

人
が
ろ
く
ろ
首
と
な
る
現
象
を
指
す
か
。 

二
一 

轆
轤
首…

首
が
非
常
に
長
く
、
自
由
に
伸
び
縮
み
す
る
化

物
。
奇
病
。  

二
二 

二
味…

二
種
類
の
薬
を
指
す
。 

二
三 

跡
月…

先
月
。 

二
四 

畢
竟…

つ
ま
る
と
こ
ろ
。
結
局
。  

二
五 

幷
に…

な
ら
び
に
。
と
も
に
。 

二
六 

願
人
坊
主…

江
戸
時
代
、
都
市
に
流
行
し
た
僧
形
の
乞
食
。

時
と
所
に
よ
り
種
々
の
形
態
が
あ
る
が
、
加
持
祈
祷
な
ど
を
し
て

札
な
ど
を
す
す
め
た
俗
法
師
と
も
、
人
に
代
わ
っ
て
祈
願
や
水
垢

離
な
ど
を
し
て
銭
を
も
ら
っ
て
歩
い
た
者
と
も
い
わ
れ
る
。 

二
七 

横
鉢
巻…

鉢
巻
の
結
び
目
を
頭
の
横
で
結
ぶ
こ
と
。 

二
八 

納
太
刀…

祈
願
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
神
社
に
太
刀
や
木

太
刀
を
奉
納
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
太
刀
や
木
太
刀
。 

  
  

〇〇
其其
二二
（
十
五
オ
）  

紙
代
板
行

は
ん
か
う

代
か
四
文
、
御
ろ
う
じ
ろ
一

。〱
所
は
錦に

し
き

の
小
路

こ
う
ぢ

二

弁
天

べ
ん
て
ん

長
屋
と
申
は
路
次
口
に  

、
紙
く
ず
ひ
ろ
ひ
入
へ
か
ら
ず
の
札

惚ほ
れ

た
右
内
か
娘
一
年
百
両
に
て
囲か

こ
は
ん
と
い
ふ
を
得
心

と
く
し
ん

せ
ぬ
上

つ
ら
耻は

ぢ
か
ゝ
せ
た
意
趣

い
し
ゆ

が
へ
し
、
首
尾

し
ゆ
ひ

よ
く
ゐ
て
む
ま
ひ

猶〱

此
う
へ
勘
八
万
事
頼
む
ぞ
と
咡さ

ゝ
や

き
、
點う

な
づ

き
行
所
へ
、
以
前
の
医

者
、
誠
は
ぐ
わ
ん
に
ん
ぼ
う
ず
二
六
に
て
、
素
肌

す
は
だ

に
破 や

ぶ
れ
衣
を
着ち

や
く

し
、横よ

こ
鉢
巻

は
ち
ま
き

二
七
に
納
太
刀
二
八
を
も
ち
、二
人
を
み
る
よ
り
太
刀
を

打
ふ
り
、
褒
美

ほ
う
び

の
金
す
つ
ぱ
り
と
は
ら
つ
て
く
れ  

、〱
シ
イ
。 

 

【【
語語
釈釈
】】  

一 

馬
嵬
が
原…

中
国
陝
西
省
興
平
県
の
西
の
地
名
。
馬
嵬
坡
。

唐
代
、
安
祿
山
の
乱
の
際
、
玄
宗
に
従
っ
て
蜀
に
落
ち
の
び
る
途

中
の
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
た
所
。 

二 

偽
媒
女…

未
詳
。
偽
の
女
官
ま
た
は
偽
の
仲
介
役
の
女
と

い
っ
た
意
味
か
。 

三 

俄
大
身→

俄
大
尽…

俄
分
限
に
同
じ
。
俄
分
限
は
、
に
わ
か

に
大
き
な
利
益
を
得
て
、大
金
持
に
な
る
こ
と
。ま
た
、そ
の
人
。 

四 

し
ろ
も
の→

代
物…

金
銭
に
換
え
る
こ
と
の
で
き
る
品
物
。

商
品
。 

五 

有
徳
人…

富
裕
な
人
。
金
持
ち
。 

六 

鹿
子…

鹿
子
絞
の
略
。
鹿
子
絞
は
絞
り
染
め
の
一
種
。
布
を

結
び
し
ば
っ
て
染
色
し
白
い
斑
点
模
様
を
染
め
出
す
。
桃
山
・
江

戸
時
代
に
全
盛
し
た
。
三
纈
の
一
つ
。 

七 

人
か
ら→

人
柄…

品
格
の
よ
い
こ
と
。ま
た
、そ
の
さ
ま
や
、

よ
い
品
格
を
そ
な
え
た
人
。 

八 

極
上
上…

極
上
上
吉
。
役
者
評
判
記
の
位
付
け
の
一
つ
。
上

上
吉
よ
り
上
位
で
、
芸
の
位
を
極
め
た
特
に
す
ぐ
れ
た
役
者
に
与

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
他
の
評
判
記
類
に
も
用
い
ら
れ
た
。 

九 

本
面
屋…

本
面
を
あ
き
な
う
店
。
本
面
は
、
張
り
子
の
面
な

ど
に
対
し
て
、
木
を
掘
っ
て
本
塗
り
し
た
面
。
本
塗
り
は
、
省
略

し
な
い
で
本
式
に
塗
る
こ
と
。ま
た
、そ
の
塗
り
方
。こ
こ
で
は
、

娘
の
容
姿
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
か
。 

一
〇 

宿
元…

住
ん
で
い
る
所
。
自
宅
。 

一
一 

売
卜…

金
銭
を
受
け
て
占
い
を
す
る
こ
と
。 

一
二 

三
枚
が
た→

三
枚
肩…

（
二
人
で
か
つ
ぐ
の
を
二
枚
肩
な

ど
と
い
う
の
に
対
し
て
）
一
挺
の
駕
籠
を
三
人
で
か
つ
ぐ
こ
と
。 

一
三 

秋
石…

薬
の
名
称
。
秋
石
は
人
尿
成
分
を
人
工
的
に
固
体

の
形
で
採
取
し
た
も
の
、
及
び
そ
の
贋
造
品
で
あ
る
。
一
〇
六
一

年
に
沈
括
が
製
造
し
た
記
録
が
あ
り
、
昇
華
法
そ
の
他
を
利
用
し

人
尿
か
ら
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
取
り
出
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
今

日
、
秋
石
と
称
す
る
漢
薬
に
は
、
人
尿
か
ら
生
成
し
た
人
中
白
を

加
工
し
て
製
す
る
淡
秋
石
と
、
安
徽
省
桐
城
を
主
産
地
と
し
塩
水
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再さ
い

三
辞
退

じ
た
い

い
た
し
た
を
仕
度
金
迄
、
い
や
と
い
ふ
を
む
り
に
さ
し

越こ

し
、
今
更
の
変
改
訳
が
有
ふ
。
い
わ
れ
い
と
額ひ

た
い

に
青
す
じ
。
い

か
に
も
訳
と
申
は
昨
日
、店
へ
仁
躰

し
ん
た
い

な
二
三
医
者
が
秘ひ

薬
を
買
に
来

て
申
は
、
こ
な
た
の
娘
御
ろ
く
ろ  

首
じ
や
と
い
ふ
事
、
初
て
聞
驚

入
ま
し
た
。
こ
な
た
と  

名
ざ
し
は
せ
ね
ど
も
、
夫
そ
と
い
は
ぬ
ば

か
り
、近
頃
二
四
笑
止

せ
う
し

二
五（
十
七
ウ
）な
事
な
か
ら
、ろ
く
ろ
首
懇
望

こ
ん
も
う

に
こ
さ
ら
ぬ
ゆ
へ
、
変
改
い
た
す
と
詞
を
た
く  

み
に
物
語
る
を
聞

て
、
右
内
興け

う
を
さ
ま
し
、
そ
の
又
医
者
は
い
づ
く
の
者
。
は
て  

そ

り
や
ど
こ
の
も
の
や
ら

 

、
唐
の
も
の
や
ら
門
通
り
を
相
手
に
い
た

す
商
人
、
見
世
名
も
所
も
し
ら  

ぬ
と
い
へ
は
、
扨
は
娘
か
身
共
に

意
趣

い
し
ゆ

二
六
有
や
つ
の
所
為

し
わ
ざ

か
と
夫
の
転
倒

て
ん
だ
う

、
女
房
は
と
り
の
ぼ
し
、

此
上
五
十
日
百
日
で
も
娘
を
御
預
り
な
さ
れ
、
と
つ  

く
と
た
め
し

見
た
上
で
、
別
条

べ
つ
で
う

な
く
は
、
其
上
で
祝
言
を
さ
せ
て
（
十
八
オ
）

下
さ
れ
と
涙
に
声
も
ふ
る
は
れ  

て
、
勘
八
を
頼
め
ば
、
五
十
日
は

扨
置
、一
夜
て
も  

怖こ
は

ひ

畢〱
竟

ひ
つ
き
や
う

こ
れ
は
、縁
の
な
ひ
と
い
ふ
も

の
な
れ
ば
、
百
両
の
仕
た
く  

金
、
只
今
う
け
と
り
ま
し
た
い
と

段
々
声
高
に
催
足

さ
い
そ
く

す
れ
ば
、
さ
し
も
の
右
内
当
惑

と
う
わ
く

し
、
な
る
ほ
ど

そ〱
ふ
あ
れ
ば
、
戻
し
た
ひ  

物
な
れ
共
、
仕
度
金
迚
遣
は
さ
れ

た
金
、
衣
類
手
道
具
に
入
、
残
つ
た
金
迚
は
こ
ざ
ら
ぬ
。
御
勝
手

か
つ
て

変
改
な
さ
る
ゝ
娘
、
此
方
も
勝
手
に
戻
し
申
さ
ふ  

と
て
当
然
の
理

に
、
勘
八
負ま

け
腹
た
ち
、
し
か
ら
ば
そ
の
拵こ

し
ら

へ
た
（
十
八
ウ
）
諸し

よ
道

具
衣
類
持
つ
て
行
と
立
上
れ
ば
、右
内
、襟え

り
か
み
両
手
に
つ
か
み
、

今
浪
人
な
れ
ば
こ
そ
、
素す

町
人
二
七
と
縁
を
組
め
、
婚
姻
材

こ
ん
い
ん
さ
い

を
論 ろ

ん
ず

る
二
八

夷 ゑ
び
す

二
九
め
ら
金
子
は
今
夜
中
に
と
ゝ
の
へ
も
ど
し
く
れ
ふ
。

慮
外

り
よ
く
わ
い

三
〇
の
守
銭
奴

し
ゆ
せ
ん
ぬ

三
一
思
ひ
し
れ
と
、
立
蹴け

に
は
つ
た
と
蹴
飛
ば

さ
れ
、
切
兼か

ね
ま
し
き
三
二
顔
色

か
ん
し
よ
く

に
、
不
敵
の
勘
八
気
を
の
ま
れ
、

よ
い

あ〱
す
迄
待
て
や
る
。
遅
ひ  

と
娘
を
み
せ
物
に
売
つ
て
や

る
か
居
ざ
い
そ
く
。
家
主
へ
も
届と

ゞ
け

る
ぞ
と
聞き

け
が
し
に
わ
め
き
ち

ら
し
、
路
次
板
を
ふ
み  

立
帰
り
け
る
。
娘
は
（
十
九
オ
）
袂た

も
と

を
喰

し
ば
り
、
最
前

さ
い
ぜ
ん

よ
り
か
た
す
み
に
泣
く
づ
お
れ
て
居
け
る
が
、
せ

め
て
お
ふ
た
り
の
貧
苦

ひ
ん
く

を
お
救す

く
ひ

申
た
く
、
や
る
ま
ひ  

と
お
つ
し

や
る
を
お
願
ひ
申
た
此
嫁
入
、
か
ふ
な
つ
て
は
皆
欲よ

く
に
厚 あ

つ
皮 か

わ
づ
ら

と
な
ら
べ
て
、

（
ち
て
ん
た
い
）
三
周 し

う
易 ゑ

き
四
十
八
変へ

ん
五
平
岡
右
内

と
宿
札
打
た
る
大
長
屋
の
突つ

き
あ
た
り
井
戸
雪
隠

せ
つ
ゐ
ん

六
と
相
な
ら
ひ
、

芥
溜

ち
り
た
め

七
の
狭 は

さ
み

虫 む
し

、
竈

か
ま
も
と

の
油
虫
、
い
つ
も
這は

う
て
ふ
九
尺
二
間
の

侘
住
居

わ
び
す
ま
い

八
、
父
は
日
暮
よ
り
橋
の
袂た

も
と

に
出
て
、
男
女
相
性
縁
談

ゑ
ん
だ
ん

取

組
の
吉
凶

き
つ
け
う

は
う
ら
な
へ
共
、
我
子
の
身
の
上
は
し
ら
ず
、
母
は
明

店
九
の
薪ま

き
ニ
腰
う
ち
か
け
雇や

と
ひ

洗
濯

せ
ん
だ
く

は
す
れ
共
、
娘
に
正
月
の
着
が

へ
な
く（
十
五
ウ
）親
子
三
人
礼
義
正
し
く  

長
屋
附
合
尤
か
た
し
。

隣と
な
り

の
東東
補補
塞塞

か
ぼ
ち
や

の
お
菜 さ

い
、
向
ふ
へ
御
無
心
な
が
ら
糠ぬ

か
と
引
か
へ
に

来
る
娘
は
、
も
じ
の
何
某
と
か
や
。
こ
な
た
の
嚊か

ゝ
は
ち
と
横よ

こ
櫛 ぐ

し
の

ひ  

ね
り
者
一
〇
。
小
間
物
売
、
店
者
の
湯
か
へ
り
を
引
入
て
、
月
に

か
す
り  

は
ど
で
ご
ん
す
一
一
、
大
酒
飲の

み
、
み
な
是
亭
主

て
い
し
ゆ

上
手 ず

に
ま
み

へ
ん
事
を
欲ほ

つ
す
る
者
共
な
り
迚
、
右
内
か
た
く  

娘
に
制
禁
し
て
湯

へ
迚
も
附
合
さ
ね
ば
、
娘
は
二
階
に
の
み
居
て
月
三
野
の
摘つ

み
木
綿

わ
た

の
ぬ
り
桶を

け
と
差
む
か
ひ
、
畳た

ゝ
み

格
子

か
う
し

よ
り
見
お
ろ
す
な
が
し（
十
六

オ
）元
の
狗
の
椀わ

ん
な
る
蚫あ

わ
ひ

の
貝 か

い
の
片
思
ひ
一
二
な
り
し
。さ
れ
ば
、

孝
心
天
の
感か

ん
ず
る
所
、
思
ひ
が
け
な
き
福
や
よ
り
結
納

ゆ
い
い
れ

の
事
す
み
、

近
々
婚
礼

こ
ん
れ
い

の
よ
し
、い
づ
れ
女
の
物
嫉ね

た
み

と
て
、米
と
ぐ
山
だ
し
の

下
女
一
三
は
手
桶
の
姿す

が
た

見
一
四
に
鼻
低

は
な
ひ
く

き
を
恨 う

ら
み
、
閑
所

か
ん
じ
よ

一
五
へ
く

る
嚊か

ゝ
は
、
右
内
が
内
を
見
入
て
一
六
娘
の
鼻
の
高
き
を
に
く
み
、
井

戸
端ば

た
に
あ
つ
ま
り
て
、
よ
く
い
ひ
あ
し
く
い  

ふ
、
昼
さ
か
り
紙
く

ず
か
い
の  

声
高
く
、
右
内
が
内
を
さ
し
の
そ
き
、
溜た

ま
り
は
な
き
や

と
上
り
は
な
に
か
け
有
紙
く
ず
か  

ご
を
取
て
目
に
（
十
六
ウ
）
か

け
、
代
銭
百
文
に
直ね

を
し
て
、
荷
篭

に
か
ご

を
辻 つ

じ
一
七
に
置
来
り
し
と
て
紙

く
ず
を
あ
づ
け
て
出
行
ぬ
。
か
ゝ
る
は
し  

た

 
 

な
き
事
も
娘
が
見
納

じ
や
と
親
子
笑
を
催も

や
う

す
所
へ
、
彼
手
代
勘
八
来
り
け
れ
は
、

追
従

つ
い
し
や
う

一
八
ぎ
ら
ひ
の
右
内
、
そ
れ
お
茶ち

や
よ
御
酒
よ
と
饗も

て
な

し
、
大
き

ふ
見
へ
て
も
お
ろ
か
な
娘
、万
事
此
上
お
た  

の
み
申
、先
つ
日
が
ら

は
い
つ
日
ぞ
と
尋
れ
ば
、
勘
八
頬
面

じ
う
め
ん

つ
く
り
、
主
人
申
ま
す
は
、

気
の
ど
く
な
が
ら
、
縁
邊

ゑ
ん
へ
ん

一
九
変
改

へ
ん
が
い

二
〇
申
間
二
一
、
先
達
て
進
ぜ
ま

し
た
百
両
の
仕
た
く  

金
只
（
十
七
オ
）
今
お
か
へ
し
下
さ
る
べ
し

と
、
に
べ
も
な
く
二
二
い
へ
ば
、
右
内
驚き

や
う

天
し
、
約
束

や
く
そ
く

変
改
常
の

事
な
か
ら
、
痩や

せ
浪
人
の
某
が
娘
、
御
気
に
は
入
ま
ひ
。
御
無
用
と
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仕
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、
そ
の
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、
唐
の
も
の
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門
通
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を
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に
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、
見
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名
も
所
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扨
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意
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し
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二
六
有
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の
所
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し
わ
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と
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の
転
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て
ん
だ
う

、
女
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は
と
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の
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、

此
上
五
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百
日
で
も
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な
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、
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と
た
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見
た
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で
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別
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べ
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で
う
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は
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上
で
祝
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を
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（
十
八
オ
）

下
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と
涙
に
声
も
ふ
る
は
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て
、
勘
八
を
頼
め
ば
、
五
十
日
は

扨
置
、一
夜
て
も  

怖こ
は

ひ

畢〱
竟

ひ
つ
き
や
う

こ
れ
は
、縁
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な
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と
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ふ
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な
れ
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、
百
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た
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、
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う
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ま
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に
催
足

さ
い
そ
く

す
れ
ば
、
さ
し
も
の
右
内
当
惑

と
う
わ
く

し
、
な
る
ほ
ど

そ〱
ふ
あ
れ
ば
、
戻
し
た
ひ  

物
な
れ
共
、
仕
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具
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、
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。
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な
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、
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に
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の
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に
、
勘
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た
ち
、
し
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の
拵こ
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へ
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（
十
八
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よ
道

具
衣
類
持
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内
、襟え
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、
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浪
人
な
れ
ば
こ
そ
、
素す

町
人
二
七
と
縁
を
組
め
、
婚
姻
材

こ
ん
い
ん
さ
い

を
論 ろ

ん
ず

る
二
八

夷 ゑ
び
す

二
九
め
ら
金
子
は
今
夜
中
に
と
ゝ
の
へ
も
ど
し
く
れ
ふ
。

慮
外

り
よ
く
わ
い

三
〇
の
守
銭
奴

し
ゆ
せ
ん
ぬ

三
一
思
ひ
し
れ
と
、
立
蹴け

に
は
つ
た
と
蹴
飛
ば

さ
れ
、
切
兼か

ね
ま
し
き
三
二
顔
色

か
ん
し
よ
く

に
、
不
敵
の
勘
八
気
を
の
ま
れ
、

よ
い

あ〱
す
迄
待
て
や
る
。
遅
ひ  

と
娘
を
み
せ
物
に
売
つ
て
や

る
か
居
ざ
い
そ
く
。
家
主
へ
も
届と

ゞ
け

る
ぞ
と
聞き

け
が
し
に
わ
め
き
ち

ら
し
、
路
次
板
を
ふ
み  

立
帰
り
け
る
。
娘
は
（
十
九
オ
）
袂た

も
と

を
喰

し
ば
り
、
最
前

さ
い
ぜ
ん

よ
り
か
た
す
み
に
泣
く
づ
お
れ
て
居
け
る
が
、
せ

め
て
お
ふ
た
り
の
貧
苦

ひ
ん
く

を
お
救す

く
ひ

申
た
く
、
や
る
ま
ひ  

と
お
つ
し

や
る
を
お
願
ひ
申
た
此
嫁
入
、
か
ふ
な
つ
て
は
皆
欲よ

く
に
厚 あ

つ
皮 か

わ
づ
ら

と
な
ら
べ
て
、

（
ち
て
ん
た
い
）
三
周 し

う
易 ゑ

き
四
十
八
変へ

ん
五
平
岡
右
内

と
宿
札
打
た
る
大
長
屋
の
突つ

き
あ
た
り
井
戸
雪
隠

せ
つ
ゐ
ん

六
と
相
な
ら
ひ
、

芥
溜

ち
り
た
め

七
の
狭 は

さ
み

虫 む
し

、
竈

か
ま
も
と

の
油
虫
、
い
つ
も
這は

う
て
ふ
九
尺
二
間
の

侘
住
居

わ
び
す
ま
い

八
、
父
は
日
暮
よ
り
橋
の
袂た

も
と

に
出
て
、
男
女
相
性
縁
談

ゑ
ん
だ
ん

取

組
の
吉
凶

き
つ
け
う

は
う
ら
な
へ
共
、
我
子
の
身
の
上
は
し
ら
ず
、
母
は
明

店
九
の
薪ま

き
ニ
腰
う
ち
か
け
雇や

と
ひ

洗
濯

せ
ん
だ
く

は
す
れ
共
、
娘
に
正
月
の
着
が

へ
な
く（
十
五
ウ
）親
子
三
人
礼
義
正
し
く  

長
屋
附
合
尤
か
た
し
。

隣と
な
り

の
東東
補補
塞塞

か
ぼ
ち
や

の
お
菜 さ

い
、
向
ふ
へ
御
無
心
な
が
ら
糠ぬ

か
と
引
か
へ
に

来
る
娘
は
、
も
じ
の
何
某
と
か
や
。
こ
な
た
の
嚊か

ゝ
は
ち
と
横よ

こ
櫛 ぐ

し
の

ひ  

ね
り
者
一
〇
。
小
間
物
売
、
店
者
の
湯
か
へ
り
を
引
入
て
、
月
に

か
す
り  

は
ど
で
ご
ん
す
一
一
、
大
酒
飲の

み
、
み
な
是
亭
主

て
い
し
ゆ

上
手 ず

に
ま
み

へ
ん
事
を
欲ほ

つ
す
る
者
共
な
り
迚
、
右
内
か
た
く  

娘
に
制
禁
し
て
湯

へ
迚
も
附
合
さ
ね
ば
、
娘
は
二
階
に
の
み
居
て
月
三
野
の
摘つ

み
木
綿

わ
た

の
ぬ
り
桶を

け
と
差
む
か
ひ
、
畳た

ゝ
み

格
子

か
う
し

よ
り
見
お
ろ
す
な
が
し（
十
六

オ
）元
の
狗
の
椀わ

ん
な
る
蚫あ

わ
ひ

の
貝 か

い
の
片
思
ひ
一
二
な
り
し
。さ
れ
ば
、

孝
心
天
の
感か

ん
ず
る
所
、
思
ひ
が
け
な
き
福
や
よ
り
結
納

ゆ
い
い
れ

の
事
す
み
、

近
々
婚
礼

こ
ん
れ
い

の
よ
し
、い
づ
れ
女
の
物
嫉ね

た
み

と
て
、米
と
ぐ
山
だ
し
の

下
女
一
三
は
手
桶
の
姿す

が
た

見
一
四
に
鼻
低

は
な
ひ
く

き
を
恨 う

ら
み
、
閑
所

か
ん
じ
よ

一
五
へ
く

る
嚊か

ゝ
は
、
右
内
が
内
を
見
入
て
一
六
娘
の
鼻
の
高
き
を
に
く
み
、
井

戸
端ば

た
に
あ
つ
ま
り
て
、
よ
く
い
ひ
あ
し
く
い  

ふ
、
昼
さ
か
り
紙
く

ず
か
い
の  

声
高
く
、
右
内
が
内
を
さ
し
の
そ
き
、
溜た

ま
り
は
な
き
や

と
上
り
は
な
に
か
け
有
紙
く
ず
か  

ご
を
取
て
目
に
（
十
六
ウ
）
か

け
、
代
銭
百
文
に
直ね

を
し
て
、
荷
篭

に
か
ご

を
辻 つ

じ
一
七
に
置
来
り
し
と
て
紙

く
ず
を
あ
づ
け
て
出
行
ぬ
。
か
ゝ
る
は
し  

た

 
 

な
き
事
も
娘
が
見
納

じ
や
と
親
子
笑
を
催も

や
う

す
所
へ
、
彼
手
代
勘
八
来
り
け
れ
は
、

追
従

つ
い
し
や
う

一
八
ぎ
ら
ひ
の
右
内
、
そ
れ
お
茶ち

や
よ
御
酒
よ
と
饗も

て
な

し
、
大
き

ふ
見
へ
て
も
お
ろ
か
な
娘
、万
事
此
上
お
た  

の
み
申
、先
つ
日
が
ら

は
い
つ
日
ぞ
と
尋
れ
ば
、
勘
八
頬
面

じ
う
め
ん

つ
く
り
、
主
人
申
ま
す
は
、

気
の
ど
く
な
が
ら
、
縁
邊

ゑ
ん
へ
ん

一
九
変
改

へ
ん
が
い

二
〇
申
間
二
一
、
先
達
て
進
ぜ
ま

し
た
百
両
の
仕
た
く  

金
只
（
十
七
オ
）
今
お
か
へ
し
下
さ
る
べ
し

と
、
に
べ
も
な
く
二
二
い
へ
ば
、
右
内
驚き

や
う

天
し
、
約
束

や
く
そ
く

変
改
常
の

事
な
か
ら
、
痩や

せ
浪
人
の
某
が
娘
、
御
気
に
は
入
ま
ひ
。
御
無
用
と
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一 

御
ろ
う
じ
ろ…

ご
覧
な
さ
い
。 

 

二 

錦
の
小
路…

京
都
市
中
京
区
に
あ
る
錦
小
路
通
り
を
指
す
。 

三 

ち
て
ん
た
い→

地
天
泰
。
天
の
気
が
下
降
し
、
地
の
気
が
上

昇
し
て
陰
陽
の
二
気
が
交
わ
り
和
す
る
と
い
う
意
。 

四 

周
易…

報
酬
を
得
て
吉
凶
な
ど
を
占
う
こ
と
。
売
卜
。 

五 

十
八
変…

仏
語
。仏
菩
薩
が
定じ

ょ
う

に
は
い
っ
て
行
う
一
八
種
の

変
化
。  

六 

雪
隠…

便
所
の
こ
と
。 

七 

芥
溜…

ご
み
な
ど
の
廃
物
を
捨
て
る
所
。 

八 

侘
住
居…

人
目
を
避
け
た
住
ま
い
。
質
素
で
侘
し
い
住
ま
い
。   

九 

明
店…

人
の
住
ん
で
い
な
い
家
。
空
き
家
。 

一
〇 

ひ
ね
り
者…

変
わ
り
者
。
へ
ん
く
つ
。 

一
一 

月
に
か
す
り  

は
ど
で
ご
ん
す→

「
月
に
霞
は
ど
で
ご
ん
す
」

（
盃
と
二
本
の
箸
と
で
色
々
な
形
を
作
っ
て
み
せ
る
酒
席
で
の

余
興
の
際
に
い
う
台
詞
）
を
踏
ま
え
る
。 

一
二 

鮑
の
貝
の
片
思
ひ…

ア
ワ
ビ
が
一
見
二
枚
貝
の
片
側
の

殻
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
方
か
ら
だ
け
恋
い
慕

う
こ
と
に
い
う
。 

一
三 

山
だ
し
の
下
女…

田
舎
者
の
下
女 

一
四 

手
桶
の
姿
見…

手
桶
の
中
の
水
面
に
顔
が
映
る
様
子
。 

一
五 

閑
所…

雪
隠
の
こ
と
。 

一
六 

見
入
る…

の
ぞ
き
こ
む
。 

一
七 

追
従…

こ
び
へ
つ
ら
う
こ
と
。 

一
八 

辻…

路
上
。
み
ち
ば
た
。 

一
九 

縁
邊…

夫
婦
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
。 

二
〇 

変
改…

約
束
を
破
る
こ
と
。 

二
一 

間…

の
で
。 

二
二 

に
べ
も
な
く…

思
い
や
り
が
な
い
。 

二
三 

仁
躰
な…

見
た
目
が
立
派
な
。 

二
四 

近
頃…

た
い
そ
う
。 

二
五 

笑
止…

困
っ
た
こ
と
。 

二
六 

意
趣…

 

恨
み
。 

二
七 

素
町
人…

た
だ
の
町
人
。
町
人
を
卑
し
め
て
い
う
語
。 

二
八 

材
を
論
ず
る…

不
詳
。
婚
姻
と
い
う
慶
事
に
、
些
末
な
こ

と
で
因
縁
を
つ
け
る
、
と
い
っ
た
意
か
。 

二
九 

夷…

田
舎
者
。 

三
〇 

慮
外…

無
礼
な
。 

三
一 

守
銭
奴…

金
銭
に
執
着
し
、
貯
め
る
こ
と
だ
け
に
熱
心
な

人
。
け
ち
な
人
を
の
の
し
っ
て
い
う
蔑
称
。 

三
二 

切
兼
ま
し
き
顔
色→

切
か
ね
ま
じ
き
顔
色…

今
に
も
切

り
か
ね
な
い
顔
つ
き
。 

三
三
な
娘
じ
や
と
い
は
る
ゝ
此
身
は
い
と
は
ね
ど
、つ  

ら
ひ
せ
つ
な

ひ
耻は

づ
か
し
ひ
。
う
き
名
を
立
ら
れ
ま
だ
そ
の
上
、
お
気
を
も  

ま
せ

て
お
顔
を
つ
ぶ
す
、百
両
の
金
の
事
、世
間
へ
顔
の
む  

け
ら
れ
ぬ
、

わ
た
く
し
な
き
む
か
し
じ
や
と
思
し
め
し
、
勤つ

と
め

奉
公
い
た
し
た

ひ
。
口
入
所
三
四
へ
遣
は
ざ
れ
て
下
さ
り
（
十
九
ウ
）
ま
せ  

と
、
願

ふ
に
ぞ
娘
の
心
根
い
ぢ
ら
し
く
、
母
お
や
は
狂
気

き
や
う
き

の
ご
と
く
縁
な

き
事
は
是
非

ぜ
ひ

な
け
れ
ど
、
疵
を
付
て
の
変
改
は
あ
ま
り
と
い
へ  

は

に
く
ひ
仕
か
た
。
口
お
し
ふ
な
ふ
て
な
ん
と
せ
う
。
せ
め
て  

福
屋

の
内
へ
行
、
い
ふ
た
も
の
い
は
せ
た
も
の
ゝ
詮せ

ん
義 ぎ

を
し
て
、
ろ
く

ろ
首
と
い
は
れ
た
無
念
、
晴
さ
し
て
や
る
べ
し
と
裾す

そ
引
上
て
、
帯

引
し
め
長
押

な
げ
し

に
か
け
し
長
刀

な
ぎ
な
た

お
つ
と
り
、
お
も
て
を
さ
し
て
か  

け

出
す
、
女
房
を
右
内
と
つ
て
引
す
へ
、
女
わ
ら
べ
の  

心
で
は
、
無

念
が
る
は
尤
な
か
ら
、
今
浪
人
の
刃は

物
ざ
ん
ま
い
は
結
納
の
金
を

戻
す
ま
ひ
お
ど
し
（
二
十
オ
）
の
種
と
い
は  

れ
て
親
子
三
人
死
ぬ

よ
り
外
な
し
。
仕し

お
ほ
せ
て
か
ら
、
相
手
は
町
人
あ
ば
れ
も
の
よ

気
ち
が
ひ
よ
、負ま

け
お
し
み
と
、却
て
成
身
か
帰
参
の
願
ひ
の
妨

さ
ま
た
げ

。

紛
失

ふ
ん
じ
つ

し
た
る
小
倉
色
紙
三
五
、
盗
取
た
は
た
し
か
に
軍
兵
衛
、
き
や

つ
を
詮
義

せ
ん
ぎ

し
出
す
迄
は
、
大
切
の
命
、
気
が
つ
か
ぬ
か
と
し
か
り  

付
ら
れ
、
母
と
娘
は
な
き
た
を
れ
、
右
内
も
金
子
調
達

て
う
だ
つ

に
と
む
ね

を
つ
け
る
折
か
ら
に
、
日
暮
を
い
そ
ぐ
紙
く
ず
買
。
荷に

篭 か
ご

を
門
に

お
ろ
し
置
、最
前
預
て
置
た
紙
屑
も
つ
て
参
る
と  

、篭
と
り
出
し
、

是
は
中
に
よ
ほ
ど
油
紙
障
子

し
や
う
し

の
ま
く
り
も
有
は
へ
と
お
し  

（
二
十

ウ
）
付

手〱
に
さ
は
る
も
の
。
何
や
ら
有
と
引
出
し
た
る
縞し

ま
の

小
財
布

さ
い
ふ

そ
つ
と
懐

ふ
と
こ
ろ

へ
押
込
む
体て

い
、
右
内
見
る
ゟ
そ
の
手
を
つ  

か

み
、う
ろ
ん
な
り
三
六
見
せ
を
れ
と
引
す
り
出
す
小
財
布
し
つ
か  

り

お
も
み
。直す

ぐ
に
親
仁

お
や
じ

を
路
次
へ
突つ

き
出
し
見
れ
ば
、小
判
で
百
両
包
。

ハ  

テ
、
此
金
は
と
ふ
し
ぎ
の
中
、
紙
屑
買
は
籠
荷に

な
ひ
、
お
も
て
の

方
へ
二
足
三
足
や
り
や
う
の
無
ひ
百
両
の
金
、
う
れ
し
や
嫁よ

め
に
や

り
お
ほ
せ
た
と
つ
ぶ
や
く
声
を
聞
と
る
親
子
、
さ
て  

は
今
の
は
福

屋
の
旦
那
か
。お
禮
を
と  

か
け
出
る
所
に
な
が
し
元
ゟ（
又
廿
オ
）

白
鼠ね

づ
み

一
疋
飛
で
出
、
門
の
戸
引
立 

〽 

祝
言
の
盃
は
の
ば
し
て

来
年
の
後
編

こ
う
へ
ん

。
チ
ウ
ヽ
チ
ウ
〱
〱
〱
〱
〱  
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一 
御
ろ
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じ
ろ…

ご
覧
な
さ
い
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二 
錦
の
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京
都
市
中
京
区
に
あ
る
錦
小
路
通
り
を
指
す
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三 

ち
て
ん
た
い→

地
天
泰
。
天
の
気
が
下
降
し
、
地
の
気
が
上

昇
し
て
陰
陽
の
二
気
が
交
わ
り
和
す
る
と
い
う
意
。 

四 

周
易…

報
酬
を
得
て
吉
凶
な
ど
を
占
う
こ
と
。
売
卜
。 

五 

十
八
変…

仏
語
。仏
菩
薩
が
定じ

ょ
う

に
は
い
っ
て
行
う
一
八
種
の

変
化
。  

六 

雪
隠…

便
所
の
こ
と
。 

七 

芥
溜…

ご
み
な
ど
の
廃
物
を
捨
て
る
所
。 

八 

侘
住
居…

人
目
を
避
け
た
住
ま
い
。
質
素
で
侘
し
い
住
ま
い
。   

九 

明
店…

人
の
住
ん
で
い
な
い
家
。
空
き
家
。 

一
〇 

ひ
ね
り
者…

変
わ
り
者
。
へ
ん
く
つ
。 

一
一 

月
に
か
す
り  

は
ど
で
ご
ん
す→

「
月
に
霞
は
ど
で
ご
ん
す
」

（
盃
と
二
本
の
箸
と
で
色
々
な
形
を
作
っ
て
み
せ
る
酒
席
で
の

余
興
の
際
に
い
う
台
詞
）
を
踏
ま
え
る
。 

一
二 

鮑
の
貝
の
片
思
ひ…

ア
ワ
ビ
が
一
見
二
枚
貝
の
片
側
の

殻
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
方
か
ら
だ
け
恋
い
慕

う
こ
と
に
い
う
。 

一
三 

山
だ
し
の
下
女…

田
舎
者
の
下
女 

一
四 

手
桶
の
姿
見…

手
桶
の
中
の
水
面
に
顔
が
映
る
様
子
。 

一
五 

閑
所…

雪
隠
の
こ
と
。 

一
六 

見
入
る…

の
ぞ
き
こ
む
。 

一
七 

追
従…

こ
び
へ
つ
ら
う
こ
と
。 

一
八 

辻…

路
上
。
み
ち
ば
た
。 

一
九 

縁
邊…

夫
婦
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
。 

二
〇 

変
改…

約
束
を
破
る
こ
と
。 

二
一 

間…

の
で
。 

二
二 

に
べ
も
な
く…

思
い
や
り
が
な
い
。 

二
三 

仁
躰
な…

見
た
目
が
立
派
な
。 

二
四 

近
頃…

た
い
そ
う
。 

二
五 

笑
止…

困
っ
た
こ
と
。 

二
六 

意
趣…

 

恨
み
。 

二
七 

素
町
人…

た
だ
の
町
人
。
町
人
を
卑
し
め
て
い
う
語
。 

二
八 

材
を
論
ず
る…

不
詳
。
婚
姻
と
い
う
慶
事
に
、
些
末
な
こ

と
で
因
縁
を
つ
け
る
、
と
い
っ
た
意
か
。 

二
九 

夷…

田
舎
者
。 

三
〇 

慮
外…

無
礼
な
。 

三
一 

守
銭
奴…

金
銭
に
執
着
し
、
貯
め
る
こ
と
だ
け
に
熱
心
な

人
。
け
ち
な
人
を
の
の
し
っ
て
い
う
蔑
称
。 

三
二 
切
兼
ま
し
き
顔
色→

切
か
ね
ま
じ
き
顔
色…

今
に
も
切

り
か
ね
な
い
顔
つ
き
。 

三
三
な
娘
じ
や
と
い
は
る
ゝ
此
身
は
い
と
は
ね
ど
、つ  

ら
ひ
せ
つ
な

ひ
耻は

づ
か
し
ひ
。
う
き
名
を
立
ら
れ
ま
だ
そ
の
上
、
お
気
を
も  

ま
せ

て
お
顔
を
つ
ぶ
す
、百
両
の
金
の
事
、世
間
へ
顔
の
む  

け
ら
れ
ぬ
、

わ
た
く
し
な
き
む
か
し
じ
や
と
思
し
め
し
、
勤つ

と
め

奉
公
い
た
し
た

ひ
。
口
入
所
三
四
へ
遣
は
ざ
れ
て
下
さ
り
（
十
九
ウ
）
ま
せ  

と
、
願

ふ
に
ぞ
娘
の
心
根
い
ぢ
ら
し
く
、
母
お
や
は
狂
気

き
や
う
き

の
ご
と
く
縁
な

き
事
は
是
非

ぜ
ひ

な
け
れ
ど
、
疵
を
付
て
の
変
改
は
あ
ま
り
と
い
へ  

は

に
く
ひ
仕
か
た
。
口
お
し
ふ
な
ふ
て
な
ん
と
せ
う
。
せ
め
て  

福
屋

の
内
へ
行
、
い
ふ
た
も
の
い
は
せ
た
も
の
ゝ
詮せ

ん
義 ぎ

を
し
て
、
ろ
く

ろ
首
と
い
は
れ
た
無
念
、
晴
さ
し
て
や
る
べ
し
と
裾す

そ
引
上
て
、
帯

引
し
め
長
押

な
げ
し

に
か
け
し
長
刀

な
ぎ
な
た

お
つ
と
り
、
お
も
て
を
さ
し
て
か  

け

出
す
、
女
房
を
右
内
と
つ
て
引
す
へ
、
女
わ
ら
べ
の  

心
で
は
、
無

念
が
る
は
尤
な
か
ら
、
今
浪
人
の
刃は

物
ざ
ん
ま
い
は
結
納
の
金
を

戻
す
ま
ひ
お
ど
し
（
二
十
オ
）
の
種
と
い
は  

れ
て
親
子
三
人
死
ぬ

よ
り
外
な
し
。
仕し

お
ほ
せ
て
か
ら
、
相
手
は
町
人
あ
ば
れ
も
の
よ

気
ち
が
ひ
よ
、負ま

け
お
し
み
と
、却
て
成
身
か
帰
参
の
願
ひ
の
妨

さ
ま
た
げ

。

紛
失

ふ
ん
じ
つ

し
た
る
小
倉
色
紙
三
五
、
盗
取
た
は
た
し
か
に
軍
兵
衛
、
き
や

つ
を
詮
義

せ
ん
ぎ

し
出
す
迄
は
、
大
切
の
命
、
気
が
つ
か
ぬ
か
と
し
か
り  

付
ら
れ
、
母
と
娘
は
な
き
た
を
れ
、
右
内
も
金
子
調
達

て
う
だ
つ

に
と
む
ね

を
つ
け
る
折
か
ら
に
、
日
暮
を
い
そ
ぐ
紙
く
ず
買
。
荷に

篭 か
ご

を
門
に

お
ろ
し
置
、最
前
預
て
置
た
紙
屑
も
つ
て
参
る
と  

、篭
と
り
出
し
、

是
は
中
に
よ
ほ
ど
油
紙
障
子

し
や
う
し

の
ま
く
り
も
有
は
へ
と
お
し  

（
二
十

ウ
）
付

手〱
に
さ
は
る
も
の
。
何
や
ら
有
と
引
出
し
た
る
縞し

ま
の

小
財
布

さ
い
ふ

そ
つ
と
懐

ふ
と
こ
ろ

へ
押
込
む
体て

い
、
右
内
見
る
ゟ
そ
の
手
を
つ  

か

み
、う
ろ
ん
な
り
三
六
見
せ
を
れ
と
引
す
り
出
す
小
財
布
し
つ
か  

り

お
も
み
。直す

ぐ
に
親
仁

お
や
じ

を
路
次
へ
突つ

き
出
し
見
れ
ば
、小
判
で
百
両
包
。

ハ  

テ
、
此
金
は
と
ふ
し
ぎ
の
中
、
紙
屑
買
は
籠
荷に

な
ひ
、
お
も
て
の

方
へ
二
足
三
足
や
り
や
う
の
無
ひ
百
両
の
金
、
う
れ
し
や
嫁よ

め
に
や

り
お
ほ
せ
た
と
つ
ぶ
や
く
声
を
聞
と
る
親
子
、
さ
て  

は
今
の
は
福

屋
の
旦
那
か
。お
禮
を
と  

か
け
出
る
所
に
な
が
し
元
ゟ（
又
廿
オ
）

白
鼠ね

づ
み

一
疋
飛
で
出
、
門
の
戸
引
立 

〽 

祝
言
の
盃
は
の
ば
し
て

来
年
の
後
編

こ
う
へ
ん

。
チ
ウ
ヽ
チ
ウ
〱
〱
〱
〱
〱  
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に
嗚
呼

あ
ゝ

、
是
何
人
の
寮れ

う
一
〇
な
る
ぞ
。
柾ま

さ
木 き

垣
の
奥
（
廿
一
ウ
）
ふ

か
く
、
廣
々
た
る
書
院

し
よ
い
ん

先
に
一
個こ

の
美
人
、
小
町
一
一
が
寝
起
も
よ

も
是
ほ
ど
に
は
有
べ
か
ら
ず
。
垣
に
咲
た
る
朝
㒵が

ほ
の
花
ほ
ど
口
を

欠
伸

あ
く
び

し
て
、
寝
み
だ
れ
髪
の
立
姿
、
ぞ
つ
と
素す

顔
の
な
が
し
目
に

〽
ち
ぎ
れ

の〱
雲
み
れ
ば
夕
ア
ね
ぬ
身
の
と
け
し  

な
き
一
二
、
わ

れ
か
姿
に
見
と
れ
る
風
情

ふ
ぜ
い

。
慥
に
二
代
目
の
桧
扇
と
、
見
た
目
は

ひ
が
目
か
頃
し
も  

夏
の
夜
の
ほ
の

と〲
利
休
形

き
う
が
た

一
三
の
石
檠

と
う
ろ
う

。

ま
だ
明
の
こ
り
時
鳥
、
百を

ち
千
か
へ
り
一
四
な
く
、
植う

へ
込
庭
の
物
ず
き

に
、
亭
主
茶
人
と
し
ら
れ
、
明
は
な
し
た
る
座
敷
の
内
、
紗し

や
の
蚊 か

屋
一
五
河
風
に
飄

ひ
る
が
へ
つ

て
、
冷
し
縁
側

ゑ
ん
が
わ

に
遣
ひ
捨
し
お
が
ひ
茶
わ
ん
一

六
は
定
し
吉
原
や
う
じ  

一
七
（
廿
二
オ
）
紅
粉
や
の
歯
み
が
き
一
八
な

る
に
や
と
粹
す
る
程
、
な  

を
此
あ
る
じ
心
に
く
ゝ
、
閑か

ん
麗 れ

い
う
つ
と

り
と
な
り
て
、
舟
の
内
よ
り
う  

ら
山
し
げ
に
見
か
へ
れ
ば
、
か
な

た
も
名
残こ

り
を
し
げ
に
見
送
る
顔
の
次
第
に
小ち

い
さ

く
見
へ
て
、
目
鼻は

な

も
き
え

と〱
な
り  

て
、
心
ぼ
そ
く
も
舟
、
柳
橋
に
着
け
ば
、
其

日
逢
方
の
事
は
思
ひ
た
へ
、彼か

の
李 り

夫
人

ふ
し
ん

が
い
に
し
へ
反
魂

は
ん
ご
ん

香 か
う

一
九
に

あ
ら
ば
こ
そ
、
翌
日

よ
く
じ
つ

又
七
つ
さ
が
り
に
舟
に
乗
し
ふ
な
虫む

し
を
お
ど

ろ
か
し
て
、
石
か
け
際ぎ

は
を
漕 こ

が
す
れ
ば
、
縁ゑ

ん
な
る
か
な
、
か
の
寮れ

う
の

前
、
美
人

ひ
し
ん

き
ら
び
や
か
に
夕
化
粧
し
て
桟
橋

さ
ん
は
し

に
釣 つ

り
を
し
て
居
け
れ

ば
、
閑
麗

か
ん
れ
い

思
は
ず
お
釣
の
お
じ
や
ま
と
物
い
ひ
懸
れ
（
廿
二
ウ
）

ば
、
愛
敬
笑ゑ

み
を
ふ
く
み
、
夕
ぐ
れ
の
御
急
な
が
ら
、
ち
よ
つ
と
お

た
ば
こ
一
ぷ
く
と
そ
ら
さ
ず
、又
無
拠
体
に
饗も

て
な

し
、舟
着
さ
せ
て

座
敷
へ
通
し  

、
今
宵
は
内
に
も
江
戸
へ
茶
に
よ
ば
れ
て
参
、
帰
り

の
程
も
し
れ
ざ
れ
ば
、
さ  

び
し
き
折
か
ら
さ
い
わ
い
一
ツ
献 こ

ん
、
お

す
ゝ
め
申
さ
ん
と
料
理
人
を
呼よ

ん
て
何
や
ら
咡さ

ゝ
や

く
。
程
な
く
座
附

の
吸
も
の
出
る
。
其
献
立
に
曰い

わ
く

、
ま
づ
鯛た

い
に
紫
阳

あ
ぢ
さ
い

白
𩵋𩵋
に
な
め

鱸す
ゞ
き

二
〇

削 け
つ
り

烏
賊

い
か

二
一
に
紫
蘇

し
そ

の
吸
も
の
。
取
肴
に
は
、
氷こ

ほ
り

ど
う
ふ

の
其
次
に
も
じ
戸
棚

と
だ
な

二
二
よ
り
取
出
す
其
品
々
、
田
螺に

し
の
粕 か

す
漬 つ

け
切

納
豆

な
つ
と
う

照 

韶
阳
𩵋𩵋

こ

ま

め
二
三
と
ち
鰯 い

わ
し

鱲
か
ら
す
み

薤
ら
つ
き
よ

海
鼠
腸

こ
の
わ
た

二
四
の
類
、
器う

つ
わ

は

（
廿
三
オ
）
風
雅
に
お
も
し
ろ
く
、
捻ひ

ね
つ
て
意
気
な
も
て
な
し
な

り
。
ア
ノ
煎
酒
は
、
酒
に
は
一
向
な
物
で
お
ざ
い
ま
す
ね
。
生き

醤
油

三
三 

厚
皮
づ
ら…

あ
つ
か
ま
し
い
。
恥
知
ら
ず
。 

三
四 
口
入
所…

奉
公
人
を
周
旋
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
店
。 

三
五 
紛
失
し
た
る
小
倉
色
紙…

江
戸
時
代
に
は
半
数
以
上
失

わ
れ
た
、藤
原
定
家
筆
と
い
わ
れ
る『
小
倉
百
人
一
首
』の
色
紙
。

定
家
の
評
価
か
ら
高
値
が
付
い
た
。 

三
六 

う
ろ
ん
な
り…
怪
し
い
。 

※
本
話
は
近
松
門
左
衛
門
作
『
夕
霧
阿
波
鳴
渡
』
の
人
名
や
趣
向

を
部
分
的
に
取
り
込
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
。（
小
栗
軍
兵
衛→

小

栗
軍
兵
衛
・
平
岡
左
近→

平
岡
右
内
な
ど
） 

 
 

 

仇仇
物物
屋屋
舗舗

あ
た
も
の
や
し
き

のの
主主ぬ

し
意意
気気

い
き

なな
子子
をを
生生
話話

う
む
こ
と  

中
む
か
し
一
の
事
な
り
け
ん
、
難
波
津

な
に
は
づ

の
新
町
に
西
扇
や
の
桧ひ

扇

と
か
や
い
へ
る
遊
女
、
あ
る
人
に
請
出
二
出
さ
れ  
、
其
住
す
て
し

別
荘

べ
つ
そ
う

の
跡
、仇
物
や
し
き
と
云
ひ
伝
へ
て
、今
は
昔む

か
し

に
な
り
侍
る
。

爰
に
閑か

ん
麗 れ

い
と
い
へ
る
一
ツ
個 こ

の
大
尽じ

ん
、美 び

に
し
て
且か

つ
粹
な
る
聞
へ
、

里
に
名
高
く
、
二
世
と
契ち

ぎ
り
し
逢 あ

い
方 か

た
三
の
か
な
ら
ず
心
易や

す
だ
て
よ

り
、
口
舌

く
ぜ
つ

四
と
な
れ
る
き
ぬ

五〲
の
（
又
廿
ウ
）
ま
だ
夜
ふ
か
き

に
七
軒け

ん
の
茶
や
が
許も

と
な
る
水
ぞ
う
す
ひ
、
例れ

い
の
癇
癪

か
ん
し
や
く

の
朝
酒
を

引
か
け
、
誂
置
た
る
駕か

ご
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
駕
舁か

き
か
は
な
す
を
聞

に
、旦
那
、息い

き
杖 つ

え
六
の
先
鉄

さ
き
か
ね

に
は
三
寸
下
の
地ち

の
虫
も
沈
む
と
申
、

駕
か
き
の
守
り
と
な
る
ゆ
へ
、
狗い

ぬ
も
ほ
へ
ま
せ
ぬ
と
息
ぎ
れ
し
て

の
物
語
も
粹す

い
の
身
に
は
ふ
び
ん
に
思
は
れ
、
酒
も
ち
こ
し
て
ふ
ら

つ  

け
ば
、
舟
に
せ
ん
と
紙
洗あ

ら
ひ

橋
の
際き

は
に
て
暇い

と
ま

を
や
れ
は
、
駕
舁

共
は
横
付
の
駕
百
五
十
の
あ
ぶ
れ
ま
し
に  

な
ら
ぬ
を
悦
ひ
て
、
わ

か
れ
ぬ
。
そ
も

通〱
ひ
な
れ
た
る
土
手
八
丁
七
、
く  

ら
き
を
（
廿

一
オ
）た
ど
る
堀
の
お
り
ぎ
は
、
舟
か

夜〱
明
に
近
き
蛙か

は
づ

の
声

も
思
ひ
有
身
は
か
し
ま
し
く
、
朝
汐し

ほ
干 ひ

て
じ
れ
つ
た
き
大
桟さ

ん
橋
よ

り
乗
出
せ
ば
、隅
田
堤

す
だ
つ
ゝ
み

の
虫
の
声
。御
縁
日
の
ご
と
く
狐
火
消
〱

と
、狐
に
お
と
れ
る
逢
方
の
白
情

は
く
じ
や
う

を
恨 う

ら
み
、河
東
ふ
し 

八
〽
う
き
世

の
夢
の
み  

し
か
さ
を
か
り
ね
の
夢
に
う
つ
し
か  

へ
わ
か
れ
に
な

れ
ば
い
ふ
事
も
わ
す
れ
て
跡
の
も
の
思
ひ
九
、
と
口
舌

く
ぜ
つ

の
鶏 と

り
を
う

な
り
な
か
ら
、
吾
妻

あ
づ
ま

橋 は
し

を
く
ゞ
れ
は
、
千
菜ざ

い
市
の
青

と〱
小
梅

あ
た
り
の
し
ら
む
こ
ろ
ほ
ひ
、
舟
ほ
ど
な
く
菴い

ほ
崎
に
か
ゝ
る
河
岸
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に
嗚
呼

あ
ゝ

、
是
何
人
の
寮れ

う
一
〇
な
る
ぞ
。
柾ま

さ
木 き

垣
の
奥
（
廿
一
ウ
）
ふ

か
く
、
廣
々
た
る
書
院

し
よ
い
ん

先
に
一
個こ

の
美
人
、
小
町
一
一
が
寝
起
も
よ

も
是
ほ
ど
に
は
有
べ
か
ら
ず
。
垣
に
咲
た
る
朝
㒵が

ほ
の
花
ほ
ど
口
を

欠
伸

あ
く
び

し
て
、
寝
み
だ
れ
髪
の
立
姿
、
ぞ
つ
と
素す

顔
の
な
が
し
目
に

〽
ち
ぎ
れ

の〱
雲
み
れ
ば
夕
ア
ね
ぬ
身
の
と
け
し  

な
き
一
二
、
わ

れ
か
姿
に
見
と
れ
る
風
情

ふ
ぜ
い

。
慥
に
二
代
目
の
桧
扇
と
、
見
た
目
は

ひ
が
目
か
頃
し
も  

夏
の
夜
の
ほ
の

と〲
利
休
形

き
う
が
た

一
三
の
石
檠

と
う
ろ
う

。

ま
だ
明
の
こ
り
時
鳥
、
百を

ち
千
か
へ
り
一
四
な
く
、
植う

へ
込
庭
の
物
ず
き

に
、
亭
主
茶
人
と
し
ら
れ
、
明
は
な
し
た
る
座
敷
の
内
、
紗し

や
の
蚊 か

屋
一
五
河
風
に
飄

ひ
る
が
へ
つ

て
、
冷
し
縁
側

ゑ
ん
が
わ

に
遣
ひ
捨
し
お
が
ひ
茶
わ
ん
一

六
は
定
し
吉
原
や
う
じ  

一
七
（
廿
二
オ
）
紅
粉
や
の
歯
み
が
き
一
八
な

る
に
や
と
粹
す
る
程
、
な  

を
此
あ
る
じ
心
に
く
ゝ
、
閑か

ん
麗 れ

い
う
つ
と

り
と
な
り
て
、
舟
の
内
よ
り
う  

ら
山
し
げ
に
見
か
へ
れ
ば
、
か
な

た
も
名
残こ

り
を
し
げ
に
見
送
る
顔
の
次
第
に
小ち

い
さ

く
見
へ
て
、
目
鼻は

な

も
き
え

と〱
な
り  

て
、
心
ぼ
そ
く
も
舟
、
柳
橋
に
着
け
ば
、
其

日
逢
方
の
事
は
思
ひ
た
へ
、彼か

の
李 り

夫
人

ふ
し
ん

が
い
に
し
へ
反
魂

は
ん
ご
ん

香 か
う

一
九
に

あ
ら
ば
こ
そ
、
翌
日

よ
く
じ
つ

又
七
つ
さ
が
り
に
舟
に
乗
し
ふ
な
虫む

し
を
お
ど

ろ
か
し
て
、
石
か
け
際ぎ

は
を
漕 こ

が
す
れ
ば
、
縁ゑ

ん
な
る
か
な
、
か
の
寮れ

う
の

前
、
美
人

ひ
し
ん

き
ら
び
や
か
に
夕
化
粧
し
て
桟
橋

さ
ん
は
し

に
釣 つ

り
を
し
て
居
け
れ

ば
、
閑
麗

か
ん
れ
い

思
は
ず
お
釣
の
お
じ
や
ま
と
物
い
ひ
懸
れ
（
廿
二
ウ
）

ば
、
愛
敬
笑ゑ

み
を
ふ
く
み
、
夕
ぐ
れ
の
御
急
な
が
ら
、
ち
よ
つ
と
お

た
ば
こ
一
ぷ
く
と
そ
ら
さ
ず
、又
無
拠
体
に
饗も

て
な

し
、舟
着
さ
せ
て

座
敷
へ
通
し  

、
今
宵
は
内
に
も
江
戸
へ
茶
に
よ
ば
れ
て
参
、
帰
り

の
程
も
し
れ
ざ
れ
ば
、
さ  

び
し
き
折
か
ら
さ
い
わ
い
一
ツ
献 こ

ん
、
お

す
ゝ
め
申
さ
ん
と
料
理
人
を
呼よ

ん
て
何
や
ら
咡さ

ゝ
や

く
。
程
な
く
座
附

の
吸
も
の
出
る
。
其
献
立
に
曰い

わ
く

、
ま
づ
鯛た

い
に
紫
阳

あ
ぢ
さ
い

白
𩵋𩵋
に
な
め

鱸す
ゞ
き

二
〇

削 け
つ
り

烏
賊

い
か

二
一
に
紫
蘇

し
そ

の
吸
も
の
。
取
肴
に
は
、
氷こ

ほ
り

ど
う
ふ

の
其
次
に
も
じ
戸
棚

と
だ
な

二
二
よ
り
取
出
す
其
品
々
、
田
螺に

し
の
粕 か

す
漬 つ

け
切

納
豆

な
つ
と
う

照 

韶
阳
𩵋𩵋

こ

ま

め
二
三
と
ち
鰯 い

わ
し

鱲
か
ら
す
み

薤
ら
つ
き
よ

海
鼠
腸

こ
の
わ
た

二
四
の
類
、
器う

つ
わ

は

（
廿
三
オ
）
風
雅
に
お
も
し
ろ
く
、
捻ひ

ね
つ
て
意
気
な
も
て
な
し
な

り
。
ア
ノ
煎
酒
は
、
酒
に
は
一
向
な
物
で
お
ざ
い
ま
す
ね
。
生き

醤
油

三
三 

厚
皮
づ
ら…

あ
つ
か
ま
し
い
。
恥
知
ら
ず
。 

三
四 

口
入
所…

奉
公
人
を
周
旋
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
店
。 

三
五 

紛
失
し
た
る
小
倉
色
紙…

江
戸
時
代
に
は
半
数
以
上
失

わ
れ
た
、藤
原
定
家
筆
と
い
わ
れ
る『
小
倉
百
人
一
首
』の
色
紙
。

定
家
の
評
価
か
ら
高
値
が
付
い
た
。 

三
六 

う
ろ
ん
な
り…

怪
し
い
。 

※
本
話
は
近
松
門
左
衛
門
作
『
夕
霧
阿
波
鳴
渡
』
の
人
名
や
趣
向

を
部
分
的
に
取
り
込
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
。（
小
栗
軍
兵
衛→

小

栗
軍
兵
衛
・
平
岡
左
近→

平
岡
右
内
な
ど
） 

 
 

 

仇仇
物物
屋屋
舗舗

あ
た
も
の
や
し
き

のの
主主ぬ

し
意意
気気

い
き

なな
子子
をを
生生
話話

う
む
こ
と  

中
む
か
し
一
の
事
な
り
け
ん
、
難
波
津

な
に
は
づ

の
新
町
に
西
扇
や
の
桧ひ

扇

と
か
や
い
へ
る
遊
女
、
あ
る
人
に
請
出
二
出
さ
れ  

、
其
住
す
て
し

別
荘

べ
つ
そ
う

の
跡
、仇
物
や
し
き
と
云
ひ
伝
へ
て
、今
は
昔む

か
し

に
な
り
侍
る
。

爰
に
閑か

ん
麗 れ

い
と
い
へ
る
一
ツ
個 こ

の
大
尽じ

ん
、美 び

に
し
て
且か

つ
粹
な
る
聞
へ
、

里
に
名
高
く
、
二
世
と
契ち

ぎ
り
し
逢 あ

い
方 か

た
三
の
か
な
ら
ず
心
易や

す
だ
て
よ

り
、
口
舌

く
ぜ
つ

四
と
な
れ
る
き
ぬ

五〲
の
（
又
廿
ウ
）
ま
だ
夜
ふ
か
き

に
七
軒け

ん
の
茶
や
が
許も

と
な
る
水
ぞ
う
す
ひ
、
例れ

い
の
癇
癪

か
ん
し
や
く

の
朝
酒
を

引
か
け
、
誂
置
た
る
駕か

ご
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
駕
舁か

き
か
は
な
す
を
聞

に
、旦
那
、息い

き
杖 つ

え
六
の
先
鉄

さ
き
か
ね

に
は
三
寸
下
の
地ち

の
虫
も
沈
む
と
申
、

駕
か
き
の
守
り
と
な
る
ゆ
へ
、
狗い

ぬ
も
ほ
へ
ま
せ
ぬ
と
息
ぎ
れ
し
て

の
物
語
も
粹す

い
の
身
に
は
ふ
び
ん
に
思
は
れ
、
酒
も
ち
こ
し
て
ふ
ら

つ  

け
ば
、
舟
に
せ
ん
と
紙
洗あ

ら
ひ

橋
の
際き

は
に
て
暇い

と
ま

を
や
れ
は
、
駕
舁

共
は
横
付
の
駕
百
五
十
の
あ
ぶ
れ
ま
し
に  

な
ら
ぬ
を
悦
ひ
て
、
わ

か
れ
ぬ
。
そ
も

通〱
ひ
な
れ
た
る
土
手
八
丁
七
、
く  

ら
き
を
（
廿

一
オ
）た
ど
る
堀
の
お
り
ぎ
は
、
舟
か

夜〱
明
に
近
き
蛙か

は
づ

の
声

も
思
ひ
有
身
は
か
し
ま
し
く
、
朝
汐し

ほ
干 ひ

て
じ
れ
つ
た
き
大
桟さ

ん
橋
よ

り
乗
出
せ
ば
、隅
田
堤

す
だ
つ
ゝ
み

の
虫
の
声
。御
縁
日
の
ご
と
く
狐
火
消
〱

と
、狐
に
お
と
れ
る
逢
方
の
白
情

は
く
じ
や
う

を
恨 う

ら
み
、河
東
ふ
し 

八
〽
う
き
世

の
夢
の
み  

し
か
さ
を
か
り
ね
の
夢
に
う
つ
し
か  

へ
わ
か
れ
に
な

れ
ば
い
ふ
事
も
わ
す
れ
て
跡
の
も
の
思
ひ
九
、
と
口
舌

く
ぜ
つ

の
鶏 と

り
を
う

な
り
な
か
ら
、
吾
妻

あ
づ
ま

橋 は
し

を
く
ゞ
れ
は
、
千
菜ざ

い
市
の
青

と〱
小
梅

あ
た
り
の
し
ら
む
こ
ろ
ほ
ひ
、
舟
ほ
ど
な
く
菴い

ほ
崎
に
か
ゝ
る
河
岸
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ほ
ど
な
り
共
察さ

つ
し
て
な
ら
、
力
に
な
つ
て
お
く
ん
な
ん
し  

へ
と

か
き
く
と
き
た
る
物
語
に
、
夏
の
夜
の
み
じ
か  

き
夢
を
結
ひ
、
は

や
夜
明
れ
は
、
女
は
名
こ
り  

お
し
け
に
又
の
御
け
ん
は
川
（
廿
五

オ
）
岸
に
ほ
た  

ん
の
灯と

う
篭 ろ

う
四
六
を
と
ほ
し
申
へ
し
。
そ
れ
を
し
る
し  

に
来
り
給
へ
と
や
く
そ
く
し
て
別
れ
ぬ
。
斯
て
閑
麗
、
雨
の
ふ
る  

夜
も
風
の
夜
も
、通
ふ
ほ
と
に

女〱
い
つ
し
か
胤た

ね
四
七
を
や
ど
し
、

易
々

や
す
〱

と
玉
の
男
子
四
八
を
う
み
落
せ
し
か
ふ
し  

き
や
く
ぢ
ら
四
九
て

一
寸
五
分
ほ
と
の
赤
子
、は
ま
く
り
鬢ひ

ん
、こ
ろ
が
き
な
り
五
〇
に
額 ひ

た
い

を
ぬ
き
上
ケ
五
一
、
り
う
き
う
紬つ

む
ぎ

五
二
の
小
袖
縞し

ま
。
か
ん
と
う
の
相

着
五
三
こ
ち
き
仕
立
五
四
の
へ
り
と
り
む  

く
五
五
黒
上
田
五
六
の
は
を

り
を
着
て
生
れ
出
け
れ
は
、
人
々
膽き

も
を
け
し
、
驚

お
と
ろ
ひ

て
胞
衣

へ
な

五
七
を

見
れ
は
、血
す
し
あ
ら
そ
は
れ
ぬ
三
か
い
菱ひ

し
五
八
の
か
げ
と
桜
の
ひ

よ
く（
廿
五
ウ
）紋も

ん
五
九
青

と〱
見
ゆ
れ
は
、閑か

ん
麗 れ

い
い
よ

奇〱
異

き
ゐ

の
思
ひ
を
な
し
、
頭か

し
ら

二
ツ
有
子
を
産う

み
し
事
、年
代
記
に
は
見
へ
た

れ
共
、
是
は
通
六
〇
な
る
子
を
産
し
母
こ
そ
正ま

さ
に
化
粧

け
し
や
う

の
も
の
六
一
。

い
で
正
体

し
や
う
た
い

を
あ
ら
は
さ
ん
と
既す

で
に
屏
風

ひ
や
う
ぶ

を
あ
け
ん
と
し
て
、
う

ん
と
斗
リ
に
悶
絶

も
ん
ぜ
つ

し
、し
ば
ら
く
息い

き
は
た
へ
た
り
。時
に
産
婦
赤
子

の
傍

か
た
は
ら

に
寄
、今
は
何
を
か
つ
ゝ
ま
ん
。誠
は
此
身
人
間
な
ら
ず
、

年
経ふ

る
首
尾

し
ゆ
ひ

の
松
六
二
の
性 せ

い
な
る
ぞ
や
。
今
、
意
気

い
き

人
と
契
り
を
こ

め
、
そ
な
た
を
う
み
し
上
か
ら
は
、
人
界か

い
の
望 の

そ
み

達 た
つ

し
た
れ
は
、
元

の
生
土

し
や
う
ど

に
か
へ
る
ぞ
や
。
必
々
せ
い
じ
ん
し  

て
そ
ろ
は
ん
（
廿
六

オ
）
商
売
せ
い
出
し
て
、
孝
行
な
お
と
な
し
ひ
子
と
誉ほ

め
ら
れ
ら
れ

マ
マ

よ
。
む
だ
金
つ
か
ひ
ど
う
ら
く  

し
て
、
道
理
よ
女
郎
の
子
じ
や
も

の
と
母
が
名
ま
で
を
穢け

か
し
や
ん
な
。
お
な
こ
り
お
し
ひ
は
閑
麗
さ

ん
、
信
田
の
妻
六
三
に
あ  

ら
ね
共
、
松
ふ
く
風
を
わ
た
し
と
思
ふ
て

お
く
れ
な
ん
し
に
へ
夜
明
に
近
き
名
ご
り
の
鐘か

ね
、
涙
は
尽
し
お
さ  

ら
は
と
、
か
き
け
す
ご
と

 

く
失
け
れ
は
、
閑
麗
ふ
つ
と
息
吹
か
へ

し
、
ヤ
レ
ま
て
女
房
か
へ
せ
も
ど
れ
と
あ
せ
れ
共
、
た
ゞ
颯さ

つ
々
た
る

松
声

せ
う
せ
い

の
み
空 む

な
し
き
産
家

う
ぶ
や

の
屏
風
に
松
花
堂

せ
う
く
わ
た
う

六
四
の
さ
も
見（
廿
六
ウ
）

事
な
る
手
跡

し
ゆ
せ
き

六
五
に
て
、
一
首
の
哥
を
書
付
た
り
。 

こ
ひ
し
く
ば
猪
牙
で
き
て
見
よ
今
戸
な
る
う
れ
し
の  

森
の

首
尾
の
松
の
葉 

に
鰊
鯑

か
づ
の
こ

山
葵

わ
さ
ひ

酢 す

に
生
海
鼠

な
ま
こ

と
い
ふ
所
が
、
わ
た
く
し
は
い
つ
そ
好

で
お
ざ
り
い
す
よ
と
い
ふ
詞
の
は
し
、
閑
麗
心
に
感か

ん
じ
、
扨
こ
そ

な
れ
の
果
と
見
て
取
よ
り
、
初
な
じ
み
か
ら
打
解と

け
て
互
に
洒
落

し
や
れ

も

時
う
つ
れ
は
、二
人
が
背せ

な
の
蚊 か

を
お
ひ
な
が
ら
、居い

眠 ね
ふ

る
と
酌し

や
く

す

る
妼
に
い
つ
て
ね
や
よ
と
夜
づ
め
を
引
か
せ
二
五
、
ヲ
ヤ
蚊 か

が
た
べ

て
な
り
イ
せ
ん
。
モ
シ
ヘ
、
御
め
ん
な
ん
し  

へ
と
あ
い
さ
つ
し
て
、

す
き
や
ち  

ゞ
み
二
六
の
裏
は
し
ろ
ち
り
め  

ん
の
袷
か
た
び
ら
二
七
を

着
か
へ
、
住
よ
し
ぎ
れ
二
八
の
平
く
け
二
九
を
（
廿
三
ウ
）
し
め  

、
御

茶
一
ツ
ふ
く
と
数
寄

す
き
や

屋
に
請せ

う
じ
、
直す

ぐ
に
金
鳳
花

ほ
う
け

を
粹 い

け
て
竹
村
の
巻

せ
ん
べ
い
三
〇
龍 り

う
眼 が

ん
肉 に

く
三
一
を
口
取
に
出
し
て
、
さ
も
し
と
や
か
に

座
し
て
、手
も
と
う
つ
く
し
き
手
調ま

へ
の
内
、閑
麗
額ひ

た
い

に
て
其
顔か

ほ
を

見
れ
ば
、
酔
ほ
の
や
か
な
る
自
慢

じ
ま
ん

ら
し
き
目
元
、
譬た

と
へ
は
白
練ね

り
の

下
よ
り
白
粉

お
し
ろ
ひ

の
包
紙
の
紅
摺

べ
に
ず
り

三
二
を
漉 す

き
通
し
た
る
ご
と
く
、居
ず
ま

ひ
く
づ
れ
て
長
い
も
じ
の
白
縮
緬

ち
り
め
ん

よ
り
猶
白
き
ひ
ざ
つ
こ
顕
は

れ
、
酔
に
み
だ
れ
て
茶
斤き

ん
を
落
せ
ば
、
お
ゆ
る
し
な
ん
し
と
立
つ

を
引
と
め  

、
お
茶
斤
臺
に
は
及
は
ず
と
、
其
手
を
と
れ
ば
、
目
も

う
る
み
、
嬉う

れ
し
げ
に
、
ホ
ン
ニ
（
廿
四
オ
）
ふ
し
ぎ
な
御
ゑ
ん
の  

は

し
、
し
こ
つ
て
三
三
御
通
ひ
な
ん
す
御
方
の
事
、
と  

う
か
ら
わ
た
く

し
は
お
近
付
の
気
に
な
つ
て
、
い
つ
ぞ
は
御
目
に
か
ゝ
り
た
ひ
と  

気
を
も
ん
で
お
り
い  

し
た
。
夫
に
付
て
の
物
か
た
り
、
お
聞
な
ん

す
罪つ

み
は
お
ざ
ん
す
ま
ひ
が
、
し
ん
に
聞
て
お
く
ん
な
ん
し
。
お
咄

し
申
す
も
涙
の
た
ね
。
勤つ

と
め

の
む
か
し
、
つ
き
だ
し  

三
四
よ
り
、
年
ン

の
明
く
三
五
迄
な
れ
染
て
、
請
出
さ
れ
ん
し
た
此
家
の
旦
那
、
去
年

こ
ぞ

の
初
秋
死
わ
か
れ
、
悲か

な
し
ひ
に
付
恋
し
ひ
に
付
、
本
ン
に
苦
界

く
か
い

三
六

の
其
中
に
も
、
の
ろ  

ひ
ほ
ど
三
七
、
実
が
有
、
二
度
迄
勘
当
三
八
う
け

な
ん
し  

て
小
店
を
か
り
の
揚
屋
町
三
九
、
ば
か
ら
し
ひ
（
廿
四
ウ
）

程
わ
た
く
し
も
雲
と
な
り
、
雨
と
な
り  

四
〇
ん
し
て
や
う

お〱
の

字
の
名
四
一
を
付
て
、素
足

す
あ
し

も
や
ほ
な
足
袋

た
び

に
な
り
四
二
、や
れ
嬉
し

や
と
思
ふ
間
も
な
く  

は
か
な
ひ
別
れ
、昔
の
高
尾
さ
ん
四
三
や
小
紫

さ
ん
四
四
が
御
出だ

し
な
ん
し
た
操み

さ
ほ

に
な
ら
ひ
、
死
な
ふ
と
思
ひ
詰

た
内
、
ふ
つ
と
お
見
う
け
申
、
先せ

ん
の
旦
那
に
肖せ

う
四
五
ざ
ん
す
。
あ
れ

ほ
と
迄
に
も
似
る
も
の
か
と
思
ひ
い
し
た  

か
苦
労
の
は
し
ま
り
。

- 186 -



露つ
ゆ

ほ
ど
な
り
共
察さ

つ
し
て
な
ら
、
力
に
な
つ
て
お
く
ん
な
ん
し  

へ
と

か
き
く
と
き
た
る
物
語
に
、
夏
の
夜
の
み
じ
か  

き
夢
を
結
ひ
、
は

や
夜
明
れ
は
、
女
は
名
こ
り  

お
し
け
に
又
の
御
け
ん
は
川
（
廿
五

オ
）
岸
に
ほ
た  
ん
の
灯と

う
篭 ろ

う
四
六
を
と
ほ
し
申
へ
し
。
そ
れ
を
し
る
し  

に
来
り
給
へ
と
や
く
そ
く
し
て
別
れ
ぬ
。
斯
て
閑
麗
、
雨
の
ふ
る  

夜
も
風
の
夜
も
、通
ふ
ほ
と
に

女〱
い
つ
し
か
胤た

ね
四
七
を
や
ど
し
、

易
々

や
す
〱

と
玉
の
男
子
四
八
を
う
み
落
せ
し
か
ふ
し  

き
や
く
ぢ
ら
四
九
て

一
寸
五
分
ほ
と
の
赤
子
、は
ま
く
り
鬢ひ

ん
、こ
ろ
が
き
な
り
五
〇
に
額 ひ

た
い

を
ぬ
き
上
ケ
五
一
、
り
う
き
う
紬つ

む
ぎ

五
二
の
小
袖
縞し

ま
。
か
ん
と
う
の
相

着
五
三
こ
ち
き
仕
立
五
四
の
へ
り
と
り
む  

く
五
五
黒
上
田
五
六
の
は
を

り
を
着
て
生
れ
出
け
れ
は
、
人
々
膽き

も
を
け
し
、
驚

お
と
ろ
ひ

て
胞
衣

へ
な

五
七
を

見
れ
は
、血
す
し
あ
ら
そ
は
れ
ぬ
三
か
い
菱ひ

し
五
八
の
か
げ
と
桜
の
ひ

よ
く（
廿
五
ウ
）紋も

ん
五
九
青

と〱
見
ゆ
れ
は
、閑か

ん
麗 れ

い
い
よ

奇〱
異

き
ゐ

の
思
ひ
を
な
し
、
頭か

し
ら

二
ツ
有
子
を
産う

み
し
事
、年
代
記
に
は
見
へ
た

れ
共
、
是
は
通
六
〇
な
る
子
を
産
し
母
こ
そ
正ま

さ
に
化
粧

け
し
や
う

の
も
の
六
一
。

い
で
正
体

し
や
う
た
い

を
あ
ら
は
さ
ん
と
既す

で
に
屏
風

ひ
や
う
ぶ

を
あ
け
ん
と
し
て
、
う

ん
と
斗
リ
に
悶
絶

も
ん
ぜ
つ

し
、し
ば
ら
く
息い

き
は
た
へ
た
り
。時
に
産
婦
赤
子

の
傍

か
た
は
ら

に
寄
、今
は
何
を
か
つ
ゝ
ま
ん
。誠
は
此
身
人
間
な
ら
ず
、

年
経ふ

る
首
尾

し
ゆ
ひ

の
松
六
二
の
性 せ

い
な
る
ぞ
や
。
今
、
意
気

い
き

人
と
契
り
を
こ

め
、
そ
な
た
を
う
み
し
上
か
ら
は
、
人
界か

い
の
望 の

そ
み

達 た
つ

し
た
れ
は
、
元

の
生
土

し
や
う
ど

に
か
へ
る
ぞ
や
。
必
々
せ
い
じ
ん
し  

て
そ
ろ
は
ん
（
廿
六

オ
）
商
売
せ
い
出
し
て
、
孝
行
な
お
と
な
し
ひ
子
と
誉ほ

め
ら
れ
ら
れ

マ
マ

よ
。
む
だ
金
つ
か
ひ
ど
う
ら
く  

し
て
、
道
理
よ
女
郎
の
子
じ
や
も

の
と
母
が
名
ま
で
を
穢け

か
し
や
ん
な
。
お
な
こ
り
お
し
ひ
は
閑
麗
さ

ん
、
信
田
の
妻
六
三
に
あ  

ら
ね
共
、
松
ふ
く
風
を
わ
た
し
と
思
ふ
て

お
く
れ
な
ん
し
に
へ
夜
明
に
近
き
名
ご
り
の
鐘か

ね
、
涙
は
尽
し
お
さ  

ら
は
と
、
か
き
け
す
ご
と

 

く
失
け
れ
は
、
閑
麗
ふ
つ
と
息
吹
か
へ

し
、
ヤ
レ
ま
て
女
房
か
へ
せ
も
ど
れ
と
あ
せ
れ
共
、
た
ゞ
颯さ

つ
々
た
る

松
声

せ
う
せ
い

の
み
空 む

な
し
き
産
家

う
ぶ
や

の
屏
風
に
松
花
堂

せ
う
く
わ
た
う

六
四
の
さ
も
見（
廿
六
ウ
）

事
な
る
手
跡

し
ゆ
せ
き

六
五
に
て
、
一
首
の
哥
を
書
付
た
り
。 

こ
ひ
し
く
ば
猪
牙
で
き
て
見
よ
今
戸
な
る
う
れ
し
の  

森
の

首
尾
の
松
の
葉 

に
鰊
鯑

か
づ
の
こ

山
葵

わ
さ
ひ

酢 す

に
生
海
鼠

な
ま
こ

と
い
ふ
所
が
、
わ
た
く
し
は
い
つ
そ
好

で
お
ざ
り
い
す
よ
と
い
ふ
詞
の
は
し
、
閑
麗
心
に
感か

ん
じ
、
扨
こ
そ

な
れ
の
果
と
見
て
取
よ
り
、
初
な
じ
み
か
ら
打
解と

け
て
互
に
洒
落

し
や
れ

も

時
う
つ
れ
は
、二
人
が
背せ

な
の
蚊 か

を
お
ひ
な
が
ら
、居い

眠 ね
ふ

る
と
酌し

や
く

す

る
妼
に
い
つ
て
ね
や
よ
と
夜
づ
め
を
引
か
せ
二
五
、
ヲ
ヤ
蚊 か

が
た
べ

て
な
り
イ
せ
ん
。
モ
シ
ヘ
、
御
め
ん
な
ん
し  

へ
と
あ
い
さ
つ
し
て
、

す
き
や
ち  

ゞ
み
二
六
の
裏
は
し
ろ
ち
り
め  

ん
の
袷
か
た
び
ら
二
七
を

着
か
へ
、
住
よ
し
ぎ
れ
二
八
の
平
く
け
二
九
を
（
廿
三
ウ
）
し
め  

、
御

茶
一
ツ
ふ
く
と
数
寄

す
き
や

屋
に
請せ

う
じ
、
直す

ぐ
に
金
鳳
花

ほ
う
け

を
粹 い

け
て
竹
村
の
巻

せ
ん
べ
い
三
〇
龍 り

う
眼 が

ん
肉 に

く
三
一
を
口
取
に
出
し
て
、
さ
も
し
と
や
か
に

座
し
て
、手
も
と
う
つ
く
し
き
手
調ま

へ
の
内
、閑
麗
額ひ

た
い

に
て
其
顔か

ほ
を

見
れ
ば
、
酔
ほ
の
や
か
な
る
自
慢

じ
ま
ん

ら
し
き
目
元
、
譬た

と
へ
は
白
練ね

り
の

下
よ
り
白
粉

お
し
ろ
ひ

の
包
紙
の
紅
摺

べ
に
ず
り

三
二
を
漉 す

き
通
し
た
る
ご
と
く
、居
ず
ま

ひ
く
づ
れ
て
長
い
も
じ
の
白
縮
緬

ち
り
め
ん

よ
り
猶
白
き
ひ
ざ
つ
こ
顕
は

れ
、
酔
に
み
だ
れ
て
茶
斤き

ん
を
落
せ
ば
、
お
ゆ
る
し
な
ん
し
と
立
つ

を
引
と
め  

、
お
茶
斤
臺
に
は
及
は
ず
と
、
其
手
を
と
れ
ば
、
目
も

う
る
み
、
嬉う

れ
し
げ
に
、
ホ
ン
ニ
（
廿
四
オ
）
ふ
し
ぎ
な
御
ゑ
ん
の  

は

し
、
し
こ
つ
て
三
三
御
通
ひ
な
ん
す
御
方
の
事
、
と  

う
か
ら
わ
た
く

し
は
お
近
付
の
気
に
な
つ
て
、
い
つ
ぞ
は
御
目
に
か
ゝ
り
た
ひ
と  

気
を
も
ん
で
お
り
い  

し
た
。
夫
に
付
て
の
物
か
た
り
、
お
聞
な
ん

す
罪つ

み
は
お
ざ
ん
す
ま
ひ
が
、
し
ん
に
聞
て
お
く
ん
な
ん
し
。
お
咄

し
申
す
も
涙
の
た
ね
。
勤つ

と
め

の
む
か
し
、
つ
き
だ
し  

三
四
よ
り
、
年
ン

の
明
く
三
五
迄
な
れ
染
て
、
請
出
さ
れ
ん
し
た
此
家
の
旦
那
、
去
年

こ
ぞ

の
初
秋
死
わ
か
れ
、
悲か

な
し
ひ
に
付
恋
し
ひ
に
付
、
本
ン
に
苦
界

く
か
い

三
六

の
其
中
に
も
、
の
ろ  

ひ
ほ
ど
三
七
、
実
が
有
、
二
度
迄
勘
当
三
八
う
け

な
ん
し  

て
小
店
を
か
り
の
揚
屋
町
三
九
、
ば
か
ら
し
ひ
（
廿
四
ウ
）

程
わ
た
く
し
も
雲
と
な
り
、
雨
と
な
り  

四
〇
ん
し
て
や
う

お〱
の

字
の
名
四
一
を
付
て
、素
足

す
あ
し

も
や
ほ
な
足
袋

た
び

に
な
り
四
二
、や
れ
嬉
し

や
と
思
ふ
間
も
な
く  

は
か
な
ひ
別
れ
、昔
の
高
尾
さ
ん
四
三
や
小
紫

さ
ん
四
四
が
御
出だ

し
な
ん
し
た
操み

さ
ほ

に
な
ら
ひ
、
死
な
ふ
と
思
ひ
詰

た
内
、
ふ
つ
と
お
見
う
け
申
、
先せ

ん
の
旦
那
に
肖せ

う
四
五
ざ
ん
す
。
あ
れ

ほ
と
迄
に
も
似
る
も
の
か
と
思
ひ
い
し
た  

か
苦
労
の
は
し
ま
り
。
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一
三 

利
休
形…

な
だ
ら
か
な
弧
を
描
く
形
の
汎
称
。 

一
四 

百
千
か
へ
り→

復
ち
返
る…

繰
り
返
す
。 

一
五 

紗
の
蚊
帳…

薄
い
絹
織
物
で
で
き
た
、
蚊
を
防
ぐ
た
め
に

吊
っ
て
寝
床
を
お
お
う
網
。 

一
六 

お
が
ひ
茶
わ
ん…

う
が
い
茶
碗
。 

一
七 

吉
原
や
う
じ…

江
戸
時
代
、
江
戸
吉
原
の
遊
郭
で
用
い
た

総
の
長
い
歯
磨
き
楊
枝
。 

一
八 

歯
み
が
き…

歯
み
が
き
粉
。
江
戸
時
代
、
皓
歯
の
男
性
を

粋
と
み
な
す
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寮
の
主
人
の
趣
味
の
良

さ
を
示
し
て
い
る
。 

一
九 

反
魂
香…

死
人
の
魂
を
呼
び
返
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
、
想
像
上
の
香
。 

二
〇 

な
め
鱸…

未
詳
。
ス
ズ
キ
の
塩
辛
の
類
か
。 

二
一 

削
烏
賊…

イ
カ
の
燻
製
の
削
り
節
。
い
か
ぶ
し
。 

二
二 

も
じ
戸
棚→

綟
戸
棚…

綟も
じ

（
麻
糸
で
織
っ
た
目
の
粗
い
布
）

を
戸
に
張
っ
た
戸
棚
。 

二
三 

照
韶
阳
𩵋𩵋…

ご
ま
め
を
い
り
、
砂
糖
と
し
ょ
う
ゆ
を
ま
ぜ

て
煮
つ
め
た
汁
に
入
れ
て
、
さ
ら
に
い
り
上
げ
た
も
の
。
正
月
料

理
に
用
い
る
。 

二
四 

海
鼠
腸…

ナ
マ
コ
の
は
ら
わ
た
の
塩
辛
。 

二
五 

夜
づ
め
を
引
か
せ
る…

夜
番
の
腰
元
に
部
屋
を
退
出
す

る
よ
う
促
す
。 

二
六 

す
き
や
ち
ゞ
み→

透
綾
縮…

き
わ
め
て
薄
い
絹
織
物
の

縮
み
。 

二
七 

袷
か
た
び
ら…

裏
地
付
き
の
着
物
。 

二
八 

住
よ
し
ぎ
れ→

住
吉
切…

小
さ
い
石
畳
、
ま
た
は
小
さ
い

鱗
形
の
模
様
が
あ
る
緞
子
。 

二
九 

平
く
け…

平
絎

ひ
ら
ぐ
け

帯
の
略
。
特
定
の
く
け
方
を
し
た
男
物
の

細
帯
。 

三
〇 

竹
村
の
巻
せ
ん
べ
い…

吉
原
の
「
竹
村
伊
勢
」
で
売
ら
れ

て
い
た
高
級
菓
子
。 

三
一 

龍
眼
肉…

龍
眼
と
い
う
常
緑
高
木
の
種
子
の
果
肉
。
食

用
・
薬
用
。 

三
二 

紅
摺…

浮
世
絵
版
画
の
技
法
で
、
墨
版
の
ほ
か
少
数
の
色

彩
も
用
い
た
も
の
。 

三
三 

し
こ
つ
て→

凝
る…

あ
る
事
に
熱
中
す
る
。 

三
四 

つ
き
だ
し→

突
き
出
し…

は
じ
め
て
遊
女
や
芸
者
と
な

っ
て
客
の
前
に
出
る
こ
と
。 

三
五 

年
ン
の
明
く→

年
が
明
く…

遊
女
の
奉
公
の
年
限
が
終

わ
る
こ
と
。 

三
六 

苦
界…

苦
し
み
が
多
い
世
の
中
。 

三
七 

の
ろ
ひ
ほ
ど…

色
情
に
お
ぼ
れ
る
ほ
ど
。 

さ
て
は
非
情

ひ
じ
や
う

の
も
の
な
り
と
も
、
夫
婦
の
契
り
を
せ
し
う
へ
は
、

尉ぜ
う

と
姥 う

ば
六
六
と
も
な
り
も
せ
で
、
形か

た
ち

を
か
く
す
は
恨う

ら
み

み
な
り
。
今

一
度
、
見
へ
よ
か
し
と
物
ぐ
る
は
し
く
取
み
だ
し
、
茫
然

ぼ
う
ぜ
ん

と
し
て

ゐ
た
り
し
が
、
松
の
み
ど
り  

子
六
七
見
る
に
つ
け
、
母
を
し
た
ふ
て

い
か
ば
か
り
、
嘆な

げ
か
ん
事
の
か
わ
ひ
や
な
、
ふ
び
ん
の
童
子

ど
う
じ

が
有

さ
ま
や
と
抱い

だ
き
お
こ
す
赤
（
廿
七
終
オ
）
子
の
そ
の
な
き
声 

 

〽 

扇
や
〱
〱
〱  

〱
〱
〱 

振
鷺
亭
主
人

し
ん
ろ
て
い
し
ゆ
じ
ん 

話は
な
す 

惟
市
栄

こ
れ
に
て
い
ち
が
さ
か
ゆ
る

歳
暮
之
大
尾
（
廿
七
ウ
） 

 

【【
語語
釈釈
】】  

一 

中
む
か
し…

そ
う
遠
く
な
い
昔
。 

二 

請
出…

抱
え
主
に
金
を
支
払
い
、
遊
女
・
芸
妓
を
引
き
取
る

こ
と
。 

三 

二
世
と
契
り
し
逢
方…

夫
婦
は
二
世
。
夫
婦
の
関
係
は
現

世
・
来
世
ま
で
続
く
。こ
こ
で
の
逢
方
は
馴
染
み
の
遊
女
を
さ
す
。 

四 

口
舌…

江
戸
時
代
、
主
と
し
て
男
女
間
の
言
い
あ
い
を
い
う
。

痴
話
げ
ん
か
。 

五 

き
ぬ
〲→

後
朝…

男
女
が
共
寝
を
し
た
翌
朝
。 

六 

息
杖…

物
を
か
つ
ぐ
者
が
持
つ
杖
。 

七 

土
手
八
丁…

江
戸
、
日
本
堤
の
俗
称
。
隅
田
川
か
ら
三
ノ
輪

ま
で
の
掘
割
、
山
谷
堀
の
土
手
で
、
吉
原
遊
郭
へ
の
通
路
と
も
さ

れ
た
。 

八 

河
東
ふ
し→

河
東
節…

浄
江
戸
浄
瑠
璃
の
流
派
の
一
つ
。
享

保
二
年（
一
七
一
七
）、十
寸
見
河
東

ま
す
み
か
と
う

が
江
戸
半
太
夫
の
門
か
ら
分

か
れ
て
語
り
始
め
た
、
派
手
で
明
る
い
江
戸
風
の
音
曲
。 

九 

「
う
き
世
の
夢
の
～
も
の
思
ひ
」…

河
東
節
「
梅
枕
く
ぜ
つ

の
鶏
」（
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉
二
月
）
の
一
節
。
後
朝
の
女
心

を
述
べ
た
も
の
。 

＊
「
う
き
世
の
夢
の
み
じ
か
き
を
ㇵ
ㇽ
か
り
ね
の
ゆ
め
に
う
つ
し

か
へ
ㇰ
ㇽ
わ
か
れ
に
な
れ
ば
い
ふ
こ
と
も
わ
す
れ
て
あ
と
の
。
も

の
お
も
ひ
」 

一
〇 

寮…

茶
寮
の
名
目
で
造
っ
た
江
戸
の
富
裕
町
人
の
別
宅

や
下
屋
敷
。 

一
一 

小
町→

小
野
小
町
。
美
貌
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
平
安

時
代
前
期
の
女
流
歌
人
。 

一
二 
「
ち
ぎ
れ

の〱
～
と
け
し
な
き
」…

「
傾
情
水
調
子
」

（
享
保
一
三
年
〈
一
七
二
八
〉）
の
一
節
。 

＊
「
ち
ぎ
れ

の〱
雲
見
れ
ば
。
夕
べ
寝
ぬ
身
の
と
け
し
な
や
」 
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一
三 

利
休
形…

な
だ
ら
か
な
弧
を
描
く
形
の
汎
称
。 

一
四 
百
千
か
へ
り→

復
ち
返
る…

繰
り
返
す
。 

一
五 
紗
の
蚊
帳…

薄
い
絹
織
物
で
で
き
た
、
蚊
を
防
ぐ
た
め
に

吊
っ
て
寝
床
を
お
お
う
網
。 

一
六 

お
が
ひ
茶
わ
ん…

う
が
い
茶
碗
。 

一
七 

吉
原
や
う
じ…
江
戸
時
代
、
江
戸
吉
原
の
遊
郭
で
用
い
た

総
の
長
い
歯
磨
き
楊
枝
。 

一
八 

歯
み
が
き…

歯
み
が
き
粉
。
江
戸
時
代
、
皓
歯
の
男
性
を

粋
と
み
な
す
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寮
の
主
人
の
趣
味
の
良

さ
を
示
し
て
い
る
。 

一
九 

反
魂
香…

死
人
の
魂
を
呼
び
返
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
、
想
像
上
の
香
。 

二
〇 

な
め
鱸…

未
詳
。
ス
ズ
キ
の
塩
辛
の
類
か
。 

二
一 

削
烏
賊…

イ
カ
の
燻
製
の
削
り
節
。
い
か
ぶ
し
。 

二
二 

も
じ
戸
棚→

綟
戸
棚…

綟も
じ

（
麻
糸
で
織
っ
た
目
の
粗
い
布
）

を
戸
に
張
っ
た
戸
棚
。 

二
三 

照
韶
阳
𩵋𩵋…

ご
ま
め
を
い
り
、
砂
糖
と
し
ょ
う
ゆ
を
ま
ぜ

て
煮
つ
め
た
汁
に
入
れ
て
、
さ
ら
に
い
り
上
げ
た
も
の
。
正
月
料

理
に
用
い
る
。 

二
四 

海
鼠
腸…

ナ
マ
コ
の
は
ら
わ
た
の
塩
辛
。 

二
五 

夜
づ
め
を
引
か
せ
る…

夜
番
の
腰
元
に
部
屋
を
退
出
す

る
よ
う
促
す
。 

二
六 

す
き
や
ち
ゞ
み→

透
綾
縮…

き
わ
め
て
薄
い
絹
織
物
の

縮
み
。 

二
七 

袷
か
た
び
ら…

裏
地
付
き
の
着
物
。 

二
八 

住
よ
し
ぎ
れ→

住
吉
切…

小
さ
い
石
畳
、
ま
た
は
小
さ
い

鱗
形
の
模
様
が
あ
る
緞
子
。 

二
九 

平
く
け…

平
絎

ひ
ら
ぐ
け

帯
の
略
。
特
定
の
く
け
方
を
し
た
男
物
の

細
帯
。 

三
〇 

竹
村
の
巻
せ
ん
べ
い…

吉
原
の
「
竹
村
伊
勢
」
で
売
ら
れ

て
い
た
高
級
菓
子
。 

三
一 

龍
眼
肉…

龍
眼
と
い
う
常
緑
高
木
の
種
子
の
果
肉
。
食

用
・
薬
用
。 

三
二 

紅
摺…

浮
世
絵
版
画
の
技
法
で
、
墨
版
の
ほ
か
少
数
の
色

彩
も
用
い
た
も
の
。 

三
三 

し
こ
つ
て→

凝
る…

あ
る
事
に
熱
中
す
る
。 

三
四 

つ
き
だ
し→

突
き
出
し…

は
じ
め
て
遊
女
や
芸
者
と
な

っ
て
客
の
前
に
出
る
こ
と
。 

三
五 

年
ン
の
明
く→

年
が
明
く…

遊
女
の
奉
公
の
年
限
が
終

わ
る
こ
と
。 

三
六 
苦
界…

苦
し
み
が
多
い
世
の
中
。 

三
七 

の
ろ
ひ
ほ
ど…

色
情
に
お
ぼ
れ
る
ほ
ど
。 

さ
て
は
非
情

ひ
じ
や
う

の
も
の
な
り
と
も
、
夫
婦
の
契
り
を
せ
し
う
へ
は
、

尉ぜ
う

と
姥 う

ば
六
六
と
も
な
り
も
せ
で
、
形か

た
ち

を
か
く
す
は
恨う

ら
み

み
な
り
。
今

一
度
、
見
へ
よ
か
し
と
物
ぐ
る
は
し
く
取
み
だ
し
、
茫
然

ぼ
う
ぜ
ん

と
し
て

ゐ
た
り
し
が
、
松
の
み
ど
り  

子
六
七
見
る
に
つ
け
、
母
を
し
た
ふ
て

い
か
ば
か
り
、
嘆な

げ
か
ん
事
の
か
わ
ひ
や
な
、
ふ
び
ん
の
童
子

ど
う
じ

が
有

さ
ま
や
と
抱い

だ
き
お
こ
す
赤
（
廿
七
終
オ
）
子
の
そ
の
な
き
声 

 

〽 

扇
や
〱
〱
〱  

〱
〱
〱 

振
鷺
亭
主
人

し
ん
ろ
て
い
し
ゆ
じ
ん 

話は
な
す 

惟
市
栄

こ
れ
に
て
い
ち
が
さ
か
ゆ
る

歳
暮
之
大
尾
（
廿
七
ウ
） 

 

【【
語語
釈釈
】】  

一 

中
む
か
し…

そ
う
遠
く
な
い
昔
。 

二 

請
出…

抱
え
主
に
金
を
支
払
い
、
遊
女
・
芸
妓
を
引
き
取
る

こ
と
。 

三 

二
世
と
契
り
し
逢
方…

夫
婦
は
二
世
。
夫
婦
の
関
係
は
現

世
・
来
世
ま
で
続
く
。こ
こ
で
の
逢
方
は
馴
染
み
の
遊
女
を
さ
す
。 

四 

口
舌…

江
戸
時
代
、
主
と
し
て
男
女
間
の
言
い
あ
い
を
い
う
。

痴
話
げ
ん
か
。 

五 

き
ぬ
〲→

後
朝…

男
女
が
共
寝
を
し
た
翌
朝
。 

六 

息
杖…

物
を
か
つ
ぐ
者
が
持
つ
杖
。 

七 

土
手
八
丁…

江
戸
、
日
本
堤
の
俗
称
。
隅
田
川
か
ら
三
ノ
輪

ま
で
の
掘
割
、
山
谷
堀
の
土
手
で
、
吉
原
遊
郭
へ
の
通
路
と
も
さ

れ
た
。 

八 

河
東
ふ
し→

河
東
節…

浄
江
戸
浄
瑠
璃
の
流
派
の
一
つ
。
享

保
二
年（
一
七
一
七
）、十
寸
見
河
東

ま
す
み
か
と
う

が
江
戸
半
太
夫
の
門
か
ら
分

か
れ
て
語
り
始
め
た
、
派
手
で
明
る
い
江
戸
風
の
音
曲
。 

九 

「
う
き
世
の
夢
の
～
も
の
思
ひ
」…

河
東
節
「
梅
枕
く
ぜ
つ

の
鶏
」（
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉
二
月
）
の
一
節
。
後
朝
の
女
心

を
述
べ
た
も
の
。 

＊
「
う
き
世
の
夢
の
み
じ
か
き
を
ㇵ
ㇽ
か
り
ね
の
ゆ
め
に
う
つ
し

か
へ
ㇰ
ㇽ
わ
か
れ
に
な
れ
ば
い
ふ
こ
と
も
わ
す
れ
て
あ
と
の
。
も

の
お
も
ひ
」 

一
〇 

寮…

茶
寮
の
名
目
で
造
っ
た
江
戸
の
富
裕
町
人
の
別
宅

や
下
屋
敷
。 

一
一 

小
町→

小
野
小
町
。
美
貌
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
平
安

時
代
前
期
の
女
流
歌
人
。 

一
二 

「
ち
ぎ
れ

の〱
～
と
け
し
な
き
」…

「
傾
情
水
調
子
」

（
享
保
一
三
年
〈
一
七
二
八
〉）
の
一
節
。 

＊
「
ち
ぎ
れ

の〱
雲
見
れ
ば
。
夕
べ
寝
ぬ
身
の
と
け
し
な
や
」 
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の
布
地
に
他
の
布
地
で
へ
り
を
つ
け
た
衣
服
。 

五
六 

黒
上
田…

黒
の
上
田
縞
。
上
田
縞
は
、
江
戸
時
代
、
信
州

上
田
地
方
で
産
出
さ
れ
た
強
靭
な
紬
の
縞
織
物
。 

五
七 

胞
衣→

胞
衣
着

え

な

ぎ…

生
児
に
最
初
に
着
せ
る
白
木
綿
の
袖

な
し
。
産
婆
な
ど
が
持
っ
て
き
て
着
せ
る
。 

五
八 

三
か
い
菱→

三
階
菱

さ
ん
が
い
び
し

／
三
蓋
菱…

紋
所
の
名
。
菱
形
を
三

つ
重
ね
た
形
を
図
案
化
し
た
も
の
。
ま
た
、
歌
舞
伎
俳
優
市
川
団

十
郎
の
替
紋
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。 

五
九 

ひ
よ
く
紋→

比
翼
紋…

自
分
の
紋
所
と
情
人
の
紋
所
と

を
組
み
合
わ
せ
た
紋
。 

六
〇 

通…

人
情
に
さ
と
く
、
花
柳
社
会
な
ど
の
事
情
に
明
る
い

こ
と
。
ま
た
、
野
暮
で
な
い
こ
と
。 

六
一 

化
粧
の
も
の→

化
生
の
者…

化
物
。
妖
怪
。 

六
二 

首
尾
の
松…

江
戸
時
代
、
江
戸
浅
草
蔵
前
の
付
近
、
隅
田

川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
松
。
吉
原
往
来
の
船
路
に
あ
た
り
、
吉
原

通
い
の
目
印
に
さ
れ
た
と
い
う
。 

六
三 

信
田
の
妻→

信
田
妻…

説
経
節
ま
た
は
古
浄
瑠
璃
の
作

中
に
現
れ
る
安
倍
晴
明
の
母
。
信
太
の
森
の
白
狐
が
葛
の
葉
姫
に

化
け
て
安
部
保
名
と
契
り
一
子
を
儲
け
た
が
、
正
体
を
知
ら
れ
て

古
巣
に
帰
っ
た
と
い
う
伝
説
を
主
題
と
し
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
を

通
じ
て
近
世
に
流
布
し
た
。 

六
四 

松
花
堂→

松
花
堂
流…

書
道
の
流
派
の
一
つ
。
松
花
堂
昭

乗
を
祖
と
す
る
。 

六
五 

手
跡…

筆
跡
。 

六
六 

尉
と
姥…

謡
曲「
高
砂
」に
登
場
す
る
老
翁
老
嫗
。「
高
砂
」

は
、
肥
後
国
（
熊
本
県
）
阿
蘇
の
宮
の
神
主
が
、
播
州
（
兵
庫
県
）

高
砂
の
浦
に
着
く
。
そ
こ
へ
木
陰
を
清
め
る
老
人
夫
婦
が
現
れ
て

松
の
い
わ
れ
を
述
べ
る
。
二
人
は
高
砂
と
住
江
と
場
所
を
隔
て
て

も
通
い
合
う
相
生
の
松
の
夫
婦
愛
を
語
り
、
自
分
達
が
そ
の
二
人

で
あ
る
と
告
げ
て
沖
に
消
え
る
。
神
主
た
ち
が
住
江
（
大
阪
市
）

に
着
く
と
、
住
吉
明
神
（
神
松
の
精
と
す
る
流
儀
も
）
が
現
れ
神

舞
を
舞
い
、
祝
福
を
与
え
る
と
い
う
も
の
。
こ
こ
で
は
、
女
の
正

体
が
同
じ
く
松
の
精
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
出
た
言
葉
。 

六
七 

み
ど
り
子→

嬰
児…

三
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
。
赤
児
。

赤
子
。
幼
児
。
松
の
緑
色
と
掛
け
る
か
。 

       

三
八 

勘
当…

親
子
や
主
従
、
師
弟
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
。 

三
九 
揚
屋
町…

江
戸
新
吉
原
の
町
名
。
元
吉
原
時
代
、
遊
里
に

散
在
し
て
い
た
揚
屋
を
一
か
所
に
ま
と
め
た
も
の
。
大
門
か
ら
水

道
尻
に
向
か
っ
て
右
手
で
、
江
戸
町
一
丁
目
と
京
町
一
丁
目
と
の

中
間
に
あ
っ
た
町
並
み
。
宝
暦
末
年
に
揚
屋
が
廃
絶
し
た
後
も
町

名
と
し
て
残
っ
た
。 

四
〇 

雲
と
な
り
雨
と
な
り→

雲
と
な
り
雨
と
な
る…

男
女
の

契
り
。
ま
た
、
そ
の
情
の
こ
ま
や
か
な
こ
と
を
た
と
え
る
。 

四
一 

お
の
字
の
名
を
付
て→
お
の
字
の
名
を
付
け
る…

遊
女

を
廃
業
し
、
源
氏
名
か
ら
「
お
梅
」「
お
竹
」
と
い
っ
た
お
の
字
名

の
付
い
た
普
通
の
堅
気
女
と
な
る
。 

四
二 

素
足
も
や
ほ
な
足
袋
に
な
り…

足
袋
を
履
か
な
い
こ
と

が
粋
で
あ
っ
た
遊
女
時
代
に
は
、
野
暮
だ
と
思
っ
て
い
た
足
袋
だ

が
、
自
分
も
そ
の
足
袋
を
履
く
堅
気
の
境
遇
に
な
っ
た
こ
と
。 

四
三 

高
尾…

江
戸
新
吉
原
三
浦
屋
抱
え
の
遊
女
の
名
。
十
一
代

続
く
。
こ
こ
で
は
仙
台
藩
主
伊
達
綱
宗
に
身
請
け
さ
れ
た
が
、
恋

人
を
慕
っ
て
意
に
し
た
が
わ
ず
、
隅
田
川
の
中
州
で
吊
る
し
斬
り

に
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
の
あ
る
二
代
目
高
尾
を
指
す
か
。 

四
四 

小
紫…

江
戸
吉
原
三
浦
屋
抱
え
の
遊
女
。
金
に
詰
ま
っ
て

強
盗
を
働
き
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
鈴
ヶ
森
で
刑
死
し
た
情
夫

白
井
（
平
井
）
権
八
の
あ
と
を
追
っ
て
自
殺
し
た
。
浄
瑠
璃
、
歌

舞
伎
な
ど
に
脚
色
さ
れ
る
。 

四
五 

肖…

似
る
。 

四
六 

ほ
た
ん
の
灯
篭→

牡
丹
灯
籠…

牡
丹
の
花
の
飾
り
の
あ

る
灯
籠
。 

四
七 

胤…

血
筋
、
子
孫
。
こ
こ
で
は
子
ど
も
の
意
。 

四
八 

玉
の
男
子…

玉
の
よ
う
に
美
し
い
男
子
の
こ
と
。 

四
九 

く
ぢ
ら→

鯨
差…

物
差
の
一
つ
。
鯨
の
ひ
げ
で
作
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
言
う
。
鯨
尺
。 

五
〇 

こ
ろ
が
き
な
り…

枯
露
柿
の
よ
う
な
。 

五
一 

ぬ
き
上
ヶ→

抜
き
上
げ
る…

生
え
ぎ
わ
の
髪
の
毛
を
抜

い
て
額
を
広
く
す
る
。
江
戸
時
代
男
た
ち
が
伊
達
を
気
取
っ
て
し

た
風
俗
。
通
な
髪
型
を
指
す
か
。 

五
二 

り
う
き
う
紬→

琉
球
紬…

琉
球
で
産
す
る
紬
。
平
織
で
大

部
分
は
紺
地
の
茶
縞
。 

五
三 

か
ん
と
う
の
相
着→

関
東
は
関
東
縞
の
こ
と
で
、
関
東
地

方
に
産
す
る
多
く
赤
糸
入
り
の
細
か
い
縦
縞
模
様
の
木
綿
。
相
着

（
合
着
）は
近
世
、上
着
と
肌
着
の
間
に
着
て
い
た
衣
服
の
こ
と
。 

五
四 

こ
ち
き
仕
立→

乞
食
仕
立…

木
綿
襦
袢
の
仕
立
て
方
の

一
つ
。
襟
の
周
り
と
八
つ
口
の
辺
に
、
僅
か
ず
つ
緋
縮
緬
の
き
れ

を
覆
っ
て
、
全
体
が
緋
縮
緬
で
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
も
の
。 

五
五 
へ
り
と
り
む
く→

縁
取
無
垢…

表
裏
と
も
無
地
の
同
色
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の
布
地
に
他
の
布
地
で
へ
り
を
つ
け
た
衣
服
。 

五
六 
黒
上
田…

黒
の
上
田
縞
。
上
田
縞
は
、
江
戸
時
代
、
信
州

上
田
地
方
で
産
出
さ
れ
た
強
靭
な
紬
の
縞
織
物
。 

五
七 

胞
衣→
胞
衣
着

え

な

ぎ…

生
児
に
最
初
に
着
せ
る
白
木
綿
の
袖

な
し
。
産
婆
な
ど
が
持
っ
て
き
て
着
せ
る
。 

五
八 

三
か
い
菱→
三
階
菱

さ
ん
が
い
び
し

／
三
蓋
菱…

紋
所
の
名
。
菱
形
を
三

つ
重
ね
た
形
を
図
案
化
し
た
も
の
。
ま
た
、
歌
舞
伎
俳
優
市
川
団

十
郎
の
替
紋
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。 

五
九 

ひ
よ
く
紋→

比
翼
紋…
自
分
の
紋
所
と
情
人
の
紋
所
と

を
組
み
合
わ
せ
た
紋
。 

六
〇 

通…

人
情
に
さ
と
く
、
花
柳
社
会
な
ど
の
事
情
に
明
る
い

こ
と
。
ま
た
、
野
暮
で
な
い
こ
と
。 

六
一 

化
粧
の
も
の→

化
生
の
者…

化
物
。
妖
怪
。 

六
二 

首
尾
の
松…

江
戸
時
代
、
江
戸
浅
草
蔵
前
の
付
近
、
隅
田

川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
松
。
吉
原
往
来
の
船
路
に
あ
た
り
、
吉
原

通
い
の
目
印
に
さ
れ
た
と
い
う
。 

六
三 

信
田
の
妻→

信
田
妻…

説
経
節
ま
た
は
古
浄
瑠
璃
の
作

中
に
現
れ
る
安
倍
晴
明
の
母
。
信
太
の
森
の
白
狐
が
葛
の
葉
姫
に

化
け
て
安
部
保
名
と
契
り
一
子
を
儲
け
た
が
、
正
体
を
知
ら
れ
て

古
巣
に
帰
っ
た
と
い
う
伝
説
を
主
題
と
し
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
を

通
じ
て
近
世
に
流
布
し
た
。 

六
四 

松
花
堂→

松
花
堂
流…

書
道
の
流
派
の
一
つ
。
松
花
堂
昭

乗
を
祖
と
す
る
。 

六
五 

手
跡…

筆
跡
。 

六
六 

尉
と
姥…

謡
曲「
高
砂
」に
登
場
す
る
老
翁
老
嫗
。「
高
砂
」

は
、
肥
後
国
（
熊
本
県
）
阿
蘇
の
宮
の
神
主
が
、
播
州
（
兵
庫
県
）

高
砂
の
浦
に
着
く
。
そ
こ
へ
木
陰
を
清
め
る
老
人
夫
婦
が
現
れ
て

松
の
い
わ
れ
を
述
べ
る
。
二
人
は
高
砂
と
住
江
と
場
所
を
隔
て
て

も
通
い
合
う
相
生
の
松
の
夫
婦
愛
を
語
り
、
自
分
達
が
そ
の
二
人

で
あ
る
と
告
げ
て
沖
に
消
え
る
。
神
主
た
ち
が
住
江
（
大
阪
市
）

に
着
く
と
、
住
吉
明
神
（
神
松
の
精
と
す
る
流
儀
も
）
が
現
れ
神

舞
を
舞
い
、
祝
福
を
与
え
る
と
い
う
も
の
。
こ
こ
で
は
、
女
の
正

体
が
同
じ
く
松
の
精
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
出
た
言
葉
。 

六
七 

み
ど
り
子→

嬰
児…

三
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
。
赤
児
。

赤
子
。
幼
児
。
松
の
緑
色
と
掛
け
る
か
。 

       

三
八 

勘
当…

親
子
や
主
従
、
師
弟
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
。 

三
九 

揚
屋
町…

江
戸
新
吉
原
の
町
名
。
元
吉
原
時
代
、
遊
里
に

散
在
し
て
い
た
揚
屋
を
一
か
所
に
ま
と
め
た
も
の
。
大
門
か
ら
水

道
尻
に
向
か
っ
て
右
手
で
、
江
戸
町
一
丁
目
と
京
町
一
丁
目
と
の

中
間
に
あ
っ
た
町
並
み
。
宝
暦
末
年
に
揚
屋
が
廃
絶
し
た
後
も
町

名
と
し
て
残
っ
た
。 

四
〇 

雲
と
な
り
雨
と
な
り→

雲
と
な
り
雨
と
な
る…

男
女
の

契
り
。
ま
た
、
そ
の
情
の
こ
ま
や
か
な
こ
と
を
た
と
え
る
。 

四
一 

お
の
字
の
名
を
付
て→

お
の
字
の
名
を
付
け
る…

遊
女

を
廃
業
し
、
源
氏
名
か
ら
「
お
梅
」「
お
竹
」
と
い
っ
た
お
の
字
名

の
付
い
た
普
通
の
堅
気
女
と
な
る
。 

四
二 

素
足
も
や
ほ
な
足
袋
に
な
り…

足
袋
を
履
か
な
い
こ
と

が
粋
で
あ
っ
た
遊
女
時
代
に
は
、
野
暮
だ
と
思
っ
て
い
た
足
袋
だ

が
、
自
分
も
そ
の
足
袋
を
履
く
堅
気
の
境
遇
に
な
っ
た
こ
と
。 

四
三 

高
尾…

江
戸
新
吉
原
三
浦
屋
抱
え
の
遊
女
の
名
。
十
一
代

続
く
。
こ
こ
で
は
仙
台
藩
主
伊
達
綱
宗
に
身
請
け
さ
れ
た
が
、
恋

人
を
慕
っ
て
意
に
し
た
が
わ
ず
、
隅
田
川
の
中
州
で
吊
る
し
斬
り

に
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
の
あ
る
二
代
目
高
尾
を
指
す
か
。 

四
四 

小
紫…

江
戸
吉
原
三
浦
屋
抱
え
の
遊
女
。
金
に
詰
ま
っ
て

強
盗
を
働
き
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
鈴
ヶ
森
で
刑
死
し
た
情
夫

白
井
（
平
井
）
権
八
の
あ
と
を
追
っ
て
自
殺
し
た
。
浄
瑠
璃
、
歌

舞
伎
な
ど
に
脚
色
さ
れ
る
。 

四
五 

肖…

似
る
。 

四
六 

ほ
た
ん
の
灯
篭→

牡
丹
灯
籠…

牡
丹
の
花
の
飾
り
の
あ

る
灯
籠
。 

四
七 

胤…

血
筋
、
子
孫
。
こ
こ
で
は
子
ど
も
の
意
。 

四
八 

玉
の
男
子…

玉
の
よ
う
に
美
し
い
男
子
の
こ
と
。 

四
九 

く
ぢ
ら→

鯨
差…

物
差
の
一
つ
。
鯨
の
ひ
げ
で
作
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
言
う
。
鯨
尺
。 

五
〇 

こ
ろ
が
き
な
り…

枯
露
柿
の
よ
う
な
。 

五
一 

ぬ
き
上
ヶ→

抜
き
上
げ
る…

生
え
ぎ
わ
の
髪
の
毛
を
抜

い
て
額
を
広
く
す
る
。
江
戸
時
代
男
た
ち
が
伊
達
を
気
取
っ
て
し

た
風
俗
。
通
な
髪
型
を
指
す
か
。 

五
二 

り
う
き
う
紬→

琉
球
紬…

琉
球
で
産
す
る
紬
。
平
織
で
大

部
分
は
紺
地
の
茶
縞
。 

五
三 

か
ん
と
う
の
相
着→

関
東
は
関
東
縞
の
こ
と
で
、
関
東
地

方
に
産
す
る
多
く
赤
糸
入
り
の
細
か
い
縦
縞
模
様
の
木
綿
。
相
着

（
合
着
）は
近
世
、上
着
と
肌
着
の
間
に
着
て
い
た
衣
服
の
こ
と
。 

五
四 

こ
ち
き
仕
立→

乞
食
仕
立…

木
綿
襦
袢
の
仕
立
て
方
の

一
つ
。
襟
の
周
り
と
八
つ
口
の
辺
に
、
僅
か
ず
つ
緋
縮
緬
の
き
れ

を
覆
っ
て
、
全
体
が
緋
縮
緬
で
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
も
の
。 

五
五 

へ
り
と
り
む
く→

縁
取
無
垢…

表
裏
と
も
無
地
の
同
色
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【
巻
末
広
告
】 

投
扇
興

た
う
せ
ん
き
や
う

初
篇
し
よ
へ
ん

全 

後
篇
こ
う
へ
ん

全
／
甲
駅
新
話

か
う
ゑ
き
し
ん
わ

全
／
醉
丁
甲
閨

す
い
て
う
か
う
け
い

全
／

南
客
文
集

な
ん
か
く
ぶ
ん
し
う

全
／
賣
花
新
駅

ば
い
く
わ
し
ん
ゑ
き

全
／
世
説
新
語
茶

せ
せ
つ
し
ん
ご
ざ

全
／
多
佳
余
宇
辭

た
か
よ
う
じ

全
／

太
平
楽
巻
物

た
い
へ
い
ら
く
の
ま
き
も
の

全
／
道
中
醉
語
録

た
う
ち
う
す
ご
ろ
く

全
／
深
川

ふ
か
か
は

拝
見

は
い
け
ん

全
／
深
川

ふ
か
か
は

新
話

し
ん
わ 

全
／
遊
里
會
談

ゆ
う
り
く
わ
い
だ
ん

全
／
居
續
雁
金

ゐ
つ
ゞ
け
か
り
か
ね

全
／
通
人

つ
う
じ
ん

枕 ま
く
ら

言
葉

こ
と
ば

全
／
屋
保
長
命

や
ぼ
の
ち
や
う
め
い

四
季

し
き

物
語

も
の
か
た
り

全
／
大
通
秘
密
論

た
い
つ
う
ひ
み
つ
ろ
ん

全
／
振
鷺
亭
噺
日
記

し
ん
ろ
て
い
は
な
し
に
つ
き

全
／
い
ろ
は

酔
故
傳

す
い
こ
で
ん

全
／
御
江
都
錺
鰕

お
ゑ
ど
か
ざ
り
ゑ
び

全
／
江 ゑ
の
嶋 し
ま

鎌
倉
か
ま
く
ら

大
山

お
ほ
や
ま

参
詣
記

さ
ん
け
い
き

全
／
江
戸
ゑ
ど

巡
覧
花
暦
便
畧

し
ゆ
ん
ら
ん
く
わ
れ
き
へ
ん
り
や
く

四
時
遊
観
錄

し
い
じ
ゆ
う
く
は
ん
ろ
く

折
本
／
年
中
行
事

ね
ん
ぢ
う
き
や
う
じ

江
都
物
見
ヶ
岡

ゑ
ど
も
の
み
か
お
か 

折
本
／
相
州
さ
う
し
う

豆
州
た
う
し
う

温
泉
志

お
ん
せ
ん
し 

全
／
五
字
お
り
句
世
話

せ
わ

文
殊

も
ん
じ
ゆ

全
／
北
州

ほ
く
し
う

異
楚
六
帖

い
そ
ろ
く
じ
や
う

全
／
両
国

り
や
う
ご
く

し
ぼ
り
全

／
御
江
都
金
菊

お
ゑ
ど
の
こ
が
ね
ぎ
く

全

／

狂
哥
宝
合
記

き
や
う
か
た
か
ら
あ
は
せ
の
き

三
冊
／
狂
哥
二
葉
艸

ふ
た
は
く
さ

全
／
落
栗
庵
狂
歌
集

ら
く
り
つ
あ
ん
き
や
う
か
し
う

全
／
五
字

折
句
平
気
家
抄

ひ
ら
き
や
せ
う

全
／
柏
掌
奇
談

は
く
し
や
う
き
だ
ん

凩
こ
が
ら
し

草
紙

さ
う
し

五
冊 
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